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			俺の部屋ごと異世界へ！　ネットとＡｍｏｚｏｎの力で無双する①

			月夜涙

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・青木武（ＡＯ　ＤＥＳＩＧＮ）

		

	
		
			ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			プロローグ　ライフライン完備、ネット通販可能な異世界召喚

			第１話　適性のある職業(クラス)

			第２話　掲示板と実況動画

			第３話　異世界で地球のお金を稼ぐには

			第４話　魔物討伐実況

			第５話　パワーレベリング

			第６話　ゾンビ映画で大活躍するアレ

			第７話　エルフとドワーフと

			第８話　ムーン・ベアーと男気

			第９話　ファンタジー感？　なにそれ食べれるの？

			第10話　残念系エルフが仲間になった

			第11話　交易都市マナタマ

			第12話　日本語が伝わる仕組み

			第13話　このステーキは出来損ないだ。食べられないよ

			第14話　助けて、料理人の無職先生！

			第15話　ＳＵＫＩＹＡＫＩ

			第16話　剣聖ミツハ

			第17話　種明かしと勧誘

			第18話　ミツハの力の使い方

			第19話　いまさらながらスキルというものがあるらしい

			第20話　【ものまね】と【剣戟崩壊】

			第21話　ダンジョン実況

			第22話　平穏と休日

			第23話　男の意地と剣聖の涙

			第24話　英雄の資質

			第25話　さよなら、僕の相棒

			第26話　決闘

			第27話　無窮の剣製

			エピローグ　東へ！

		

	
		
			　

			プロローグ　ライフライン完備、ネット通販可能な異世界召喚

			　

			　半年前、五年勤めた会社を辞めた。

			　そろそろ、心が限界だと思ったからだ。

			　これ以上、ここにいたら心が折れる。

			　それからはずっとニートを続けている。

			「とは言っても、急にやることなんてないしな」

			　ごろごろと寝転がりながら、ネットの海を巡回する。

			　今の趣味はＡｍｏｚｏｎやイヨンのネットスーパーでのショッピング。

			　調理器具や珍しい食材をちょこちょこ買って楽しんでいる。

			　引きこもりが健康的な生活をおくるには自炊が不可欠。無駄に調理スキルが身についてしまった。

			　ただ、この生活もそう長くは続かない。

			　社畜時代の貯蓄や失業保険、ちょっとしたアルバイトでしのいできたが、貯金残高は残り五〇万円ほどしかない。

			　そろそろ本気で仕事を探さないと、そのうち家賃すら払えなくなる。だけど、もう会社勤めは嫌だ。

			　別に頑張ることが嫌なわけじゃない。頑張っても報われないのが嫌なだけだ。

			「ユアチューバー、再開するかな」

			　自分で言って乾いた笑いが漏れた。

			　ユアチューバーとは、とある動画投稿サイトに動画をアップロードし、再生数に応じた広告料を受け取る人の総称だ。

			　一時期本気でなろうとしたが、お菓子のレビュー動画をいくつかあげたっきり、やめてしまった。俺には人に見てもらえるほど面白い動画なんて撮れなかった。

			　まったく再生数が上がらなくて笑えてきたぐらいだ。

			　そのまま、眠くなるまでＡｍｏｚｏｎを巡回して眠りについた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「おはようございます。英雄様」

			　白一色の世界、そこに、どこからどう見ても、女神様としか表現できない女性がいた。

			　海のように鮮やかな蒼(あお)い長髪。非人間じみた美(び)貌(ぼう)。

			　俺は一瞬、見(み)惚(と)れたあと、ゆっくりと口を開く。

			「英雄様？」

			「ええ。いずれ、あなたは世界を救う英雄となります」

			「そんなバカな、ただのニートな俺が世界を救えるはずがない」

			　自分のことは自分が一番わかっている。俺にそんな力はない。

			「いいえ、あります。あなたの最大の不幸は、この世界に生まれてしまったことです。あなたには無限の魔力という恐ろしい才能があります。ですが、魔法が失われたあなたの世界では無用の長物……世界を一つ救える力がありながら。まったく嘆かわしいことです」

			「なっ、ん、だっ、と!?」

			　俺に無限の魔力なんていうチート能力があったのか。なのに、地球には魔法が存在しないという不幸。俺は本気を出してなかっただけというわけだ。

			「魔法が失われたって言ったな。それなのに俺に世界を救えと言うからには、地球に魔法が戻って地球の危機を救う。もしくは魔法がある世界を救うってことか？」

			　勘で言ったが、おそらく間違っていないだろう。

			「はい、そのとおりです。あなたのその才能を腐らせるのは惜しい。私の力で、あなたが活躍できる世界に送りますので、どうかそこで世界を救ってはいただけないでしょうか？」

			　無限の魔力で世界を救うか。

			　たぶん、楽しいだろうな。なにせ、無限の魔力なら敵なしだろうし、好き勝手できそうだ。偉い人が俺にぺこぺこ頭を下げて、美少女や美女からモテモテだ。だけど、だけども……。

			「うん、やめとく。無理だ」

			　俺は即答した。

			「えっ!?　どうしてですか!?　あなたの力ならすぐに英雄として崇められますよ！　お金も、権力も、自由自在ですよ!?」

			「金や権力よりも、大事なものがあるんだ」

			　女神が俺を感心した目で見る。

			「それは、もしかして大事な女性(ひと)が地球にいるとかですか？　そうですね。それなら無理にとは言いません。こんなチャンスを目の前にして断れるなんて、あなたは本当の意味で英雄の素質をもっているのかもしれません」

			　女神が微笑み、残念そうな表情を浮かべた。

			「何言ってんの？　んなのいるわけないじゃん」

			　ニートの俺に大事な女性なんているわけがない。

			　恋人？　なにそれ食べれるの？

			「へっ、それじゃなんで？」

			「魔法のある世界ってさ、どうせ便利な魔法があるせいで文明が発達してないんでしょ」

			「ええ、まあ、そうですね。地球で言えば、中世から近代にかけてってところです。わかりやすく言えば、江戸時代ぐらいの文明レベルでしょうか」

			　やはりか。俺の懸念が当たったようだ。

			「そんな生活に耐えられるわけがないよ。冷暖房、その他家電、ネット、通販、この四つがないと俺は死ぬ」

			　一ヶ月で発狂する自信があるね。

			　女神は、一瞬あっけにとられた顔をして頭を抱えた。

			「……そんな、そんなことで」

			「大事なことだ。すごく大事なことだ」

			　ぶっちゃけ不便な世界で無双しても、さほど幸せになれない確信がある。ニートに優しい日本の環境がどれだけありがたいか、わかっていない奴が多すぎる。

			「わかりました。それでしたら、こういうのはどうでしょう？　異世界召喚の特典として、馬車をおつけします。見た目は普通ですが、絶対に壊れず、荷台があなたの部屋とまったく同じ作りをした不思議な馬車です。電気、ガス、水道、ネット。全部完備しています」

			「なっ、なんだと！」

			　それなら、異世界召喚もありかもしれない。

			「さらに、あなたがよく使うＡｍｏｚｏｎも好きに使えるようにします。商品は買ったその場ですぐ届く、超プレミアム会員設定です」

			「すげえ、日本にいるより便利だ！」

			　買ったその場ですぐ届くなんて最高じゃないか。

			　そのためだけに異世界に行くまである。

			「まあ、もともと異世界召喚の特典は与えるつもりでしたが、それをあなたの希望する条件に合わせただけですけどね。普通の人なら無理でも、あなたの無限の魔力なら可能です」

			「もう一声、できれば馬車の中だけじゃなくて、外に出てスマホもネットに繋がると嬉しいなー、なんて」

			「ああ、それは大丈夫です。あなたがアンテナみたいなものですから。あなたの周囲三キロメートルにある通信機器は、全部繋がりますよ」

			「まじかよ!?　圏外なし!?」

			　もう、異世界に行かずに今日もらったチートだけで明日から過ごしたいぐらいだ。

			「英雄様、新たな世界に召喚され、世界を救う覚悟はございますか？」

			　俺は覚悟を決める。これだけしてもらえるなら喜んで異世界に行こう。

			　たまに、それっぽいことやって、あとは馬車（俺の部屋）の中でごろごろすればいい。

			「わかった。俺が世界を救ってやる」

			「ありがとうございます。それでは異世界のナビゲーターとして、私の眷(けん)属(ぞく)を一人、預けます。来なさい、マユキ」

			　女神がそう言うと、一匹の子ギツネがぴょこっと現れた。

			　可愛らしい子ギツネだ。キツネ色を基調に足先は靴下を履いているような黒色、モフモフ尻尾(しつぽ)の先が白いのもチャーミング。尻尾(しつぽ)に黒いリボンを巻いていて、それもよく似合っていた。

			「マユキ、その姿は失礼でしょう？」

			　女神がそう言うと、子ギツネはつぶらな目を輝かせて首をかしげる。

			　たいへん、プリティ。抱きしめたいなふぉっくす！

			「いいから、人の形をとりなさい」

			「……こゃーん」

			　女神の二度目の叱(しつ)責(せき)を受けた子ギツネは、どこかめんどくさそうなため息を付いたあと、その場で宙返りをする。

			　すると、キツネ耳と尻尾(しつぽ)を持った恐ろしいまでの美少女が目の前に現れた。一三～一四歳ぐらいで、どこか気だるげな印象を受ける。
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			「女神様、マユキは眠い、帰って寝たい、キツネはこたつでキツ寝する」

			　第一声から、すごく眠そうな声だ。

			「そういうわけにはいきません。あなたも、そろそろ一人前、いつまでも実家でごろごろしてないで外に出なさい」

			「……女神様、マユキ、お外怖い、ここにいたい」

			「だめです」

			「ほら、あの人の目を見て、どう見ても危ない人の目、マユキ、ひどいことされてお嫁にいけなくなる」

			　わりとひどいことを言っているが、口調がやけに淡々としている。

			「……だめです」

			「眷(けん)属(ぞく)が可愛くないの？　マユキがあそこの野獣に、口では言えない、いろんなことをされてもいいの？」

			「身の危険を感じたら、キツネの姿に戻りなさい」

			「見て女神様。あの人、キツネが相手でも関係ない、危険な人の目をしてる。だからマユキは、家でごろごろする」

			「いや、無理だよ！」

			　思わずツッコミを入れてしまった。

			　さすがの俺も、キツネの姿に欲情なんてできない。

			「もう、どうでもいいから、さっさと行きなさい！　英雄様、異世界についたら以降の案内はマユキがするので、安心してください。こんな性格ですが、優秀な子です。それでは気をつけて」

			　その言葉を最後に俺の意識は途切れた。

		

	
		
			　

			第１話　適性のある職業(クラス)

			　

			　目を覚ますと、いつもの俺の部屋だった。

			　今のは夢だったのか？

			　まあ、そうだろうな。こんな都合のいい展開、ありえない。

			　俺の頬をさっきから、ぷにぷにっとした感触が襲っている。

			　そちらに目を向けると、可愛らしい子ギツネがいた。もふもふ尻尾(しつぽ)にリボンを巻いている。

			「早く起きるの。マユキ、さっさとお仕事済ませて寝たい」

			　眠たげに、必死に俺の頬を前足で押している。

			　そうか、このぷにぷには肉球か。

			　小さな手を取り、親指で肉球を押す、なんて心地いい感触なのだろう。

			「ひぃぃっ」

			　すると、子ギツネは尻尾(しつぽ)の毛を逆立てて飛び退(すさ)った。

			「いきなりなにするの？　女の子の肉球をいきなりぷにるなんて、失礼」

			　子ギツネは警戒した目で俺を見る。

			「ごめんごめん、あまりに君の手が気持ちよかったものだから……失礼ついでに尻尾(しつぽ)も、もふらせてくれ」

			　実は、もふもふのキツネ尻尾(しつぽ)にもたいへん興味があった。

			　ぜひ、もふりたい。

			「だめ、ぜったいだめ、キツネの尻尾(しつぽ)をもふっていいのは旦那様だけ。あなたはマユキの旦那様じゃない」

			　なんだと!?　そんなキツネルールがあったなんて初めて知った。

			　その言葉のとおり、子ギツネは部屋の隅まで逃げて限界まで距離をとっていた。

			「そうなんだ、じゃあ無理には触らないから、こっちにきてよ」

			「肉球ぷにらない？」

			「うん」

			「しっぽ、もふらない？」

			「うん」

			「じゃあ、行く」

			　そういうなり、子ギツネは上体を起こした俺の膝の上にちょこんと乗って丸くなる。

			　頭を撫でると子ギツネが目を細めた。キツネって頭の毛までもふもふなのか。

			　ああ、幸せだ。

			「君がいるってことは、異世界召喚は本当だったんだな」

			「うん、本当。もう召喚は終わった。あなたは今から英雄になる」

			　ふと窓の外を見ると、そこは森に囲まれた街道。

			　たしかに召喚されてしまったようだ。

			「そうか、俺が英雄か……」

			「マユキはあなたのサポート役。英雄様だと不便だから名前を教えてほしい」

			「俺の名前か、俺の名前は。霧(きり)野(の)ユウ。ユウって呼んでくれ」

			「ユウ、覚えた。マユキは、マユキ、見てのとおりキツネ。結構強い。いろんなことを知ってる。……でも、女神の眷(けん)属(ぞく)だから地上に出ると弱くなる。普通の冒険者よりちょっと強いぐらいだから、戦力としてはあまり期待しないほうがいい」

			　そう言って、マユキはあくびをした。

			　俺としても、こんな可愛い子ギツネを戦わせたくない。もう、ずっと撫でていたい。

			「これから俺はどうすればいい？」

			「とりあえず、大きな街に行けばいいと思う。大きな街に行けば、ギルドがある。そこで、魔物の討伐の依頼を受けていけばいい」

			　定番か。

			　まあ、無限の魔力を持つ俺なら、あっという間に有名になってガンガン敵を倒せるだろう。

			「あっ、一番大事なことを忘れてた。最初に、職業(クラス)を選ばないといけないの。この世界だと一二歳になったら、適性がある職業(クラス)が頭の中に浮かんで、その中から一つを選ぶの。一度決めたら二度と変更できない。職業(クラス)を決めないとレベルがあがらないから、最初に職業(クラス)を決める。ユウは、無限の魔力があるから、マユキは魔法系の職業(クラス)をとることをおすすめするの」

			「魔法系か、それはそうだな。剣を使った冒険っていうのも憧れるけど」

			「それはおすすめしない。職業(クラス)によって得られるスキルが違う。剣士はいっさい魔法を覚えることができない。完全に宝の持ち腐れ。ユウは、魔力以外の適性はすっごく平凡」

			　マユキは、尻尾(しつぽ)を枕にして、半分眠りながら伝えてくる。

			　尻尾(しつぽ)を触ると怒られるので、尻尾(しつぽ)の付け根の上ぐらいをぽんぽんすると、気持ちいいのか背中を擦りつけてきた。

			「わかった。で、どうやって職業(クラス)を選べばいいんだ？」

			「待って、今から女神様の力を使う。目をつぶって。そしたら、頭に職業(クラス)が浮かぶから」

			　言われたとおりに目をとじる。

			　すると、頭にいくつかの単語が浮かんできた。

			「……俺に適性があるのは、拳士(グラツプラー)に、農夫(フアーマー)」

			「両方とも辞めたほうがいい。魔法使えない」

			「それに、遊び人(ドリーマー)で終わりか。上二つがだめだし、いずれ賢者になれるだろうから、遊び人(ドリーマー)にするかな」

			　脳内でそう願うと、俺の中で何かが変わった気がした。

			　そうか、これが職業(クラス)を得るということか。

			「終わったよ、マユキ」

			　と声をかけるのだが、彼女はいつの間にか起きて、目を見開いてわなわなと震えていた。

			「なにやってるの？　なんで、よりにもよって遊び人(ドリーマー)を選ぶの？」

			「だって、拳士(グラツプラー)も農夫(フアーマー)も魔法を使えないって言うからさ」

			「遊び人(ドリーマー)が魔法を使えるわけがないの。他の二つも魔法を使えないけど、強い職業なだけましだったのに」

			　まあ、それはそうだ。

			　遊び人が魔法を使えたら驚く。

			「まあ、それはそうだけど、いずれ賢者になれるじゃないか。そしたら、そこからが本番ってことで」

			　俺がそう言うと、マユキが首をかしげた。

			「何を言っているかわからない。どうして、遊び人が賢者になれるの？　賢者って魔法を極めたすごい人なの。遊んでいてなれるわけがない」

			　あれ、そう言えば、そうだよね。

			　なんで俺、ナチュラルに遊び人を選べば賢者になれるって思ってたんだろう。

			　ああ、そうだ、あの国民的ＲＰＧのせいだ。

			　えっ、じゃあ俺、今とんでもない選択をした!?

			「やっぱだめ？」

			「だめ」

			「職業の決め直しとかは？」

			「無理」

			　冷や汗が噴き出る。

			　無限の魔力が売りの俺が、魔法を使えないとか、チートの意味がまったくないじゃないか。

			「実は、遊び人ってすごい職業だったりしない？」

			「しない。遊び人の長所は、一部の特殊な装備を除いてすべての武器、防具を装備可能なこと」

			「逆に、装備できない職業とかあるの？　だって、剣とか斧とか槍とか、持って振るうだけでしょ？」

			「使えはするけど、職業適性がない武器だと職業のボーナスがものすごく減るから、レベルをあげたときの強さが激減するし、そもそもレベルがぜんぜんあがらなくなる。でも、遊び人はどんな武器や防具を持っていても職業ボーナスを受けられるし、レベルが上がる。そこは長所」

			「すっごいぞ！　遊び人！」

			　ＲＰＧでも、装備できる武器で困ることがあった。これは大きなアドバンテージだ。

			「短所は、それ以外の長所がないこと。ステータスの補正も素早さと運だけはプラスだけど、かしこさは並で、あとは全部マイナス。とくに魔力なんてガタ落ち。魔力無限のユウなら魔力がガタ落ちはどうでもいいけど、魔法が使えないくせに近接戦に必要なスキルも使えないのは辛い。しかも、覚えられるスキルは、実用性がないネタスキルだけ」

			「それってつまり」

			「英雄になるどころか、普通に生きていくだけでも無理ゲー。戦うための職業(クラス)じゃない。もう冒険者とかはやめて、普通に暮らせっていうレベル」

			　だよねー。

			　だって、遊び人だし。

			「そうしようか。うん、俺はこの世界で普通に生きるぞ！」

			　命あっての物種だ。糞職業(クラス)で魔物と戦うとか、本当に無理。

			　そう言った俺を、マユキはすごく同情的な目で見つめる。

			　子ギツネなのに、おそろしく感情豊かな表情だ。

			「……女神様、ユウの運命を英雄になりやすいように、いろんな戦いに巻き込まれるようにしているから、平凡な暮らしとか無理だと思う。どんどん魔王軍の幹部とか、伝説の魔物とかに絡まれる。というわけで、さようならユウ。マユキは女神様のところに帰る。死にたくない。女神様！　女神様！　無理！　ほんとうに無理！　無理だから帰らせて、マユキ、死んじゃう！」

			　天に向かって、こんこん、と必死に懇(こん)願(がん)する子ギツネ。

			　その様子を見て、自分がどれだけやばいかに気付いてしまった。

			　これ、本当にあかんやつや。

			　しばらくして、マユキがうなだれる。

			「だめ、女神様、マユキを逃がしてくれない。それどころか、ユウから離れられない呪いをかけられた。女神様の鬼！　悪魔！　眷(けん)属(ぞく)虐(ぎやく)待(たい)！　そんなのだから、嫁のもらい手がない！　万年行き遅れ！」

			　マユキは、しばらく女神に罵(ば)声(せい)を浴びせ続けるも、突如雷に撃たれたように全身がしびれて、ぴくぴくと痙(けい)攣(れん)しだした。おそらく女神の罰だろう。

			　絶体絶命なのに、俺はわりと冷静だ。うん、あそこまで取り乱した奴がいると、逆に冷静になるよな。

			「まあ、そのなんだ、きっとなんとかなるよ」

			「……無理、ステータスが平凡以下な遊び人(ドリーマー)が過酷な運命に抗えるはずがない」

			「大丈夫だ。たしかに俺は無限の魔力を使えなくなったが、強い武器がある」

			「それはなに？」

			「Ａｍｏｚｏｎさ！」

			　俺の言葉で完全に子ギツネがレイプ目になった。ネット通販で、異世界で戦えたらおかしいよね。

			　でも、俺は信じてる。

			「ちょっと待ってろ。みんなに相談するから」

			「何をする気？」

			「ネットが繋がるからね、頼りになる日本の連中に知恵を借りよう！」

			　きっと、あれだけ人がいれば、一人ぐらいＡｍｏｚｏｎの力で異世界無双できる方法が思い浮かぶ奴がいるだろう。

		

	
		
			　

			第２話　掲示板と実況動画

			　

			　マユキはどんよりとした目で、尻尾(しつぽ)を揺らしながら外に出た。

			　一言、馬車を近場の街まで走らせると言って。

			　窓の外を見ると、いかにも中世から近代にかけての森を切り開いた街道だった。

			「ちょっ、うえええええええ!?」

			　思わず奇声をあげる。

			　馬車が動いた。それはいい。

			　だが、馬車を引いているのはマユキだった。

			　可愛らしい子ギツネが、二頭立ての立派な馬車を引いているのは限りなくシュールであり、どこからどう見ても動物虐(ぎやく)待(たい)だった。

			　ただ、本人はすごく涼し気な顔で、軽快に歩いていた。

			　たまに、すれ違う人々がぎょっとした顔で振り向いている。

			「いつか金が溜まったら馬を買おう。うん、いつか」

			　あまり精神的によろしくない光景だ。どげんかせんといかんと考えながらＰＣを起動する。

			　ちゃんと電気は繋がっているようだな。

			　あとはネットだが……。

			「すごい、本当に繋がってる。スピードも快適だ。これなら」

			　いつもの掲示板にアクセスし、スレをたてる。

			　

			【助けて】異世界に召喚されたけど、Ａｍｏｚｏｎとネットしかチートがないんだが【やばい】

			　

			1：1◆0UYgwhZXLvwt

			無限の魔力があるから異世界で英雄になってと女神にお願いされて召喚された。

			いざ来てみると、無限の魔力はあるけど魔法適性がなく持ち腐れ

			唯一のチートは、俺の部屋ごと召喚されたからネットが使えてＡｍｏｚｏｎも使えるぐらいだ

			運命的に、なんか強敵がばんばん現れて絡まれるらしくて絶望

			誰か助けて

			　

			2：名無しの無職

			という夢を見ました

			　

			3：名無しの無職

			日本語でおｋ

			　

			4：名無しの無職

			>>3　また、懐かしいネタを

			　

			5：名無しの無職

			そもそもどうしてネットが使えてＡｍｏｚｏｎが使えるのか

			　

			6：1◆0UYgwhZXLvwt

			>>5　女神にライフライン（ネット含む）やＡｍｏｚｏｎがない異世界生活とか無理って言ったら用意してくれた。ちなみに馬車の中身が俺の部屋になってるっぽい

			　

			7：名無しの無職

			>>6　女神様てら優しすｗｗｗ

			　

			8：名無しの無職

			>>6　何その、いたれりつくせり異世界召喚ｗｗ

			　

			9：名無しの無職

			>>6　それが本当ならそこまでやって呼んだ>>1がクズで女神様顔面ナイアガラｗｗｗｗｗｗ

			　

			10：1◆0UYgwhZXLvwt

			いや、まじでやばいんだって。Ａｍｏｚｏｎでどうやって異世界で戦えと言うのか

			　

			11：名無しの無職

			それがマジなら助けてやらないこともない

			異世界だとわかる画像か、動画アップロードしろ

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺は一度、画面から離れることにした。

			　そこまで言うなら、証拠をあげてやろうじゃないか。

			　異世界っぽいものなら、ちょうどいいものがある。

			　外に出る。

			　木々の青々しい匂い、どこか地球とは空気が違うなと感じる。

			「いい案が見つかった？」

			　馬車を引くマユキが足を止めて俺に問いかけてくる。

			「まだだよ。いい案を見つける準備中。マユキはそのまま次の目的地に向かってくれていればいいから」

			　マユキは俺から興味をなくして、とことこと、馬車を引きながら歩く。

			　そう、俺が撮影しているのは子ギツネが馬車を引くシーンだ。地球では絶対にありえない。

			　そんなことをしていると、商人らしき人物が乗った馬車とすれ違った。見るからに日本ではありえない中世風の洋服だったので撮影する。

			　馬車を引いているのがダチョウっぽい謎生物だったこともポイントが高い。これなら、あいつらも満足するだろう。

			　さあ、部屋に戻ろうか。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　部屋に戻った俺はすみやかに動画をアップした。

			　以前小遣い稼ぎにユアチューバーになろうとしたので、そのアカウントがある。

			　どうせなら金を稼ぎたいという、下心。

			　掲示板に戻って書き込みを再開した。

			　

			12：1◆0UYgwhZXLvwt

			戻ってきた。動画をアップした

			https://www.you―ubee.com/watch?v=mofuhoe1353

			　

			俺の馬車の動画、この荷台が今の俺に部屋になってる

			馬車を引いているのは、俺をサポートするために女神から派遣された女の子

			キツネに変身できる美少女だ！

			　

			13：名無しの無職

			>>12　！！！！　可愛い子ギツネちゃんになんて重労働を

			　

			14：名無しの無職

			>>12　ちょっおまぁ

			　

			15：名無しの無職

			>>12　完全に動物虐(ぎやく)待(たい)なんですが……

			　

			16：名無しの無職

			>>12　は鬼。こんな可愛い子ギツネになんて酷い

			　

			17：1◆0UYgwhZXLvwt

			いや、動画見たらわかるだろう!?　普通のキツネじゃないんだって

			ほら、まるで散歩するみたいに軽やかな動きだろ!?

			あと、商人とすれ違ったんだけど、ダチョウっぽい生き物に馬車を引かせてた

			すごいだろ!?

			　

			18：名無しの無職

			よくできたＣＧですね

			　

			19：名無しの無職

			どうでもいいから、その子ギツネもふらせろよ、マジ可愛い

			　

			20：名無しの無職

			おまえら、そんなことより聞き捨てならない情報があったんだが、このキツネ、美少女に変身できるってまじ？

			　

			21：1◆0UYgwhZXLvwt

			まじ、女神様のところで美少女に変身したところを見たし

			　

			22：名無しの無職

			うｐ

			　

			23：名無しの無職

			すみやかにうｐ

			　

			24：名無しの無職

			光の速さでうｐ

			　

			25：1◆0UYgwhZXLvwt

			マユキの変身をみたら、本当にまじめに助けてくれるんだな!!

			　

			26：名無しの無職

			おう、もと自衛隊の俺が助けてやるよ

			　

			27：名無しの無職

			俺だってホームセンターの武器でゾンビ壊滅させたことあるから

			　

			28：名無しの無職

			いいから早くＵＰ

			　

			◆　◆　◆

			　

			「勝手なことばかり言いやがって。どうせなら、実況動画にするか」

			　俺は窓から顔を出す。

			　そして、マユキに声をかける。

			「マユキ、戻ってきてくれないか」

			「うん？　マユキは気持ちよく散歩をしているの。あとにして」

			「お願いだ」

			「あとで」

			　子ギツネのマユキはかなりマイペースな性格らしく、なかなか来てくれない。

			　仕方ない。

			　俺は冷蔵庫に温存していた８Ｐチーズを出す。

			　これは俺の大好物で買いだめしてあるのだ。

			「ほら、マユキ」

			　チーズを投げると、マユキが小さなからだを空におどらせ、ダイビングキャッチした。

			　そして、もぐもぐと咀(そ)嚼(しやく)する。尻尾(しつぽ)をぶんぶんと振って、大変ご満悦のようだ。

			「美味しい。これなに？　こんなの食べたことない」

			「チーズって言うんだ。こっちに来てくれたら、もう一つあげるよ」

			「行く！」

			　そして風のような勢いでこっちに来た。

			　そして、俺の膝にちょこんっと座り……。

			「チーズ！」

			　と無邪気な声で言った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			29：1◆0UYgwhZXLvwt

			https://www.you――tubee.com/watch?v=mofuhoe1353

			ここで実況動画をあげる。俺の膝にのっているのがマユキだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　掲示板から人を誘導したので、実況動画に集中する。

			　すごい勢いでコメントが流れる。

			『ほんとうに子ギツネだ』

			『もふもふきゃわわ』

			『さあ、はやく美少女に変身してくれたまへ』

			　住人たちのテンションがどんどんあがっていく。

			　まあ、変身できるとは思っていないだろうが、可愛い子ギツネを見れただけでも、満足なんだろう。

			「おまえら、今からこの子ギツネが変身するぞ」

			「うん？　マユキはチーズくれるって聞いたから来ただけ」

			『キツネがしゃべったぁぁぁぁぁぁあ』

			『これ、リアルタイム動画だよな』

			『声を誰かあてているんだろう？』

			『可愛い声だな。プロの声優じゃね？』

			「チーズ、はやく。マユキはチーズが食べたい」

			『お兄ちゃんのチーズを食べてもらおうか』

			『僕のチーズはとろっとろだよ』

			　大変気持ち悪いコメントが次々と流れていく。

			　まじかこいつら、今のマユキはただのキツネだぞ。

			「マユキ、変身してくれないか」

			「いやだ、疲れる。この姿が一番らくー」

			　マユキはブンブンと首を振る。

			『かしこいおきつねさんでつね』

			『これで変身できない言い訳がたったな』

			『さすがの俺たちも可愛い子ギツネに無理強いはできねえ』

			　意外に住民たちが優しい。

			　だが、俺ならマユキを変身させられる。

			「そうか、変身してくれたらチーズを二つあげるし、さらに」

			　冷蔵庫に行き、魚肉ソーセージを取り出す。

			「こんなものまでつけてあげるんだが」

			　マユキはキツネ耳をぴんとさせ、鼻をすんすんとさせる。

			『僕の巨大魚肉ソーセージをぺろぺろと』

			『黙れポークピッツ』

			　ネットのみんなは今日も通常運転だ。

			「うん、わかった！　マユキ、変身する！」

			　マユキは目を輝かせ、その場で一回転した。

			　すると、キツネ耳と尻尾(しつぽ)が生えた一三～一四歳くらいのとびっきりの美少女になった。

			　仕立てのいいワンピースが、よく似合ってる。

			　少女の姿になったマユキは、キツネ姿のときと変わらず膝の上に座って俺にもたれる。

			「どうだ、おまえら、いい加減信じたか！」

			『きたぁぁぁぁ、キツネ耳美少女きたぁぁぁぁあ』

			『なに、この超美少女!?　アイドルでもこんな可愛い子いないよ』

			『はやく、パンツを写す作業に入るんだ。間に合わなくても知らんぞ！』

			『お着替え、お着替え、お着替え』

			　動画がコメントで埋め尽くされる。

			　気がつけば一気に人が増えてきた。どうやら、キツネ馬車がネットで話題になっているらしい。

			　まあ、当面の目標は達成したので掲示板に戻る。

			　これで、俺が言っていることが本当だとみんな信じただろう。

			　きっと、Ａｍｏｚｏｎで戦う情報も得られるはずだ。

		

	
		
			　

			第３話　異世界で地球のお金を稼ぐには

			　

			　実況が終わったので、掲示板のほうに戻る。

			「めちゃくちゃ掲示板のレスが進んでるな」

			　どうやら、実況をしている間に、こちらも盛り上がっていたらしい。

			　

			233：1◆0UYgwhZXLvwt

			どうだ、信じてくれたか？　本当に異世界に来ちゃったんだよ

			　

			235：名無しの無職

			信じるのでお父さん

			マユキさんを僕にください

			　

			236：名無しの無職

			マユキちゃんは俺の嫁

			　

			237：名無しの無職

			キツネ尻尾(しつぽ)に鼻をうずめてくんかくんかしたい

			　

			238：1◆0UYgwhZXLvwt

			そんなのはいいから異世界でＡｍｏｚｏｎ無双する方法を早く

			　

			239：ミリオタ無職◆Fl1oLLcgPU

			それについては、すでに俺たちの中で結論が出ている

			そもそも、>>1。おまえはさ、生き物を殺せるか。ナイフで

			　

			240：1◆0UYgwhZXLvwt

			無理。手に感触が残るのはきついな

			　

			241：ミリオタ無職◆Fl1oLLcgPU

			なら遠距離武器が必要だな

			というわけでＡｍｏｚｏｎで買える最強の武器を用意した。まずこれを購入しろ

			ＨＩＲＬＹ ヒルリイ ＤＸ１７０ ガス式　ネイルガン【並行輸入品】

			いわゆるネイルガンって奴だ。このモデルなら片手で持てるし軽い

			それでいて、３ミリの太径釘で鉄板すらぶち抜く貫通力だ。射程は２メートルちょいだが、連射もできる

			普通は押し当てないと釘が出ない安全装置付きだが、ちょっといじれば飛ばせるようになる

			参考ＵＲＬはあとで貼っとくぜ

			　

			242：1◆0UYgwhZXLvwt

			釘打ち機か…それならエアガンのほうが

			　

			243：ミリオタ無職◆Fl1oLLcgPU

			エアガンとかなめてんの？　あんなの規制入って１Ｊ以下にパワーが抑えられているんだぜ

			それに比べて、ＨＩＲＬＹ ヒルリイ ＤＸ１７０のパワーは、なんと１００Ｊ。百倍だよ百倍

			どれくらいやべえかっていうと、単純な威力なら小口径の拳銃弾.22ショートを上回る

			これ、人間の頭(ず)蓋(がい)骨(こつ)とか軽く穴あけるから取り扱いに注意な

			それが連射し放題、片手で持てる。こんなもん買えるＡｍｏｚｏｎが怖えよ

			　

			244：1◆0UYgwhZXLvwt

			拳銃並の威力で、連射が効く。ごくりっ。それがあれば俺でも戦えそうだ

			　

			245：ミリオタ無職◆Fl1oLLcgPU

			それがメインウエポンだ。ガス式だからガス切れには注意な。念のためサブウェポンでナイフも持っとけ

			オルタリア 18 ミリタリーマチェット

			こいつはすげえぜ。カーボン素材でできてる。まず錆(さ)びないし欠けない。手入れが楽だ

			最新素材だから丈夫で切れ味も抜群、戦闘以外にも邪魔な枝を払いのけたりもできて便利だ。実績もあるぞ。アメリカ陸軍の御用達だ。これ以上信頼できる言葉があるか？

			　

			246：1◆0UYgwhZXLvwt

			やばい、黒い刀身かっこいい。それにでかいな。もうこれナイフじゃなくて鉈(なた)だな

			　

			247：ミリオタ無職◆Fl1oLLcgPU

			見た目の割にカーボンで軽いから安心しろ。６００グラム程度だよ

			もし、中世にこんなもんがあったら魔剣って言われてただろうな

			あとは防刃チョッキだ

			ここに来るような連中に体力があるとは思えない。でもこいつなら軽くて防御力が高い

			特殊繊維で刃が通らねえし、衝撃吸収能力も高い。科学が産んだ最高の鎧(よろい)だぜ

			【DEEPSIGHT】高密度ポリエチレンファイバー防刃ベスト 防刃チョッキ＆防刃手袋セット

			このメーカーも軍に卸しているメーカーだから信用できるぜ

			　

			248：1◆0UYgwhZXLvwt

			ありがとう、全部買ってみるよ！

			　

			◆　◆　◆

			　

			「すごい装備ばかりだ。俺さ、なんかいける気がしてきた」

			「……なんか、ユウ、怖い顔してるの」

			　マユキがささっと距離をとる。

			　そんななか、俺はさっそくＡｍｏｚｏｎで商品をポチる。

			　釘打機(ネイルガン)に、鉈(なた)、それから防刃チョッキ。

			　女神の言うとおり、買ったその場で商品がやってきた。

			　やばい、テンションが上がる。

			　その場ですべてを身につける。

			　右手には釘打機(ネイルガン)、左手には鉈(なた)、そして防刃チョッキをきっちりと着込んだ。

			　軽くポーズを取る、なんか行ける気がする。

			「せっかくだから、この勇姿をみんなに見せてくるよ」

			「それ、やめたほうがいい。絶対後悔する」

			　そんな言葉をガン無視して、掲示板で実況を開始する旨を書き込んだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			263：1◆0UYgwhZXLvwt

			さっそく着てみた。女神様が異世界にいる間は買ったその場で商品が届く

			超プレミアム会員って言ってたけど、本当みたいだ。すぐに商品が届いたよ！

			俺の勇姿を見てくれ、いつものチャンネルで実況してる！

			　

			◆　◆　◆

			　

			　実況を開始する。

			　画面にはキメ顔の俺と美少女姿のマユキがいた。
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			「みんな見てくれ。さっき掲示板で教えてもらったアイテムを装備してみた」

			『うわぁ、ドン引きですわ』

			『完全にテロリスト』

			『おまわりさんこちらです』

			『なんか、リアルに殺意が溢れすぎて逆に怖い』

			『だよな、ファンタジー感ゼロでワロス』

			　あれ、おかしい。もっと称賛コメントが溢れると思ったのに。

			「見てくれ、これならどんな魔物にも勝てそうじゃないか？」

			『まあ、ゴブリン程度なら』

			『オークなら無理ゲーなレベル』

			『そんなに散財して大丈夫？　Ａｍｏｚｏｎで商品を買える設定だけど、地球の金って補充する術がないから使い切ったら終わりじゃね？』

			『ちょっ、おま、唯一のチートが終了寸前ｗｗｗｗ』

			　そのコメントを見て顔が真っ青になる。

			　たしかに、こっちで金を稼げても地球の金がなければ、いずれＡｍｏｚｏｎで買い物ができなくなる。

			「なあ、マユキ。こっちで稼いだお金を、Ａｍｏｚｏｎの支払いに使ったり、俺の口座に送ったりするチートってある？」

			　おそるおそる問いかける。

			　すると、マユキが首をぶんぶんと振った。

			「そんなものはないの」

			『そんなｗｗものはないのｗｗｗ』

			『>>1終了のお知らせｗｗｗ』

			『限られた資金を釘打ち機に使う>>1ｗｗｗｗｗ』

			『英雄がこれとか、異世界終わったｗｗ』

			『女神様、こいつだめです！　はやく代わりに俺を連れて行って!!』

			　コメントが一気に盛り上がる。

			　やばい、どうしよう。やっと戦えると思ったのに。

			　Ａｍｏｚｏｎなしで、遊び人(ドリーマー)な俺は戦えない。

			　なにか、なにか方法はないか……。

			　あるじゃないか。

			「俺はユアチューバーになって稼ぎまくる。ユアチューバーで稼いだ金で、Ａｍｏｚｏｎで買い物して無双する」

			　ユアチューバーとは、動画をアップして再生数に応じて広告費をもらう連中の総称だ。それで食っている奴らがいる。

			　昔は挫折したが、リアル異世界ならガンガン再生数を稼げるはずだ。

			　そうだ、それしかない。この方法なら現実世界の口座に金が振り込まれる。

			　異世界実況、確実に客がたくさん来る!!

			「マユキは応援してる。とりえあえず、戦えそうになって嬉しい」

			『異世界に来てユアチューバーｗｗｗ』

			『あかん、この人、好きになっちゃう。一周回って面白い』

			『いや、けどこのクオリティなら再生数上がると思うよ』

			　コメント欄は、まさに賛否両論なようだ。

			　なら、ここで一つ仕掛けをしよう。

			「マユキ、このあたりに魔物はいるか？」

			「うん、いる。女神様が、弱い魔物がいるところに飛ばしてくれた」

			「敵を倒せばレベルが上がるんだよな」

			「そう、敵を倒して経験値をもらってレベルがあがれば強くなる」

			「なら簡単だ。俺はこれから、この装備で魔物を狩る。その姿を実況中継する。昼飯を食ったらモンスター討伐実況だ！　二時間後に始めるから拡散頼む！」

			『>>1無茶しやがって』

			『キツネ耳美少女のおかげで異世界ってすでに信じかけているけど、魔物討伐とかやったら本気で信じちゃうかもしれない』

			『釘打ち機片手に魔物に挑む>>1。ごくり』

			『おまえが死んだら、俺がマユキちゃんを守ってやるから、安心して逝ってこい』

			　そうして、俺はＡｍｏｚｏｎで使える資金を確保するため、そしてＡｍｏｚｏｎで購入した武器が使えるか試すため、なによりも強くなるために、魔物討伐実況をすることになった。

		

	
		
			　

			第４話　魔物討伐実況

			　

			「さて、あったあった。実況用カメラ」

			　俺は、ヘルメット一体型カメラを棚の中から取り出す。

			　一度本気でユアチューバーになろうとしたときに買ったものだ。

			　これをつけると両手を自由にしたまま実況ができるし、音も拾える。

			　強力な手ブレ補正機能もついている逸品だ。まあ、すぐにタンスの肥やしになったけどな。

			「教えてくれ、魔物は街道から外れた森の中にいるんだよな」

			　馬車の外に出てマユキに魔物についてのレクチャーを受ける。

			「そう。街道は定期的にお祈りをしながら、聖者(クレリツク)たちが行進するから魔除けの効果がある。それを嫌って魔物は近づかない。でも、一歩街道から外れるといつ魔物に出会ってもおかしくない。このあたりにいるのはゴブリンとコボルド」

			　ごくりっ、生唾を飲んで、釘打機(ネイルガン)を持つ手に力が入った。大丈夫、俺はやれる。

			　なんせ、剣と魔法の世界で銃に匹敵する強い武器を持っているんだ。負けるはずがない。

			「マユキはいざっていうときは戦えるのか？」

			「戦えはするけど、それは最後の手段。マユキはユウの使い魔。マユキのレベルはユウと一緒。そして、マユキが敵を倒せばマユキに経験値が入ってしまう。だから、経験値が無駄になる。ユウが倒すほうが好ましい」

			「それは面倒だな」

			　最悪、ゲームみたいにパワーレベリングができるなら、マユキにひっぱってもらおうと思ったが、そうは問屋がおろさないみたいだ。

			　森の中に入る。何かに見られているような気配、いやな緊張感が背筋に走る。

			　そろそろ始めるか。スマホとカメラを操作して、実況をオンにした。

			「みんな、聞こえているか。今から魔物討伐実況を始めるぜ」

			　スマホを見ると、今まで見たことがないような人数が視聴を開始していた。

			　ネットで俺のことはかなり噂になっているようだ。

			「もう、逃げられないな」

			　実況をすることにした、陰の理由。

			　それは、俺自身が逃げないようにするためだ。

			　正直、怖い。

			　魔物と戦う自分なんて想像できない。

			　だけど、これだけ大勢が見ている前から逃げるなんて、もっとできない。

			　奥歯を噛みしめる。

			「マユキ、スマホを渡す。適当にオモシロそうなコメントがあれば読み上げてくれ」

			「わかった。ユウ、死なないで」

			「ああ、死ぬか。死んでたまるか」

			　そうして、俺は森の中を進んでいく。

			　歩いているなか、後ろから次々とマユキのコメントを読み上げる声が響く。

			『この森に生い茂ってる広葉樹、たぶん新種だ。少なくとも日本では見たことがない』

			『バードウォッチマニアの俺だけど、何気なく飛んでいる鳥、こっちも新種』

			『たとえ異世界じゃなくても、この場が未開の地であることは間違いないな』

			　面白いな、かなり知識のある人間が実況を見ている。

			　そう言えば、まだ釘打機(ネイルガン)の試射をしていないことを思い出した。

			「釘打機(ネイルガン)、ちゃんと動くかな？」

			　適当に近場にある大樹に釘打機を向けて、トリガーを引く。

			　パシュっと高圧ガス特有の音がして、俺が知っている釘よりも遥かに太い、どう見ても凶器としか思えない凶悪な釘が吐き出され、深々と突き刺さった。

			　生唾を飲む。たしかに、こんなものを生き物がくらったらひとたまりもない。

			　人間の頭(ず)蓋(がい)骨(こつ)すら貫くというのも納得だ。

			　次はトリガーを押しっぱなしにする。

			　ガッガッガッと軽快な音を鳴らしながら、次々と釘が吐き出される。

			　想像以上の連射。まるでマシンガンだ。

			　いける、これなら戦える。

			　次に試すのは、大型ナイフ、ミリタリーマチェットだ。

			　黒い刀身の長い鉈(なた)。見た目に反して信じられないほど軽い。

			　それを振りかぶり、細い枝めがけて振り下ろす。

			　スパっと切れた。

			　さすが、最新技術で作られたカーボン素材。なんて切れ味、素晴らしい形状。そして６００グラム弱という軽さ。これはアメリカ陸軍御用達というのも納得できる。

			　こっちも、紛れもない凶器。

			　たぶん、ドラクエの鋼の剣なんて比べ物にならない魔剣だろう。

			『突然>>1が暴れはじめた件』

			『>>1ご乱心』

			『怖えええ、釘打機とか鉈(なた)とかネタかと思ったけど、まじで人ぐらいなら簡単に殺しそう』

			『>>1の動きを見ておくんだ。ゾンビが街にあふれたときは、ホームセンターに逃げ込んで>>1の戦いをｒｙ』

			　俺の装備の強さは客観的に見てもすごいらしい。

			　開けた場所に出た。

			　すると、緑色の子鬼がいた。

			　目を凝らすと、不思議と脳内に相手の情報が浮かぶ。

			　どうやら、この世界では鑑定能力みたいなものがあるらしい。

			【ゴブリン：レベル１】

			　見たとおりのゴブリン。

			「ついに敵を見つけた。相手はゴブリンだ。こっちには気付いてない」

			　ゴブリンは、何かを夢中になって食べている。

			　野犬の死(し)骸(がい)だった。

			『リアルモンスターキター』

			『ちょっ、雑魚(ざこ)モンスターのくせに怖いんだけど』

			『>>1の言葉が本当ならゴブリンさんか。初心者にはちょうどいいな』

			『>>1死亡確定』

			　心臓が激しく鼓動する。

			　逃げたい、怖い。でも、倒したい。

			　あれを倒せば何かが変わる気がする。

			　俺は、この世界で成り上がらないといけないんだ。これはその第一歩だ。

			　雑魚(ざこ)モンスターぐらい倒せなくてなんだ。

			　木々に隠れながら忍び足で近づく。

			　真正面から戦うつもりなんてない。できれば気付かれないうちに背後から、釘打機(ネイルガン)で蜂の巣にしてやる。

			　ボキッ、あたりに乾いた音が響く。

			　俺は小枝を踏み抜いていた。

			「ギャッ!?」

			　ゴブリンがこっちを見る。

			　身長は一メートルほどと小さく、体格も子供のよう。

			　なのに、目は獣のようにらんらんと輝き、大きな口からは鋭い牙がのぞき、よだれが糸を引いていた。その表情は、実に凶悪。

			「ギュアアアアア!!」

			　ゴブリンがこちらに向かって走ってくる。

			　手には、木のこん棒。

			　距離は五メートルほど。

			「うわぁああ、来るな、来るなぁぁぁあ」

			　俺は釘打機(ネイルガン)のトリガーを引く。

			　釘打機から吐き出された釘は、目標をそれ、あらぬ方向に飛ぶ。

			　そうか！　釘は空気抵抗を受けてまっすぐ飛ばないんだ。

			　こんな遠くじゃ、あてられない。

			　掲示板でミリオタ無職が言っていたじゃないか。射程は二メートルだって。

			「ひぃぃ、来るなぁ、来るな、来るなぁ」

			　頭でわかっているのに、トリガーを引く指が止まらない。

			　どんどんゴブリンが近づいてくる。

			　人生で初めて感じる殺意。

			　気がついたら、尻もちをついていた。

			　カチカチカチ、どくんどくんどくん。

			　トリガーの音と鼓動が、やけに大きく響く。

			　ゴブリンとの距離が二メートル。

			　もう、すぐそこだ。

			「ギュア、ギャア」

			　奴が笑った気がした。

			　臆(おく)病(びよう)な俺を笑ったんだ。

			　ふざけるな。

			　俺は、強い武器を持っている。俺がここで負けるわけがないんだ。

			　トリガーを弾く指が止まった。

			　適当じゃだめなんだ。

			　きちんと狙え、もう当たる距離のはずだ。

			　狙うのは、あいつの腹。多少狙いがぶれようが、当たる。

			「うわぁぁぁぁぁぁ！」

			　目を見開いて、しっかりと狙いトリガーを引き絞る。

			　涙が流れていた。それでも、ちゃんと狙いを絞った。だから、当たるはず。

			　すると、吐き出された釘が、ゴブリンの腹に吸い込まれていった。

			「ギュッ!?」

			　ゴブリンがよろめく、釘を受けた場所がまるでポリゴンのように青い粒子を放ち、歪(ゆが)む。

			　ゴブリンの頭上にＨＰバーが表示され、急激に減っていく。

			　たった一発の釘打機(ネイルガン)で、九割近く削った。

			　まるで、ゲームだ。

			「当たる、当たる、当たるんだ！」

			　急に怖さが薄れた。

			　そして、もう一度トリガーを引く。

			　放たれた釘は、再びゴブリンの腹に吸い込まれ、そのままゴブリンは青い粒子になって消えていった。

			　その瞬間、暖かな何かが俺の中に溢れる。

			　そうか、これが経験値を得るという感覚か。

			　感覚でわかる。あと一回同じように経験値が入れば、レベルが上がる。

			「はは、やった、俺は、俺は勝ったぞ！」

			　叫ぶ、腹の底から。

			　笑ってみせる。

			　すると、マユキが再びコメントを読み上げ始めた。

			『殉(じゆん)職(しよく)されたゴブリン軍(ぐん)曹(そう)に敬礼!!』

			『この世界はゲームみたいだな』

			『倒すと光になるんだな。グロにならなくて良かった』

			『これ最新ゲームじゃね？』

			『さすがにこのクオリティのＣＧは今の技術じゃ無理』

			『本当にゲームなら>>1の演技力がヤバすぎる件』

			『>>1の目は死を覚悟した仔ウサギ』

			『だよなー、完全におもらししてるレベル』

			『まあ、何はともあれ勝利おめでとう！』

			　俺は顔を赤らめる。

			　もっと余裕で勝つつもりだったのに、かなり苦戦してしまった。

			　だけど、ちゃんと勝ったんだ。

			「マユキ、ゴブリンが消えた場所に綺麗な宝石とこん棒が落ちているんだけど」

			「宝石じゃない、これは魔石。いろいろと用途があって、街に行けば売れるから拾っておくことを勧める。こん棒は運が良かった。ドロップアイテム。たまに魔物は倒されたとき、自分の武器や素材を残す」

			「本当にゲームみたいだな」

			「むしろ、ゲームのほうがこの世界を模してるの……ううん、なんでもない」

			　俺はいそいそと魔石を拾い、こん棒を確認する。

			　こん棒を注視すると、情報が出てきた。

			　

			アイテム名：ゴブリンのこんぼう

			武器種別：槌

			重量：２キロ

			攻撃力：＋７

			耐久値：34

			　

			　まあ、こんなものだろう。

			　たぶん、レベル１の冒険者の装備はこれぐらいだな。

			　もしかして、Ａｍｏｚｏｎで買った俺の武器も見れるのか？

			　試しに鉈(なた)を見てみる。

			　

			アイテム名：オルタリア 18　ミリタリーマチェット

			武器種別：剣

			重量：５９０グラム

			攻撃力：＋98

			耐久値：１２５０

			　

			　すげええ、地球の技術すげえぇぇええええ。

			　超軽量で、アホみたいな攻撃力で耐久値がこん棒の三〇倍以上。

			　さすが、最新カーボン素材。

			　伝説の魔剣クラスじゃねえか。

			　なら、釘打機のほうはどうかな。

			　

			アイテム名：ＨＩＲＬＹ ヒルリイ ＤＸ１７０ ガス式　ネイルガン

			武器種別：弓

			重量：３・８キロ

			攻撃力：＋２９４

			耐久値：４８３

			　

			「はあああ、何だこの頭のおかしい攻撃力！」

			「すごい、マユキ驚いた。攻撃力のマイナス補正が大きい遊び人(ドリーマー)のレベル１でゴブリン相手にファンブルしたのに一撃でほぼ致命傷なんておかしいと思った」

			「ファンブルって？」

			「一定確率で起きるカス当たり、ダメージ判定が五分の一になる」

			「ってことは、もし普通にあたってれば」

			「一発で仕留められていた」

			「ふはは、ふははは、やれる、やれるぞ、マユキ！」

			　もう、完全に吹っ切れた。

			　ゴブリンが一撃で仕留められる。

			　つまり、ゴブリンは狩り放題ってことだ。

			「いくぞ、マユキ、次々にゴブリンを狩ってパワーレベリングだ」

			「うん、ユウが強くなるのはマユキも嬉しい。マユキは戦えないけどサポートはできる。キツネの耳と鼻はいい。ゴブリンを見つける手伝いをする」

			「任せた、さあ、どんどん魔物を狩りにいくぞ！」

			　そうして、俺とマユキは意(い)気(き)揚(よう)々(よう)と森の探索を始めた。

			『調子に乗るなよ>>1』

			『これはいい死亡フラグですね』

			『慢心した新兵に明日はない』

			『>>1が事故死するのに三百万ジンバブエドル』

			　完全に天(てん)狗(ぐ)になっていたが、マユキが読み上げたひどいコメントでなんとか平常心を取り戻した。

			　さあ、落ち着いてどんどん狩ってレベルを上げていこう。

		

	
		
			　

			第５話　パワーレベリング

			　

			「よっしゃ、八匹目!!」

			　あれから俺の狩りは順調そのものだった。

			　なにせ、ゴブリンは単独行動が好きらしく一匹で行動している。

			　しかも遠距離攻撃がなく、こん棒で殴りかかってくるだけ。

			　俺はまっすぐ突っ込んでくるゴブリンをただ釘打機(ネイルガン)で撃てばいい。

			　八匹目のゴブリンの討伐で、レベル３にまであがっていた。

			「これがレベルの力か、身体が軽い！」

			　全体的にステータスがあがって動きが鋭くなり、攻撃力もあがった。

			　今思えば、ありとあらゆる武器を使うことができる俺にとって、全装備に適性がある遊び人(ドリーマー)は天職かもしれない。

			　釘打機(ネイルガン)でも、ミリタリーマチェットでもレベルの補正がかかる。これから購入する新たな武器でもだ！

			　この世界では適性がない装備をしている状態だとレベルの恩恵が受けられないし、経験値が取得できない。

			　だから多種多様な武器を使う俺にとって、遊び人はぴったりなのだ。低ステータスは武器性能で補える。

			『>>1さんがまさかの絶好調』

			『なんか、>>1の動きがどんどん速くなってね』

			『これがレベルの力』

			『俺もレベルあげて強くなりたいです……』

			『>>1に調子乗ってるって言った奴は土下座な』

			『まだその決断ははやい……だけど、>>1くんちょっとかっこいいかも（ぽっ）』

			　さすがに住民たちもケチが付けられないようだ。素直に称賛している。

			　そろそろ日が暮れて来たし、次でラストにしよう。

			「あと、一匹。行けるか、マユキ？」

			「ばっちこーい」

			　マユキが、ぐっと親指を立てる。

			　この効率のいい狩りは彼女の助力が大きい。

			　音と匂いで素早く敵を見つけて常に先制攻撃ができるし、不意打ちを警戒しなくてすむ。

			　もし俺一人なら、ろくにゴブリンを見つけられなかったし、不意打ちに怯えて効率がガタ落ちしていただろう。

			　また、ちょうどいいゴブリンをマユキが見つけた。

			「へい、ゴブちゃん、俺が討伐してやるよ！」

			　もう、余裕なので堂々と声をあげる。

			　ゴブリンは、怒り狂って突っ込んでくる。

			　俺は、もうゴブリン慣れしたので恐れはしない。

			　十分に引き寄せて、冷静に狙いを定めて、一発で……。

			「あれ？」

			　釘が出なかった。

			　カチカチっとトリガーを押す音だけがむなしく響く。

			　よく見ると、釘を供給するドラムのところが空。

			　弾切れ。

			　そう言えば、一匹目を倒したときに、やたらと無駄撃ちしたような。

			「ギュギャアア！」

			　そんなことを考えていると、もう目の前にゴブリンがいた。

			　こん棒で俺を殴りつけてくる。

			「うわぁぁぁぁ、痛ってえ」

			　衝撃が身体を駆け抜け、よろめく。そして攻撃を受けた箇所から青い粒子が出る。

			　自分のＨＰバーが頭に浮かぶ、減ったのは一割にも満たない程度。

			　紙切れのような遊び人(ドリーマー)の防御力で、この程度しか減らなかったのは、防刃チョッキのおかげだ。最先端技術で作られた防具は、信じられない性能で俺を守ってくれている。

			　それでも、痛い。ＨＰが減るだけで怪我はしないが、痛みと死の恐怖が俺を襲う。

			「ギュア、ギュア、ギャウアア！」

			　頭をかばって丸くなる俺を、ゴブリンはぼこぼこに殴る。

			「ひいいぃぃ、ひぃぃぃ」

			　低い姿勢のまま、俺はゴブリンに背を向けて走りだす。

			　全力で逃げる。そんな俺をゴブリンが追いかけてくる。

			　遊び人(ドリーマー)は、攻撃力、防御力、ＨＰといった能力は低いが、素早さと運だけは高い。

			　なんとか距離がとれた。麻(ま)痺(ひ)していた恐怖が再び蘇(よみがえ)る。

			『少しうまくいったと思ったらこれだよ』

			『>>1は慢心王』

			『また懐かしいネタを。この実力でMANSINできる>>1はすごい』

			『やだ、この子、カッコ悪い』

			　そんな俺を見ながらマユキが、次々とコメントを読み上げていく。

			　知るか、俺だって好きで逃げてるわけじゃ……。

			　逃げながら、少し冷静になる。

			　所(しよ)詮(せん)奴の攻撃は一発で俺のＨＰを一割しか減らせない。防刃チョッキ様のおかげだ。

			　なら、近接戦でも勝てる。俺の黒の魔剣、ミリタリーマチェットの攻撃力なら！

			『>>1さんが無(む)謀(ぼう)にもゴブリン軍(ぐん)曹(そう)に突っ込んでいく件』

			『あっ、>>1死ぬ気だ』

			『無理よ！　タカフミ！　ヘタレニートのあなたに近接戦なんて!!』

			『誰だよタカフミってｗ』

			『いや、むしろやれ』

			『>>1無理しやがって』

			「ふっざけんな、俺はやるぞ！」

			　無理でもなんでもない。唸れ、俺の黒の魔剣。

			　ベルトにぶら下げていた鞘(さや)から、ミリタリーマチェットを引き抜く。それはナイフというより、もはや鉈(なた)だ。

			　黒の刀身が怪しく光る。

		

	
		
			[image: p063.jpg]
		

	
		
			「ギュア!!」

			　向かってくる俺にゴブリンは口を大きく開いて唸る。

			「死にさらせえええ、くされゴブリン!!」

			　もし、一匹目のゴブリンが相手ならたとえ勝てるとわかっていても斬りかかるなんてできなかっただろう。

			　だが、こいつは九匹目。

			　もう、恐れはない。勝算があると頭でわかれば挑める。

			　俺の中でゴブリンは雑魚(ざこ)だと擦り付けられた。

			　負けるワケがないんだ。

			　へっぴり腰のまま俺はミリタリーマチェットを振るい、ゴブリンを袈裟斬りにする。

			　すると、急激に奴のＨＰが削られる。

			　一発で五割もっていけた。やれる、やれるぞ！　口元に笑みが浮かぶ。

			　ゴブリンはあまりのダメージに強制的な長いノックバックに入った。

			　なら、追撃だ。二撃目を素早く振るう！　ずっと俺のターン!!

			　二発目で青い粒子になり、ゴブリンが倒れる。

			「なんだ、楽勝じゃないか」

			　その場でへたり込む。

			　手に嫌な感触が残る。

			　さっきまでは釘打機(ネイルガン)のおかげで、なんの感触もなかったが、こうしてミリタリーマチェットで斬り付けるとしっかりと、伝わってくるのだ。

			　否応なしに命を奪うという感覚が。

			　鳥肌がたつ。でも、我慢できる。これからは、もうためらわない。

			　だが、そんなことより……。

			「初日で、ゴブリン九匹。やれる、俺はやれるんだ。あは、あはははは」

			　自信ができた。

			　Ａｍｏｚｏｎ装備があれば戦える。

			「すごいの」

			　マユキが尊敬の目で見ている。

			　少し誇らしい気持ちになる。

			「すごいの、ユウの装備」

			　次の一言ですべてが台無しになった。

			『キツネっ子辛(しん)辣(らつ)ｗｗ』

			『かっ、勘違いしないでよね。あなたが強いんじゃないんだから、武器がすごいんだから』

			『マユキちゃん「装備の性能の差が戦力の決定的な差です」』

			『まあ、>>1もがんばったよ。うん』

			『もう、今日は休め』

			　たしかに、もう限界だ。

			　今日は本当にこれぐらいにしておこう。

			「というわけで、第一回魔物討伐実況は終わりだ。また放送するからな！」

			『ういー、楽しみにしてる』

			『もうMANSINするなよ慢心王』

			『そういえば、こいつ、その気になれば〝無(む)窮(きゆう)の剣製〟できんじゃね』

			『それちょっと見てみたいかも』

			『おつ』

			　大成功のまま、第一回魔物討伐実況は終わった。

			　再生数を見て、にやりとする。結構稼げるな。今後も実況を続けよう。

			　Ａｍｏｚｏｎで買い物をするための資金を確保するために！

			　今のところこれ以外に外貨を稼ぐ手段がない。なんとしても人気番組にしないといけない。

			　きっと、今日の狩りは各所で話題になって次の放送はもっと人があつまるだろうし、あとから今日の動画だって何度も再生される。

			　再生数が増えるほど広告料が増える仕組みだ。それはつまり俺の収入が増える、ということ。

			　そうなれば、もっといろんなものが買える！

			　しばらく休んでから俺はマユキと共に馬車に戻った。

		

	
		
			　

			第６話　ゾンビ映画で大活躍するアレ

			　

			　狩りを終えたあと、馬車に戻ってきた俺はシャワーを浴びた。

			　疲れた身体にシャワーの温かさが染み渡る。

			　そして、一気に疲れが襲ってきた。

			　激しい興奮で、一時的に疲れるという感覚が麻(ま)痺(ひ)していたようだ。

			　シャワーを浴びたことで、疲れを認識できるだけの余裕ができた。

			「マユキ、ご飯は適当でいいか？」

			「マユキはなんでもいいの。食べ物なら」

			「キツネって辛いものや、香辛料とか大丈夫だっけ？」

			「大丈夫、マユキは女神の眷(けん)属(ぞく)。人間に食べられてマユキに食べられないものはない。ホタテでもばっちこい」

			　なら、安心だ。

			　ニートの間にかなり調理スキルをあげた俺だが、さすがにこの疲れ具合でこった料理をする余裕はない。

			　限界まで手抜きをさせてもらおう。

			　ヤマダのご飯とレトルトカレーをレンジで温め皿に盛り付ける。

			　レトルトカレーは、グルコ ビーフカレーＲＥＥ 辛さ×10倍。

			　これはニートの間に、レトルトカレーを全種制覇した俺が選ぶ、世界最高のレトルトカレーだ。

			　辛めのカレーだが圧倒的なコク。野菜の甘味をしっかりと出している点も、高く評価している。ガツンとくる辛さの奥から旨味が溢れ出る。レトルトカレーの王だ。

			　そこに買いだめしておいた温泉卵を落とす。

			　たった六〇円の温泉卵。だが、これがあるのとないのでは満足感がぜんぜん違う。

			　飲み物は牛乳だ。カレーには牛乳。これが俺のジャスティス。

			「できたよ、マユキ」

			「うわぁ、美味しそう。マユキ、初めてこの世界に来て良かったと思えた」

			　キツネ尻尾(しつぽ)を振ってマユキが答える。

			「前から思ってたけど、毒舌だよな!?」

			　そんな俺の叫びにも、マユキはそしらぬ顔だ。

			「そういえば、さっきから人の姿のままだけど、キツネに戻らなくていいのか？」

			　子ギツネ姿は最高に可愛いが、天(てん)真(しん)爛(らん)漫(まん)な十三歳ぐらいのキツネ耳美少女の姿もすごく可愛い。マユキは一粒で二度美味しい。

			「うん、こっちの姿のほうが戦闘力が高いから、戦うなら人の姿になるし、こっちの姿のほうが食べ物も美味しいし綺麗に食べられる。戦うとき、食べるときはこっち」

			　そう言いながら、カレーのほうに目が釘付けで、キツネ耳がぴくぴくと動いている。

			　これ以上お預けさせたら、可哀想だろう。

			「じゃあ、食べようか。頂きます」

			「頂きます！」

			　そして、夕食が始まった。

			　うん、やっぱりＲＥＥはいい。ぶっちゃけＲＥＥよりうまいカレー専門店なんてほとんどないレベルだ。

			　汗が噴き出る。心地良い熱さ。

			　疲れて飯なんて入らないと思ったけど、この香りと辛さで強制的に食欲が掻き立てられる。

			「はふぅ、辛、美味しいの。ユウ、おかわり！」

			「はいはい、すぐ作るよ」

			　マユキも気に入ってくれたようで、量が足りないようだ。

			　俺は苦笑しながら棚からお代わりの米とカレーを取り出してレンジでチンする。

			　そうして、楽しい夕食はすぎていく。

			「キツネ、大満足」

			　某ペットフードのキャッチコピーみたいなことを言ってマユキがキツネの姿に戻り、丸くなる。

			　お腹いっぱいになったら眠くなったようだ。

			　あぐらを組んで手招きすると、とてとてと子ギツネらしい仕草でこっちに歩いてきて俺の膝の上にのった。尻尾(しつぽ)を枕にしてすやすやと寝始める。

			　やっぱり、子ギツネ姿もいいなぁ。

			　マユキの毛はさらさらでもふもふで、撫でているだけでこの上ない快感だ。

			　今日の疲れが癒えていく。

			「マユキ、今は大きな街に向かっているんだよね」

			「そう、大きな街に行けばギルドに登録できるし、魔石も売れて路銀が手に入る」

			　目を閉じたままマユキが答えてくれる。

			　それを聞いて一つの問題が頭に浮かんだ。

			「そっか、早めにこっちのお金が欲しいな」

			「どうして？」

			「地球のお金で食料とかは買えるけど、地球のお金は入手法が限られる。動画の再生数にともなって広告料をもらって補充するしかないんだけど、まだ、すずめの涙だしな」

			　そう、ユアチューバーで稼げるのはほんの一握りだけ。

			　これからどれだけ話題になってファンを増やせるか。

			　最高の素材と話題性があるので、いいところまでいくとは思うが、まだ未確定。

			　今日の一回だけならたかが知れているし、振り込みだって時間差がある。

			「だからね、できれば食べ物とか、こっちで買えるものは、こっちのお金で済ませたい。Ａｍｏｚｏｎでしか買えない武器にお金を回したいな」

			　釘打機(ネイルガン)と鉈、防刃チョッキですでに十万円近く使った。

			　残りは四〇万円程度。少々心もとない。

			　考えられる最悪のケースは残高不足で、クレジット引き落としがＮＧになり、取引が止まること。そうなれば、今後一切Ａｍｏｚｏｎでの買い物ができなくなるだろう。コンビニ振り込みとか、こっちじゃできないし。

			「それなら、いい考えがある」

			　マユキの喉を撫でると、彼女は気持ちよさそうに喉を鳴らした。

			「教えてもらえるかな」

			「この先に、大規模な木こりの集落がある。今、需要が増えて人手不足だから、ちょっとバイトをするのがいいかも。この世界では、特別割がいいバイト」

			「まあ、考えとくよ」

			　一応、ネット民にも意見を聞いてみよう。

			　マユキを膝に寝かせたまま、俺はＰＣを立ち上げた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			551：1◆0UYgwhZXLvwt

			戻ってきた。俺の華麗なモンスター討伐は見てくれたか？

			　

			552：ミリオタ無職◆Fl1oLLcgPU

			慢心王が帰ってきた

			　

			553：名無しの無職

			見ていてひやひやした件

			　

			554：名無しの無職

			おまえのような男にマユキちゃんは預けられぬ！

			俺が引き取って幸せにする！

			　

			555：名無しの無職

			いや、むしろ俺に

			　

			561◆0UYgwhZXLvwt

			マユキは渡さん！

			それはそうと、路銀を稼がないとまずいんだ

			今は食料もＡｍｏｚｏｎで買ったレトルトを食べているんだけど

			できるだけ地球の金は温存したい

			　

			557：名無しの無職

			スルーされた!?　本気でマユキちゃんを俺にｒｙ

			魔石売ればいいみたいなこと、マユキちゃん言ってなかった？

			　

			558：1◆0UYgwhZXLvwt

			大きな街じゃないと売れないらしい

			だから、近場の木こりの集落でバイトしようと思うんだけど

			木こりなんてできる自信がないんだが

			　

			559：ミリオタ無職◆Fl1oLLcgPU

			腕に自信がないなら

			　

			560：名無しの無職

			道具に頼れば

			　

			561：名無しの無職

			いいじゃない

			　

			562：1◆0UYgwhZXLvwt

			おまえら息が合いすぎだろうｗｗ

			とりあえず斧買えばいいか

			　

			563：ミリオタ無職◆Fl1oLLcgPU

			素人が斧で木をなぎ倒せると思ってんのか!?

			　

			564：名無しの無職

			ミリオタ先生キタァァァァァ!!

			　

			565：ミリオタ無職◆Fl1oLLcgPU

			>>564　さっきからいたわ

			めちゃくちゃコツいるんだぞ

			仕方ない。初心者用の道具を見(み)繕(つくろ)ってやったぞ

			リュウボ（RYUBO）エンジンチェンソー FS-3030

			こいつなら素人でも扱いやすいな

			エンジン式だから、ガソリンも一緒に買っとけよ

			　

			566：1◆0UYgwhZXLvwt

			Ａｍｏｚｏｎ、チェーンソーとか、ガソリンまで売ってるのかよ!?

			　

			567：ミリオタ無職◆Fl1oLLcgPU

			Ａｍｏｚｏｎに売ってないもんなんかねえよ

			　

			568：1◆0UYgwhZXLvwt

			でも、二万か……地球の金節約するために出費するっておかしくね？

			　

			569：ミリオタ無職◆Fl1oLLcgPU

			元をとればいいんだよ。あと男ならチェーンソーってあこがれないか？

			きっと攻撃力たっけえぞこれ

			なにせ、大木なぎ倒すからな

			　

			570：1◆0UYgwhZXLvwt

			ごくりっ、たしかにロマンだよな

			一回、思いっきりチェーンソー振り回して見たかった

			それに、これは必要な装備だな

			うん、魔王だって倒せそうだ

			　

			571：名無しの無職

			あかんこいつあかんやつや

			　

			572：名無しの無職

			>>1の破産が間近な件

			　

			573：1◆0UYgwhZXLvwt

			ポチった、うおすっげえ、この重量感たまんねえええええ

			これではれて俺も超一流の木こりだぜ！

			　

			574：名無しの無職

			もうやめて、>>1のＳＰ（財布ポイント）はゼロよ！

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ＰＣを切断して、届けられたチェーンソーを見る。

			　おおう、かっけええ

			　重量は４キロほど。

			　これなら俺でも扱える。

			「どれどれステータスは」

			　

			アイテム名：リュウボ（RYUBO）エンジンチェンソー FS-3030

			武器種別：剣

			重量：４キロ

			攻撃力：＋３５０

			耐久値：６３０

			　

			「まさかの３００超えかよ!?」

			　さすが、地球のチェーンソー。

			　はんぱねえ。

			　火力だけなら、ネイルガンを超える。

			　まあ、あっちは連射性能と射程と、取り回しの良さがあるから、どちらが上とは一概には言えないが、強い武器であることは間違いない。

			　ただ、機械のせいか耐久値が低めだ。

			　これで、ばったばったと木を切り倒すのは爽快だろう。

			　俺はその日、早速チェーンソーを組み立ててから、眠りについた。

			　きっと、明日は木こり界のスターになっているだろう。

		

	
		
			　

			第７話　エルフとドワーフと

			　

			　朝起きて、掲示板を見ているといろいろとコメントが増えていた。

			　気になるコメントがいくつかある。

			　

			◆　◆　◆

			　

			575：名無しの無職

			>>1　混合燃料しか買ってないけど、潤(じゆん)滑(かつ)油(ゆ)の無い状態でエンジンをかける事になるので、最悪エンジンが焼ききれんぞ

			悪いことは言わん。エンジンオイルも買っとけ。ガソリンと50：1で混ぜればＯＫだ

			　

			580：名無しの無職

			>>1　チェーンソーで木を切り倒すときにはコツがいるぞ。下手な切り方をしたら倒木に潰されるし刃が抜けなくなる。この>>578の動画見てやり方覚えろ。んな難しいことじゃない

			　

			590：名無しの無職

			肉体労働よりも香辛料チートだろうＪＫ

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ありがたいコメントだ。さっそくエンジンオイルを購入し、動画を見てチェーンソーの使い方を勉強する。なるほど、こうするのか。アドバイスがなければ、早晩チェーンソーをだめにしていただろう。

			　

			　次の日はいつものように、マユキに馬車を引いてもらって彼女の言う大きな街への道のりを進んだ。

			　マユキにも俺がレベル３にあがった効果が出ており、これまでよりスピードが若干速い。

			　いい加減、すれ違う人たちが、子ギツネが引く馬車にぎょっとした顔をするのにも慣れた。

			「マユキ、通り道に木こりの集落ってのがあるんだよな」

			「うん、あるはず。マユキの知識にはそうある」

			「そうか」

			「なんか、ユウ楽しそう。非力なユウが木こりなんてできるか不安」

			「それは君、俺には秘密兵器があるからな」

			　チェーンソー様の前に、斧で必死に気を切り倒す木こりなんて雑魚(ざこ)同然。

			　今日は俺の一人舞台だぜ。

			　そうして、しばらくして木こりの集落にたどり着いた。

			「おまえみたいなひょろひょろが、木こりのバイトだって、俺らの仕事を舐めてんのか？」

			　バイトの受付がある小屋に行くと、身長は低いものの筋骨隆々といった様子のドワーフの男に絡まれた。見事な髭(ひげ)面(づら)だ。

			「人を見た目で判断しちゃいけない。ばったばったと木を切り倒してやるぜ」

			「がっはっは、まあ、やってみろ。このバイトにはノルマがあって、ノルマを達成しないとタダ働きだから注意しろよ。二人一組での仕事だ。おまえは、そうだ、そこのおまえと組め、二人で一〇本がノルマだ！」

			「ひゃっ、ひゃい」

			　ドワーフの大男に呼ばれて、一人の少女が駆け寄ってくる。

			　緑色の貫頭衣を来ており、金色の髪が美しい少女だった。年は一〇代なかばで、おう、いわゆるロリ巨乳だ。エロい。

			　そして、なにより……。

			「まじかよ。リアルエルフかよ!?」

			「あっ、はい、エルフですがなにか？」

			「ひゃっはー、耳をつねらせろ!!」

			「ひぃぃぃ」

			　エルフに向かって跳びかかる俺。

			　だが、エルフの少女は手を前に突き出し、二言、三言言うと、手のひらから風の塊(かたまり)が生まれ、俺の胸に命中、軽く吹き飛ばされた。

			「いっ、いきなり何するんですか!?　初対面の女の子の耳を触ろうとするなんて正気ですか!?」

			　エルフの少女は顔を赤くして涙目で耳を押さえる。

		

	
		
			[image: p083.jpg]
		

	
		
			　キツネ耳少女のマユキは尻尾(しつぽ)をもふられることを拒否し、エルフの女の子はエルフ耳を触られることを拒否するなんて、この世界はおかしいんじゃないか!?

			「すまない、あまりにも魅力的な耳だったから」

			「そんな、魅力的なんて、まあ、それなら、許してあげなくもないですよ」

			　ちょっろ!?　この子、ちょっろ!?

			　将来が不安なレベルでちょろいよ。

			「……おまえら仲いいな。二人でこの地図にある場所で木を切ってこい。切っていいのは、ハモナクの木だけだぞ。この棒より太いやつだけだからな」

			　そう言うなり、ドワーフの男は木の棒を渡してくる。

			　直径は三〇センチほど。

			　なるほど、細い木で点数稼ぎは無駄というわけか。

			　ただ、気になるのは……。

			「エルフって、自然と生きているんだよな。木を切り倒すのに抵抗はないのか？」

			「ないですよ。そもそも、ここは植林された土地ですから、ここにある木は切り倒すために育てられたものです。第一、自然の森だって適度に切り倒さないと、森全体が弱ります」

			　そういうことか、まあいいや。さっさと仕事を終わらせよう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　指定された場所に着くと、立派な木々が並んでいた。

			「さっき、ハモナクの木以外は切るなって言われたけど、正直どれが何の木か分からない。教えてもらっていいか？」

			　一緒についてきたマユキに問いかけたつもりだが、エルフの少女が答えてくれた。

			「はい、いいですよ。ハモナクの木はあれとか、あれです」

			「ああ、わかった」

			　楓(かえで)っぽい木がハモナクって木のようだ。

			　それがわかれば十分だ。

			　俺はチェーンソーを持ってにやりとする。

			　ついにこいつが活躍するとき。

			「ユウ、調子に乗りすぎたらだめ。いつもそれで失敗するから」

			「わかってるよ」

			　あのゴブリンの件で懲(こ)りた。

			　俺は慎重に慎重を重ねる男になったのだ。

			　動画を見て木の切り倒し方も予習済みだ。

			「実況を始めるか」

			　あらかじめ、木こりのバイトを実況することは周知してある。

			　異世界チェーンソー木こり実況。

			　意味がわからないタイトルだが、反応はよかった。

			　実況を開始すると、一気にアクセス数が増えた。

			「おまえら、今から木こりのバイトをするぞ」

			「あの、誰に向かって言ってるんですか？」

			　突然、会話をし始めた俺を怪(け)訝(げん)な目でエルフの少女が見る。

			『エルフ来たぁぁぁぁ』

			『ケモミミ少女に続いてエルフぅぅぅ！』

			『俺たち一生>>1さんについていきます』

			『この子もとんでもない美少女な件』

			『やだこの子、小さいのに巨乳』

			『エルフのくせに巨乳とか、けしからん、いいぞもっとやれ』

			　こんな状況でも淡々とコメントを読み上げるマユキ。ある意味すごい。

			「俺の部族に伝わる、事故が起きないようにするおまじないさ。神々に見守ってもらうんだよ」

			『神々ｗｗｗ』

			『俺たち神々ｗｗｗ』

			『奉納はよう。マユキちゃんのパンツでいいよ』

			『俺はマユキちゃんの尻尾(しつぽ)の抜け毛が欲しい。出汁(だし)をとって飲みたい』

			　神々が何か言っている。マユキよ、今のコメントをさらっと読みあげるのか……。

			「そっ、そうなんですね」

			　エルフの少女はドン引きだ。

			「そういえば、まだ自己紹介してなかったな。俺はユウ。そして、この子は」

			「マユキは、マユキ。よろしく」

			「これはご丁寧に、私はエルフのエフィルと申します」

			　そう言ってエルフの少女、エフィルが頭を下げる。育ちの良さが窺(うかが)える。

			『エフィルちゃん、ぺろぺろ』

			『だめじゃないか、エルフちゃんが森から出たら』

			『怖いお兄ちゃんに食べられちゃうよ』

			『主に性的な意味で』

			　ゲスな神々は絶好調のようだ。

			　マユキに下品なセリフを言わせて楽しんでいるまである。

			「あの、さっきからマユキちゃんは何を言っているんですか？」

			「マユキは巫女(みこ)なの。神々の言葉を現世に伝えている」

			『キツネ巫女(みこ)!?』

			『やめるんだマユキちゃん！　これ以上俺たちを萌え殺さないでくれ！』

			『そんな、マユキちゃん。俺たちのこと神様だなんて。命令しちゃうよ？』

			『>>1早く、巫女(みこ)服をほしいものリストに追加するんだ。買うから！』

			「そっ、そうなんですか。大変なんですね。それより、はやくお仕事しましょう」

			　エルフの少女は斧を重そうに引きずり、木の前に来る。

			　そして、振りかぶり木に叩きつけた。

			　その斧は、簡単に弾かれる。

			「何やってるんだ」

			「いっ、今のはたまたま失敗しただけで、次からが本気ですから！」

			　そう言って繰り返すが、結果はまったく同じ。

			　だめだこのエルフ。使えない。

			「ユウ、このエルフだめ。エルフに力仕事は向かない。そもそも人里に出てくる時点で意味がわからない」

			「それには深い事情が」

			　マユキの辛(しん)辣(らつ)なツッコミに言いづらそうにエフィルが答える。

			「まあ、話すなら聞くけど」

			「私、昔から鉄とか道具とかが大好きで、成人したときに、みんなの反対を押し切って、職業(クラス)を精霊術士(ドルイド)じゃなくて、錬金術士(アルケミスト)にして家出したんです」

			　マユキがやっちゃったという顔をしている。

			　よほどエルフと相性の悪い職業なのだろう。

			「まさか、家出したのはいいけど、お金がなくて生き倒れたとか？」

			「いえ、それはないです。私はエルフなので森さえあれば、狩(しゆ)猟(りよう)とか採取で飢えることだけはないです」

			　さすが、エルフだ。生活力はあるみたいだ。

			「でも、錬金術の研究にはお金が必要なんで、それを稼ぐために割のいい仕事が欲しくて来たんですよ。それに鉄の斧を貸してもらえるし。はううぅ、やっぱりこの錆(さび)臭い匂い、たまらないですぅ」

			　たしかに、木こりのバイトは割がいい。

			　ただ、重労働の上、ノルマが達成できなければ無収入で終わりだ。

			『ぽんこつ箱入りエルフｗｗｗ』

			『ちょっとサイコ入ってね？』

			『この子あっさり騙(だま)されて奴(ど)隷(れい)落ちするのが目に見える』

			『錬金術の研究のために、俺の精子を素材に』

			　たんたんと住民たちのアレゲなコメントを読みあげるマユキをじとっとした目でエフィルが見る。

			「あの、マユキちゃん、それ、本当に神々の言葉ですか？」

			「うん、外なる神々。ちょっと口が悪いけど、マユキたちにとって利益がある存在」

			　ものは言いようだ。

			「まあ、いいよ。エフィルの分も俺が頑張るからさ」

			「そんな、悪いです」

			「大丈夫、見ていて」

			　さあ、唸れチェーンソー!!

			　科学の力を見せつけろ!!

			「うぉぉぉぉぉ」

			　エンジンを起動する。

			　轟(ごう)音(おん)がなり、チェーンが回転する。鉄とガソリンの匂いが響きわたる。

			「いい、なんて、素敵な音、お腹に響く、からくり道具の音。それに鉄の香り。あと初めて味わう薬臭い匂い、熱くなっちゃう」

			　エフィルはなぜか、恍(こう)惚(こつ)とした表情を浮かべる。

			「いくぜえ、切り倒すぜぇぇぇぇ」

			　回転するチェーンソーを木に押し付ける。

			　すると、まるで溶けたバターのようにあっさりと木に食い込んでいく。

			　だめだ、これ、楽しい。

			　まずは三角に切って反対側に回る。こうすると倒木に巻き込まれずに済むらしい。

			　このエンジンの振動が心地よい。

			　そうして、反対側から一気に刃を通すと、あっという間に、木が倒れた。

			　エンジンを切ってほっと一息。

			「なんですか、魔法ですか!?　その不思議な剣」

			　そんな俺に、うっとりした表情でエフィルが詰め寄ってくる。

			「魔法じゃない、科学だ！」

			　一度言ってみたかったセリフだ。まさか、使う機会があるとは。

			「見せてもらっていいですか！」

			　だが、エフィルは俺のネタを無視してチェーンソーをガン見する。

			「どうぞ。でも、絶対にその紐(ひも)はひいちゃだめだよ」

			「ひくと？」

			「刃の周りについてるチェーンが回転して、エフィルの指ぐらいならあっさり切り飛ばす」

			「……わかりました」

			　エフィルは恐怖を感じながら、けっして紐(ひも)に触れないようにしながらチェーンソーを撫で回す。

			　すごく楽しそうだ。

			　鉄とからくり道具が好きというのは本当のようだ。

			「一度、使ってみるか？」

			「いいんですか!?　ぜひ！」

			　エフィルは目を輝かす。

			「俺の言うとおりにかまえて」

			「こうですか？」

			「違う。ちょっと触るよ」

			　後ろから抱きつく形で指導する。

			　あっやばい、いい匂いだ。それに柔らかくて暖かい。なにこの幸せな時間。

			『さり気なく合法的なセクハラをする俺たちの>>1』

			『見ろよ、あのエルフ、完全に雌の顔だぜ』

			　いい加減うるさいぞ！　外なる神々。

			「それで、ここからが危ない作業だよ。気をつけて」

			「はっ、はい」

			「その紐(ひも)をぎゅっと引く！」

			「いきます！」

			　すると、エンジンが起動し、チェーンが唸る。

			「わっ、わっ、わっ、すごい、すごい」

			「あとは、その回転する刃を木に押し付けて」

			「なに、これ、力を入れなくてもすいすい入って、あははは、楽しい、楽しいです」

			　すごくいい笑顔で、怖いことを口走るエフィル。

			「刃の回転を止めたいときはもう一回、紐(ひも)を引けばいいから。あとは一人でできるよね？」

			「もちろんです！　任せてください」

			　俺は微笑み、その場を離れる。

			　そして切り株に座り、彼女の勇姿を見守る。

			　心底楽しそうにチェーンソーを振り回し、次々に木を切り倒していく。

			　もう、チェーンソーにぞっこんだ。これなら、すぐにノルマは達成できるだろう。

			『さりげなく女の子に仕事を押し付ける>>1さん、ぱねえっす』

			『ちょっと、ドン引きするんだけど、あのエルフの子の表情』

			『だが、それがいい』

			『振動で、乳が、乳がゆれておりまする。眼福じゃ!!』

			　そうして、俺は外なる神々とともに、チェーンソーを振り回すエルフを見ながらまったりとした。

			　あとは座ってりゃ給料をもらえる。

			　そう言えば、倒木を避けるこつを教えてなかったような。

			　そんなことを考えていると、木がエフィルのところに倒れてきた。

			　しかし彼女は軽やかにサイドステップをして倒木を避ける。

			　ああ、いろんな意味でかなりアレでも、やっぱりエルフなんだな。妙に納得しながら俺は実況を続けるのだった。

		

	
		
			　

			第８話　ムーン・ベアーと男気

			　

			「ふう、これで終わりました！」

			　結局、この廃エルフさんはノルマの九本を一気に切り倒した。

			　作業中、この金髪ロリ巨乳エルフの乳はゆれっぱなしだった。

			　住民(外なる神々)の目は完全に釘付け。

			　その間、俺はマユキと缶コーヒーを飲んでまったりとしていた。

			　スマホでぽちれるＡｍｏｚｏｎはいい。しかも女神様のおかげで超プラチナ会員なので買ったその場で届く。ホットがないのが少し残念だ。

			「お疲れ様。無事ノルマが達成できてよかった。これでお給料がもらえるよ」

			「はい！　これも全部ユウくんのおかげです」

			　ちょっといい笑顔すぎて罪悪感が湧き出てきた。体よく仕事を押しつけたことが良心を苛(さいな)む。

			　……なので、話を逸らすことにした。

			「俺も、エフィルのおかげで楽できたよ。にしても、本当に割のいい仕事だったな。普通に斧で切り倒しても美味しい仕事じゃないか？」

			　少しだけ疑問だった。

			　得られる日当が妙に高いのだ。

			　一日仕事で三万バル。だいたい貨幣価値が日本と同じぐらいの世界でこれは破格だろう。

			「ああ、それはクマの魔物が出るからですよ。怖い魔物でレベルが10ぐらいあります。しかもレベル以上の強さがあって、このあたりの人は出会うと死んじゃいます。その危険を覚悟でやるのでお給料が高いんです」

			「なに、それ!?　初耳なんだけど!?」

			　横目でマユキのほうを見ると顔を逸らして口笛を吹いていた。

			　こいつ、知ってやがったな!?

			「でも、めったに人前に現れないので心配しなくてもいいですよ。もし会ったら、事故みたいなものです」

			「そういう会話はやめよう。本当に出ちゃうから」

			　そう、それが一番怖い。

			　普通のクマでも怖いのに、クマの魔物とかマジで勘弁だ。

			「それじゃ、チェーンソー返して」

			「ええ、お返しします」

			　エフィルはチェーンソーをこちらに持ってきて、手をはな、はな、放さないよこの子!?

			　あと、力、つよっ。それだけ強かったら斧で、普通に木を倒せるよね!?

			「あの、放して、くれないかな？」

			「すみません、放したいんですが、私の知的好奇心が！　ううう、欲しいです。このからくり道具、ばらして調べたい。……その、私に払えるものならなんでも、なんでも払うので、譲ってくれませんか！」

			　顔を赤らめて、そんなことを言うものだから、どきりとしてしまう。

			『うん？』

			『今なんでもするって』

			『いったよね？』

			『そう、ならエフィルちゃんの大事なものをもらおうか』

			『処女』

			『処女』

			『処女』

			　外なる神々は絶好調みたいだ。

			　平然とゲスなことをマユキに言わせている。

			　むしろ、マユキに読み上げさせるためにゲスなことを言っているまである。

			「普通にだめだから」

			「そうですか、残念ですぅ」

			　きっぱりと断ると観念して手を放した。

			　きっちり諦めるだけの分別はあるようだ。安心した。

			　チェーンソーは二万円ほどの買い物なので、安定した収入があれば渡してやれるが今はだめだ。

			　二人で、給金を受け取るために受付へ戻ることにした。

			　エフィルはよほど残念だったのか、とぼとぼと歩いている。

			　マユキが一人立ち止まった。妙にそわそわしている。

			「ねえ、ユウ。来ちゃった」

			「来たって何が？」

			　マユキが引きつった顔で俺のほうを見る。

			「さっき噂してたクマの魔物」

			「うえええ!?」

			　俺の絶叫と奴が現れるのは同時だった。

			　体長が三メートル近い巨大なクマの魔物が現れたのだ。

			　漆黒の体毛に、胸には月の輪グマのような白い三日月の紋章。

			　どうみてもあかんやつや。

			『やだ素敵なお方』

			『大丈夫、室伏なら素手で倒せる』

			『ちょっ、これ>>1本気で死ぬんじゃない』

			　住民たちが、興奮と不安を垂れ流す。

			　そんな中、俺はクマの魔物を注視した。

			　

			【ムーン・ベアー　レベル：９】

			　

			　良かった！　レベル10ではなかったみたいだ！

			　想像したよりも若干弱い。

			　でも、俺を殺すには十分すぎるよ!?

			　一(いち)縷(る)の望みをかけて、エフィルのほうを見る。

			　

			【エフィル・エルナ　レベル：４　錬金術士】

			　

			　だめだ。俺とほぼ同レベル。

			　束になってもあいつには勝てない。

			「逃げるぞ、マユキ、エフィル」

			「ユウ、それはやめたほうがいい。背中を向けたら背後から襲われる」

			「同感です。倒すしかないです……」

			　二人は覚悟を決めたようだ。

			　エフィルは、錬金術士の適性装備らしい杖を構え、マユキも経験値どうこう言ってる余裕がないようで完全に臨戦態勢。スマホもポケットにしまった。

			　落ち着け、落ち着け、大丈夫だ。

			　俺には、釘打機(ネイルガン)が。

			「って、チェーンソーあるからおいてきた!?」

			　ゴブリンやコボルドぐらいなら、ミリタリーマチェットだけで十分だと思って持ってこなかった。だが、こんなバケモノに出くわすなんて。完全に想定外だ。

			「グガアアアアアアアアアアアア!!」

			　野太い咆(ほう)哮(こう)をムーン・ベアーが放つ。

			　空気が震える。

			　そんな中、エフィルが杖をまっすぐに向け、短い詠唱を始めた。

			「風よ！」

			　そして、風の弾丸を放つ。

			　風の弾丸はムーン・ベアーの胸板に直撃する。

			　しかし、ＨＰはほんのわずかしか減らず、体が少しよろめいただけ。

			　ムーン・ベアーはよほど苛(いら)ついたのか、まっすぐにエフィルに向かって飛びかかる。

			　速い！　あれだけの巨体でありながら異様なまでに俊(しゆん)敏(びん)だ。

			　大きく腕を振りかぶって爪でエフィルを八つ裂きにしようとする。

			　だが、エフィルは風に乗り高く跳び回避。そのまま木の枝に飛び乗る。

			　エフィルは、いつの間にか拾っていた石をムーン・ベアーのコメカミにぶつけた。

			　ムーン・ベアーはいらつきが最高潮になり、完全に俺とマユキを忘れてエフィルだけを獲物と定めたようだ。

			「グガァァッァァァ！」

			　エフィルをムーン・ベアーが追いかけていく。

			「ユウくん、マユキちゃん、この魔物は私が引き付けるので逃げてください。見てのとおり、私には風があります。ちゃんと逃げ切れますので安心してください」

			　そう言うなり、風のように森の中にムーン・ベアーと共に消えていった。

			「あれなら、大丈夫そうだな。マユキ」

			　俺はほっと胸を撫でおろした。

			　あいつの風の魔術はムーン・ベアーをよろめかすぐらいの威力はあるし、しかも風に乗った今の動きならあっさりと逃げきれそうだ。

			「それは無理だと思う」

			「えっ？」

			「精霊術士(ドルイド)のエルフなら、自分の魔力を使わずに風の力を簡単に借りられる。でも、あの子は錬金術士の職業を選んだ。風を使う際の魔力消費が激しい。あのレベルだと、風の魔法を使えるのはあと、四、五回。素早さはクマの魔物が圧倒的に上、マユキにはとても逃げきれるとは思えない」

			　嫌な汗が背中に流れる。

			「じゃあ、なんで一人で引き付けたりなんか」

			「たぶん、ただのお人好し。マユキとユウを生かすためにそうしたんだと思う」

			　そんな……じゃあ、最後の言葉は俺を安心させるために。

			『まさかのシリアス展開』

			『エフィルちゃんがいい子すぎて辛い』

			『金髪ロリ巨乳で性格いいとか天使かよ』

			『いけ、行くんだ>>1。おまえにはチェーンソーがある！』

			　わかっている、わかっているんだ。だけど、勇気が。

			「ここで逃げてもマユキは、ユウを責めない。怖くて当然、逃げて当然の相手。臆(おく)病(びよう)者なんかじゃない。むしろ追いかけるのは無(む)謀(ぼう)といっていい」

			　俺は歯を食いしばる。

			　震えがとまらない。

			　それでも……。

			「マユキ、エフィルの匂いが追えるか？　助けにいく」

			「ユウがそういうタイプだとは思わなかった」

			「別に、エフィルのためじゃないから。ただ、そう、錬金術士って便利じゃないか。Ａｍｏｚｏｎで買った材料で武器を作ってくれるかも。恩を売って仲間にするために行くんだよ！」

			　そう言い切った。強がりだ。俺は彼女を助けたい。

			　短い間だったけどいい奴だと思った。俺たちを生かすために犠(ぎ)牲(せい)になろうとした。そんな奴を見捨てられるほど、俺は心が強くない。絶対、一生後悔する。

			　マユキがポケットにしまったスマホを取り出し、住民たちのコメントを読み上げる。

			『>>1さんまじツンデレ』

			『>>1「べっ、別にエルフのためじゃないんだからね！　戦力増強のためなんだからね」』

			『無茶しやがって、それでこそ俺たちの>>1だ』

			『おまえら作戦会議だ。掲示板のほうでクマ対策の武器を考えるぞ。急いで>>1に伝える!!奴を死なせるわけにはいかねえ』

			『>>1よりむしろ金髪ロリ巨乳エルフのために頑張らねば』

			『おうよ、金髪ロリ巨乳エルフは世界の宝だ！』

			『俺にいい案がある。だから検証頼んだぞ、オマエラ』

			　そうか、外なる神々はゲスなだけじゃなかったんだな。

			　俺は一人じゃない。少しだけ勇気が湧いた。

			　それに少しの希望も。

			　俺は震えながら、それでもチェーンソーを構えて走りだす。

			　さあ、あのクマを倒してやる！

		

	
		
			　

			第９話　ファンタジー感？　なにそれ食べれるの？

			　

			　未舗装の森の中は走りにくい。

			　ましてやニートの俺だ。普通に考えればそっこうバテる。

			　しかし、レベルがあがったおかげで身体能力があがっていたこと、さらに遊び人(ドリーマー)の数少ない長所である素早さ補正のおかげで、なんとか走ることができていた。

			「こっちであってるんだな」

			「マユキの鼻を信じて。間違いなくエフィルがいる。でも、ちょっとまずい、エフィルのペースが落ちてる」

			　さらりと怖いことを言いながら俺の前を走るキツネ耳美少女のマユキ。

			　人型なのに、マユキは獣を思わせる俊(しゆん)敏(びん)な動きで、俺はついていくのがやっとだった。

			「ユウ、遅い。その武器、マユキが預かる。そっちのほうが速い」

			「悪いな、素直に甘える」

			　男の意地を張りたいところだが、今はそんなことを言っている余裕がない。

			　おとなしくチェーンソーを渡す。

			「ねえ、ユウ。掲示板のほうでいろいろとアドバイスが出てる。クマ退治に一番いい武器があるって」

			　器用に走りながらマユキは掲示板をチェックする。

			　おそらく、動画で言っていた作戦会議の結果が出たのだろう。頼りになる。

			「なんだそれは」

			「わかんない。でも、ミリオタ無職の意見だから参考になるかも」

			「あの人か……」

			　今まで一番ためになるアドバイスをくれた人だ。

			　彼の意見ならきっと役に立つ。

			「マユキ、スマホを貸してくれ」

			「ん」

			　スマホを受け取り、彼のレスを抽出する。

			　こんなものがＡｍｏｚｏｎで作れるっていうのか!?

			　たしかにこれならクマだって！

			「マユキ、五分だけ時間をくれ。武器を作る」

			　そうして、俺はその場に座り込み、Ａｍｏｚｏｎでミリオタ無職の指定したものを買って、武器を作る。

			　

			◆　◆　◆

			　

			313：ミリオタ無職

			いいか、よく聞け。獣が一番恐れるのは火だ

			おまえが今から作るのは火炎瓶だな。酒瓶にガソリンぶち込めばいい

			だが、ただの火炎瓶じゃすぐに消えるし威力がない。デルミット効果を狙って酸化鉄を混ぜて威力をあげて、それから、燃焼時間をあげるために界面活性剤が入っているものは……

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ミリオタ無職の案を住民たちが検討し、すみやかに購入するものが決まっていく。

			　材料は、酒瓶、ガソリン、酸化鉄、それにごく身近なとある品物。

			　全部問題なく買えた。よくわからないが、超高温で恐ろしく消えにくい火炎瓶らしい。

			　俺は急いで指定されたとおりの調合を始めた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　　　～エフィル視点～

			　

			「やっぱ、見逃してくれないですよね」

			　かっこつけて、クマを引き付けるところまでは良かったけど、やっぱり無茶だったかも。

			　あのクマは全然私を諦める様子がない。

			　小さいころから森で遊んでいたから、森を走るのは得意だけど、ムーン・ベアーの身体能力はそれぐらいで逃げられるほど甘くなかった。

			　捕まりそうになるたびに、エルフの得意魔術である風の魔術で逃げていた。

			　でも、魔力がもう残り少ない。

			「やっぱり、エルフはエルフらしく、精霊術士(ドルイド)になっておけば良かったのかも」

			　弱音が出た。

			　もし、風の力が自由に使えれば簡単に逃げきれたのに。

			　エルフはみんな、生まれた村で、精霊に祈りを捧げ、森の恵みを得ながら生き、そして死んでいく。一生変わらず、村と森だけを往復して、同じことを繰り返す。

			　何も変わらない。変わろうとしない。私はそんな生活が耐えられなかった。

			　変化し続けたい、新しい物を楽しみたい、もっともっと先が見たい。

			　だから、たまに来る旅人たちが持つ魔法じゃない不思議な何か。道具やからくり。そんなものに憧れた。そして、外の世界を夢見た。

			　旅人たちの話す外の世界は、次々と進歩する。どんどん変わっていく。外にはいろんな村や町があって、全部違って。それはとてもきらきらしていて。

			　エルフの村と大違いだった。私は変わり続けたいと思った。外の世界を旅してどんどん新しいものと出会いたいと思った。

			　旅人たちの道具を分解したり調べたりするのが趣味だったおかげか、才能があったのか、適性のある職業(クラス)に、鍛(か)冶(じ)師の上位職であるレア職業、魔法と科学の両方が使える錬金術士(アルケミスト)が浮かんだ。

			　これは神様がくれたチャンスだと思った。私は錬金術士(アルケミスト)になることを決めた。

			　周りはみんな反対した。

			　エルフは風と共に生きる。だから、風を一番うまく使える精霊術士(ドルイド)になるべきだって。

			　結局、私は大げんかして、錬金術士(アルケミスト)になり、エルフの村を抜け出した。何一つ変わらない時が止まった村を抜け出して、その先にある何かを見つけるために。

			「それなのに、精霊術士(ドルイド)にならなかったせいで、エルフの村を出たせいで、ここで終わりなんて……ただのバカじゃないですか」

			　涙が出てきた。

			　私は、ここで終わるために錬金術士(アルケミスト)を選んだわけじゃない。

			　まだ知らないものがたくさんある。まだ、何も新しいものを見ていない。いやだ、こんなところで終わりたくない。

			「グガァァァァァアアア」

			　気がつけば、ムーン・ベアーがすぐそこまで来ていた。

			　気が動転し、風の魔術に失敗し次の枝に飛び移れずに墜落。

			「きゃあああああああ」

			　受け身はとれたものの、全身を強打して、身体が動かない。

			　ムーン・ベアーは私を見下ろしていた。

			　残りの魔力すべてを使って、必死に手を伸ばし、風の魔術を叩きつける。

			　だが、それはほんのわずかにムーン・ベアーの体力を削っただけで……。

			　ムーン・ベアーが笑った。そして動けない私に向かって手を振り上げる。

			　本当に終わりなんだ。ここで……。

			　いやだ、いやだ、いやだ！

			　誰か、誰か、お願いだから。

			「助けて!!」

			　全力で叫ぶ。

			　返事なんてあるわけない。

			　ただの現実逃避……。

			　それなのに。そのはずなのに。

			「こっちを見ろ、このツキノワやろう！」

			　力強い声が聞こえた。

			　一緒にバイトをした男の人だ。私を助けるために来てくれたの？

			　勇気なんて無縁そうな顔、頼りなさそうな人。

			　今も震えて腰が引けている。

			　それなのに、ここに来て私を助けようとしている。

			「ガアアアアアアアアアア！」

			　ムーン・ベアーが絶叫して、彼のところに向かう。

			　その手には、酒瓶があった。

			「だめ、逃げて、そんなのじゃどうしようも！」

			　私は絶叫する。

			　あの不思議な、木を簡単に切り倒す斧でも危ないのに、あんなちっぽけな酒瓶なんかじゃ、あの魔物は止められない。

			　でも彼は、私の声を気にもとめず、蓋(ふた)の周りに巻いた布に火をつけた。

			　すると、炎が勢い良く燃え上がる。

			　あれは、魔法？

			「くらえ、【無限に続く煉獄の炎(エターナル・フレイム)】」

			　そして、その瓶をムーン・ベアーに向かって投げつける。

			　ちっぽけな瓶はムーン・ベアーにぶつかり、簡単に割れた。

			「ああ、やっぱりあれじゃ」

			　そう私が言った瞬間、酒瓶に入っていた液体がムーン・ベアーを濡らし、蓋(ふた)に巻きつけられた火に引火して盛大に燃え始めた。

			　まったく消える様子がない。

			　それに、見たことがない炎の色。蒼(あお)い炎なんて聞いたこともない。ここからでもわかる。異常なまでの超高温。こんな炎ありえない!?

			「そんな、本当に名前のとおりの魔法なんですか!?」

			【無限に続く煉獄の炎(エターナル・フレイム)】の名のとおり、いつまでも炎は燃え続ける。

			　もしかしたら、伝説でうたわれた地獄の底にある、けして消えない炎を召喚する禁忌魔術かもしれない。

			　すごい、チェーンソーなんて、人智を超えた武器だけじゃなくてあんな魔法まで。

			「グガァ、グガァァア、グガァ」

			　ムーン・ベアーは炎を消そうと必死に全身を手で叩き、暴れまわる。

			　だけど、あの人の呼び出した、【無限に続く煉獄の炎(エターナル・フレイム)】は燃え続ける。

			　ムーン・ベアーのＨＰがどんどん減り、状態異常の火傷(やけど)にまでなった。

			　ついに、ムーン・ベアーは立っていることもできなくなり、必死に転がりまわって火を消そうとし始めた。

			　それでも炎は消えない。

			　そして、その隙をあの人は見逃さない。

			「うおおおおおおおおおお！」

			　チェーンソーを腰だめにかかえ、紐(ひも)を引いて、独特の重低音を鳴らし始めた。不思議な機械の刃が超高速回転する。

			　あの人は転がるムーン・ベアーの背中に電動鋸(チエーンソー)を突き刺した。

			「グガァ、グガアァアア」

			「うおおおおおおお！」

			　ムーン・ベアーの絶叫と、あの人の雄叫びが響き渡る。

			　電動鋸(チエーンソー)の刃が一回転するたびにムーン・ベアーのＨＰが減っていく。

			　かっこいい。

			　なんて勇敢な人なんだろう。

			　きゅんと、胸が高鳴る。

			　ムーン・ベアーの毛が絡まって電動鋸(チエーンソー)の回転が止まる。

			　あの人はまったく動じず、腰から剣を引き抜いた。

			　見るものの魂を奪う、漆黒の美しい魔剣。

			　なんて、綺麗。

			「これで、終わりだ！」

			　黒の魔剣をあの人が振り下ろした。

			　その一撃はムーン・ベアーのＨＰを削りきり、ついに青い粒子になって消えた。

			「すごい、勝っちゃった！　あのムーン・ベアーに勝っちゃいました！」

			　すごい、すごい、すごい。

			　絶対に無理だと思ったのに。あんなにレベル差があったのに。

			　あの人がこっちに歩いてくる。

			「大丈夫か、エフィル？」

			「ひゃっ、ひゃい」

			　そして、尻もちをつく私に優しく手を差し伸べてくれた。

			　私はその手をとる。

			　頬が赤くなる。

			　どくん、心臓の音がやけに高鳴った。

			　顔が熱い。心臓が痛い。

			　気がつけば、自然に口が開いていた。

			「あの、ユウくん、いえ、ユウ様。私をあなたの旅に連れて行ってください！」

			　この人なら、私が知らない世界をたくさん見せてくれる。たくさんの新しいものを見られる。ずっと〝その先〟が見られる。

			　胸の高鳴りが私を動かした。

			　ユウ様は困った顔で苦笑するけど、私は精一杯、お願いをし続けた。

		

	
		
			　

			第10話　残念系エルフが仲間になった

			　

			　ふう、疲れた。なんとかあのクマのバケモノ、ムーン・ベアーに勝った。

			『火炎瓶投げつけて、チェーンソーとかｗｗｗ』

			『>>1さん、さすがのえげつなさっす』

			『動物愛護団体ブチギレ間違いなし』

			『ｗｗｗ無限に続く煉獄の炎(エターナル・フレイム)ｗｗｗｗ』

			『ファンタジー感「俺に仕事をください」』

			『それはそれとしてお疲れさん』

			『よくぞ金髪ロリ巨乳エルフを救ってくれた』

			　コメント欄はひどいありさまだ。

			　たいがいの奴らが腹を抱えて笑っている。

			　そう、ミリオタ無職が対クマ用兵器としてアドバイスしたのは火炎瓶だった。

			　クマのような野生動物には火が効果的であり、Ａｍｏｚｏｎで買える幾つかの薬品を組み合わせれば、お手製のナパーム弾。いつまでも燃え続ける科学の炎を作れると言ったのだ。

			　それでできたのが、あれ。

			　ベトナム戦争でも使われた殺(さつ)戮(りく)兵器らしい。

			　クマがのたうち回っても炎がまったく消えないシーンを見て、我ながら恐ろしいものを作ってしまったと驚いた。

			「ユウの無限に続く煉獄の炎(エターナル・フレイム)。すごかった」

			　さすがのマユキもあれには驚いたようだ。

			「たぶん、遊び人(ドリーマー)ってことも大きい。あの武器に職業(クラス)適性があって、レベル上昇分の威力を上乗せできるのは遊び人(ドリーマー)だけ」

			「そりゃそうだろうな」

			　あんなもんが標準装備の職業(クラス)があったら怖い。

			　エルフのエフィルのほうを見る。

			　よほど怖い目にあったのか、ぼうっとした顔で俺のほうを見ている。

			　俺は彼女のほうに歩いていき、手を差し伸べる。

			「大丈夫か、エフィル？」

			「ひゃっ、ひゃい」

			　なぜか、すごい勢いでエフィルが顔を赤くする。

			　そして、目をぐるぐると回し、さらに顔を赤くしてから口を開いた。

			「あの、ユウくん、いえ、ユウ様。私をあなたの旅に連れて行ってください！」

			　そして彼女は、力強く、どこか色っぽく、そう言った。

			『美少女エルフ完落ち来たァァァ』

			『完全に雌の目だわ』

			『>>1さんの異世界ハーレムの第一歩が刻まれた』

			『妬ましい。>>1を早く殺さないと』

			『せっくるせっくる』

			　うん、俺もそう思うけどさ。

			　せめて、そういうのはやめようよ。外なる神々。

			　エフィルが、死ぬほど恥ずかしそうじゃないか。

			　あと、んなもんいちいち読み上げるな、駄ギツネ。

			「まあ、その、なんだ。いきなり旅に連れて行ってと言われても判断に困るし、その、俺の馬車で少し話をしないか。お茶ぐらい出せるから」

			「はい、その、お邪魔します」

			　スカートの裾をもって、上目遣いにエフィルが俺を見てくる。

			『光速のお持ち帰り！　さすが>>1さん』

			『この人はいったい、馬車の中で何をする気ですかねえ（げす顔）』

			『馬車の中も当然実況を』

			『エルフ（中古）にランクアップ』

			　いい加減にしろおまえら。

			「今日の実況はこれで終わりだ。次回もお楽しみに」

			　疲れてきたので実況を打ち切る。

			　いくつか恨みごとを言うコメントもあったが、構わずに切った。

			「その、よろしくおねがいします」

			　エフィルは顔を赤らめて頷いた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それから、受付で今日のバイト料をもらい、ムーン・ベアーを倒したことを報告した。

			　はじめは信じてもらえなかったけど、奴が落とした魔石を見せると納得してくれた。

			　どうやら、この世界では魔石を見るとそれを持っていた魔物が何者かが分かるらしい。

			「すげえな、あの暴れクマを倒すなんて……懸賞金を上乗せしておいたぜ」

			「おおう、これはすごい。ありがとう」

			「あんたいったい何物だよ」

			「いずれは大英雄になる男さ。僕はキメ顔でそう言った」

			　まあ、そんなネタが異世界に通じるわけもなく、ドワーフの大男は首をかしげるばかりだ。

			　バイト代の二〇倍の懸賞金が入った革袋が渡される。

			　相当、あのクマは被害を出していたらしく、懸賞金がかけられていたようだ。

			　今日の給料は三万バルだったが、クマの懸賞金は六〇万バル。

			　物価はだいたい、地球と同じらしいので六〇万円の価値があるようだ。

			　たった一日でこの収入。あんがい異世界は楽勝かもしれない。

			　……だが、このお金を独り占めするわけにはいかないな。

			「エフィル、おまえの分だ」

			　三〇万バルをエフィルに渡す。

			　もし、彼女が引きつけてくれなかったら、火炎瓶を作る時間が稼げなかったし、奴にびびったまま殺されていたかもしれない。

			「そんな、もらえないですよ。倒したのはユウ様じゃないですか」

			「でも、エフィルのおかげで倒せたんだ。受け取ってくれ」

			　なかば無理やり金を押し付ける。

			　こういうのはフェアじゃないと気がすまない。

			「わかりました、ありがたく受け取ります」

			　そのお金をエフィルは大事そうに抱きしめた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　馬車に入ると、エフィルは興味深そうに俺の部屋を見渡す。

			「なっ、なんですか、これ。外から見ると普通の馬車なのに。中は見たこともない装い。そもそも、見た目よりもずっと広い!?」

			　まあ、その反応は当然だよ。

			「俺の魔法だ」

			　とりあえず、そう言っておく。

			　まあ、俺のチート能力だから嘘ではない。地球の俺の１Ｋの部屋（キッチン・トイレ付き）が馬車の荷台に隠されている。

			「魔法ですか？　はっ、言われてみれば、ユウ様から恐ろしいまでの内なる魔力を感じる!?」

			「そんなもの、見てわかるのか？」

			「はい、エルフは感知能力にすぐれているので。こんな強大な魔力見たことがないです。これだけの魔力があれば、低いレベルでも普通にクマを倒せたんじゃないですか？」

			　尊敬と疑いの混じった不思議な目でエフィルが俺のほうを見てくる。

			「それはできないんだ。俺は呪いを受けていてね。魔力があっても魔法はほとんど使えない。かつて俺が作った、古代道具(アーテイフアクト)をかろうじて呼び出すことしかできないんだ」

			　嘘を嘘で塗り重ねていくスタイル！

			「じゃあ、あのチェーンソーも、永遠に燃え盛る煉獄の炎(エターナル・フレイム)も、あなたの古代道具(アーテイフアクト)!?」

			「そうだ。ついでに言えば、この部屋もだ」

			「すごい……大賢者さまです」

			「ただ、残念なことに、製法を忘れてしまった。今では道具の使用者でしかない。異空間から取り出すことはできても、作ることはできないし、誰かに知恵を授けることもできない。賢者なんて、とても名乗れないよ。今の俺はただの遊び人(ドリーマー)さ。たぶん、君の期待には答えられない」

			　俺がそう言うと、エフィルは雷を受けたような驚(きよう)愕(がく)の表情を浮かべた。

			「ユウ様ほどの大賢者様の力を封印して知識を消し去るなんて……きっと、魔王レベルの人にそんなひどいことをされたんですね。すべてを失っても、勇気だけは失わなかった。そんな状態で私を助けて……」

			　どんどん、エフィルの中で俺が美化されていって面白い。さて、そろそろ突き放すか。

			　今の芝居はその前座でしかない。

			「エフィル、今言ったように、俺は力と知識をすべて奪われ、その残りカスしかない、しがない男だよ。しかも、かつての俺の力を恐れる連中に狙われている。こんな俺についてくれば、君を巻き込むことになる。……君がついてきてくれると言ってくれたのは嬉しい。だけど、俺は君を不幸にすることはできない」

			　よし、これで完璧だ。

			　ここまで言えば、絶対についていくのは辞めると言い出すだろう。

			「決めました！」

			　エフィルがその場で立ち上がり、ぎゅっと握りこぶしを作る。

			　あれぇ？　いやな予感が。

			「私、ユウ様についていきます。ユウ様と共に世界の闇に挑みます！　ユウ様の道具から、かつての叡(えい)智(ち)を取り戻すお手伝いをします！　こんな優しくて勇気があるユウ様を一人になんてできません。たとえ、世界が敵に回っても私はあなたの味方です」

			「げっ!?」

			「どうされましたか？　ユウ様？」

			「ナンデモナイヨ」

			　やばい、完全に逆効果だ。

			　変なスイッチ入ってる。

			　なんか、かかってきなさい魔王とか言ってるよ。この人、危ない人だ。

			　視線を感じて振り向くと、マユキがこちらを見ていた。

			　そして……。

			「自業自得」

			　と短くつぶやいた。

			　こうして、俺の旅に一人の仲間が増えた。

			　錬金術士(アルケミスト)にして科学に傾倒する、正義感溢れる変わり者エルフのエフィルが……。

		

	
		
			　

			第11話　交易都市マナタマ

			　

			「マユキ、エフィル。卵はスクランブルエッグにする？　それとも目玉焼き？」

			　エフィルが仲間になってから、俺たちはマユキが言う大きな街を目指して旅を続けていた。

			　ギルドに登録し、溜まってきた魔石を換金するのが目的だ。

			　最近では、マユキが馬車を引いて、とことこと歩いている間に、エフィルと二人で森の中でレベルあげをしている。

			「マユキは、スクランブルエッグ、ふわふわで甘いのがいい」

			「私は、その、目玉焼きをお願いします」

			「りょーかい」

			　俺は手早く卵を割って料理をつくる。

			　意外に知られてないが、Ａｍｏｚｏｎでは卵まで買える。

			　俺のおすすめは熊本産新鮮たまご。

			　少々値が張るが、丹念に世話をした地鶏の卵はそこらの安卵とは次元が違う旨さだ。

			　マユキのスクランブルエッグは少量の砂糖と牛乳を加え、大量の空気を含ませてふわっふわに焼き上げる。

			　俺とエフィルのほうは目玉焼き。蓋(ふた)をして蒸すことで片面焼きでもしっかりと黄身に熱を通すことができ、理想的な半熟に仕上がる。

			　トースターのアラームがなった。

			　超熟成の四枚切り食パン。これはメーカー品でありながらしっかりとした味がして、焼くとしっとりさっくりという理想的なパンだ。

			　皿にパンを乗せ、マーガリンを塗り、その上に卵料理を落とし、付け合せのサラダを盛りつける。

			　あとはスープとして、これまた俺のお気に入りのコーンスープを温めたものを用意する。

			　使っている生クリームが濃厚で、コーンの味がしっかりしている。

			　スギャータおばさんは偉大だ。

			「できたよ」

			「うわぁ、今日も美味しそう。ユウは無駄に料理がうまい」

			「私も、ユウ様のお料理、すっごく楽しみです」

			「まあ、ぶっちゃけ素材がいいだけなんだけどね」

			　超手抜き料理だ。

			　サラダだってパック詰めのものだし。

			　二人は、醤油やマヨネーズ、ケチャップで好きに味付けして食べている。

			　俺の部屋でこんな食事をしていると異世界にいることを忘れそうになる。

			「あの、今度私に料理を作らせてください！」

			「おっ、おう」

			　少しためらってしまった。俺がこんな反応をしたのにはわけがある。

			　エフィルの料理はおそろしくワイルドなのだ。

			　弓で野鳥を仕留めて、羽を素手で剥ぎ取り、内臓を適当にぬいて焚(た)き火にぶちこむだけ。

			　そとはまるコゲ、中は生、味付けはゼロ。ぶっちゃけまずい。

			　緊急事態には頼りにしたい技能だが、余裕があるときに好んで食べようとは思わない。

			「ふう、美味しかった。マユキはまた馬車をひく」

			「あの、マユキちゃん。一緒に馬車を引きましょうか？」

			「いい、邪魔。マユキのペースで楽しくお散歩する」

			　食事を終えたマユキは、子ギツネの姿に戻って部屋を出て行った。

			　エフィルは、いまだに可愛い子ギツネ姿のマユキに馬車を引かせることに罪悪感があるらしい。

			「ああ見えてマユキは力持ちだし楽しんでいるから大丈夫だよ」

			「ええ、まあ、そうなんでしょうけど」

			　俺はエフィルを見て苦笑する。

			「俺たちも出発するか」

			「はい、今日も頑張ってレベルあげしましょう」

			　エフィルと共に森に繰り出す。

			　今日も楽しいレベルあげだ。

			「新しい装備にはなれたかな？」

			「はい、すっごく手に馴染みます！」

			　エフィルはポケットから俺がプレゼントしたナイフを取り出す。

			　エフィルの職業(クラス)である錬金術士(アルケミスト)の適性装備は二つ、杖とナイフだ。

			　それならばと、ナイフを購入してあげた。

			　錬金術士(アルケミスト)は生産職よりだから、イマイチ戦闘には向かない。魔法も戦闘用のものは魔力変換効率が落ちて辛いらしい。

			　その分、道具作りの際にはさまざまなメリットがあるようだ。

			　掲示板の連中は、エフィルに爆弾の調合や、拳銃の作成をさせている。

			　実際、Ａｍｏｚｏｎで買えるものでそれらは作れるらしい。

			　今は、ミリオタ無職を始めとした危ない連中が、至極まじめにエフィルの錬金術士(アルケミスト)技能を当てにしてＡｍｏｚｏｎで買えるもので異世界武器開発の研究をしている。

			「気に入ってくれて嬉しいな。実は俺の鉈(なた)と兄弟みたいなナイフなんだ」

			「ユウ様とお揃いなんて、嬉しいです！」

			　エフィルに装備してもらっているのは、オルタリア SP-2 エアフォース サバイバルナイフだ。

			　これも特殊な軽量カーボン素材を使った黒い刀身のナイフだ。

			　俺の鉈(なた)とは違い刀身が短い。

			　だが、その切れ味と頑丈さは特筆に値する。

			　兄弟と言ったのは、オルタリア社が作っているだけではない。

			　俺のオルタリア 18 ミリタリーマチェットは、アメリカ陸軍御用達の装備だが、エフィルのオルタリア SP-2 エアフォース サバイバルナイフは、アメリカ空軍の御用達だ。

			　信頼と実績、これらに勝るものはなかなかない。

			　ステータスも優秀だ。

			　

			アイテム名：オルタリア SP-2 エアフォース サバイバルナイフ

			武器種別：ナイフ

			重量：２５５グラム

			攻撃力：＋81

			耐久値：１３２０

			　

			　刀身が短い分攻撃力は落ちるが、俺のマチェットよりも軽量で取り回しが容易で、さらに耐久値が高い。

			　こいつもこの世界ではれっきとした魔剣だ。

			「すっごいですよ。樹の枝でも、魔物でもばっさり綺麗に切れて。こんなものを創りだしたユウ様って本当に素敵です」

			「まっ、まあな」

			　エフィルを突き放すために言った設定が大絶賛、俺の首を締めていく。

			　まあ、今のところ致命傷ではないが、いずれは訂正しないといけない。

			　そう、いずれは。

			「ユウ様と出会えてから全部順調です！　ユウ様の部屋にあるもの、ユウ様が召喚するもの、全部初めて見るものばかりで新鮮で！　それに狩りだってこんな強い武器があれば簡単に終わって、どんどんレベルがあがっていきます！」

			　彼女の言葉のとおり、武器の性能のおかげでかなりのパワーレベリングができている。

			　エルフである彼女は、かなり気配に敏感で、マユキに馬車を引かせている間も索敵ができ、とても助かる。

			　そして……。

			『エルフたんはぁはぁあ』

			『今日もいい魔法を見せてくれよ』

			『パンチラ、今日こそパンチラ！』

			　ネット民に美少女エルフのエフィルは大人気だ。

			　キツネ耳美少女のマユキの人気に匹敵する。

			　俺一人のときと、彼女たちのどちらかがいる時では視聴数のケタが違うのだ。

			　とくにエフィルの場合、魔法が使えて画面映えする。

			　やはり、魔法はみんなのあこがれだ。

			「その耳の機械から、外なる神々の声が聞こえているんですか？」

			「うん、そうだよ」

			　そして、俺も新装備を導入した。

			　ブルートゥースイヤホンだ。

			　信頼できる何人かの友人(ニート)にコメントの選択を任し、有意義なものはその場で音声読み上げツールで俺に届くようにしたのだ。

			　これがあるおかげで、闘いながらでもリアルタイムでコメントを聞ける。

			　何より、下(げ)衆(す)どものコメントをエフィルに聞かせないで済むのが大きい。

			「あっ、いましたよコボルド」

			「じゃあ、今日も狩るか」

			「はい！」

			　そうして今日も俺たちは狩りを続けた。

			　気が付けばレベルはもう11。思えば遠くに来たものだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　夕方になるころ、俺たちは馬車に戻った。

			　マユキが立ち止まっていた。

			　彼女は前を見ている。

			　その先には大きな街があった。

			「着いたの。ここがマユキたちの目的地。この周辺で一番大きな街……交易都市マナタマ」

			「そうか、ここから俺たちの伝説が始まるのか」

			　ギルドに登録して魔物を倒していく。

			　さあ、Ａｍｏｚｏｎの力を見せつけるとき！

		

	
		
			　

			第12話　日本語が伝わる仕組み

			　

			　昨日、夕方に街についたのはいいが、入場ができる時間をすぎてしまったらしく、結局馬車で一夜過ごすことになった。

			　その時間も無駄にはしない。古今東西職業ゲームという、趣味と実益を兼ねた遊びをしてすごした。マユキに作らせた全職業リストをもとにしたゲームだ。

			　今度、仲間を増やすときのために、きっちりと全職業の特徴を覚えたかったからだ。

			　翌日、馬車を近くの森に止めて、マユキ、エフィルとともに交易都市マナタマに入った。

			　マユキは人の街ということもあり、人の姿に変身している。

			「でかい街だなー」

			「このあたりじゃ一番大きな街、いろいろあって楽しめる」

			「人がたくさん、これが街なんですね。エルフの村とは大違い」

			　レンガ造りの建物が立ち並ぶ、いかにも西洋ファンタジーと言った町並みだ。

			　そこかしこに客を呼びこむ声があって活気に満ちている。

			「おっ、なんかうまそうな果物が。おじさん、これ生で食える果物かな？」

			「おうよ、今が旬で一番うまい時期だぜ。それに今日入ったのはとくにいいできだ」

			「なら、三個くれ」

			　好奇心が抑えきれずに、八百屋らしき店で、りんごのような赤い実を買う。

			　りんごに比べると一回り小さく、形もより楕(だ)円(えん)形(けい)だ。

			　クマの魔物、ムーン・ベアーを倒したときの懸賞金があるので少々の贅沢ならいいだろう。

			「あいよ、リモンなら、一つ三〇〇バルで、合わせて九〇〇バルだ」

			　俺は金を払ってりんごのような果物を受け取る。

			　残りの二つは、マユキとエフィルに渡す。

			「ユウ、珍しく気が利く。マユキ、嬉しい」

			「ありがとうございます！」

			　二人とも大喜びで、リモンにかぶりつく。

			　うん、うまい。

			　どこかりんごに似た味で、酸味がりんごよりもずっと強く甘さが控えめ。

			　だけど、この暑い気候だと身体に酸味が心地良い。あっという間に食べ終わる。

			「うまいよ、おじさん。この街はいいな、平和そのものって感じで」

			「剣聖ミツハ・クライムット様のおかげだ。三年前まで、この街はとある魔族に支配されていたんだ。でも剣聖ミツハ様が魔族を倒して救ってくれた。そしてようやくここまで復興した」

			　魔物は知っているが、魔族ってなんだ？

			　そう疑問に思っていると、マユキが耳元でささやいてきた。

			「魔族は知恵のある魔物の総称。魔物を統率する能力を持っている。かなりの強敵」

			　なるほど、今まで出会ってきた魔物は好き勝手やっているように見えた。しかし、魔族とやらがいれば統率され、効果的に動くのか。それは恐ろしい。

			　考えごとをしてぼうっとしていたので、店主が困った顔をしていた。慌てて口を開く。

			「そのミツハって人に感謝だな。外から来た俺が見てもいい街になったんだから」

			「だな。まあ、魔族に支配されていた名残はあって、たまに魔物がこの街を襲ってくるんだが、統率者がいないんで、そこまで怖くないんだ。剣聖ミツハ様には感謝してもしきれないぜ」

			　おじさんはにっこりと笑う。

			「一度会ってみたいな、ミツハって人に」

			「この街にいればいつか会える。剣聖ミツハ様は、魔族を倒したあと、この街を守るために定住してくださったんだ」

			「そうなんだ。じゃあ、会えることを楽しみにしているよ」

			　できれば、そんな強い人が仲間になってくれればと思ってしまう。

			　ぶっちゃけ、うちのパーティは色物ばかりでストレートに強い奴が一人もいない。

			　剣聖というぐらいだから、とんでもなく強いんだろうな。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「さて、どっかで昼飯を食べるか」

			　ひとしきり街の中を見て回ったら、いい時間になった。

			　ギルドに行く前に昼食を済ませておいたほうがいいだろう。

			「賛成、マユキ、もうお腹ぺこぺこ」

			「実は私も少し」

			　どうやら連れも腹をすかせているようだ。

			「せっかくだし、街で一番の店に入ろうか」

			「賛成！　美味しいもの食べたい」

			　俺の提案にマユキが真っ先に手をあげる。

			　エフィルも嬉しそうなので、問題ないだろう。

			　街を歩きながら、しっかりと評判のいい店を調べる。

			　さすがに、貴族御用達のお店は一見さんの俺たちには無理だったが、普段使いの中で厳選した店を見つけることができた。

			「ユウ、エフィル、早く行こう！　ごちそうがマユキたちを待ってる」

			　俺たち二人の手を引いて、マユキがはしゃいで歩き出す。

			『マユキちゃん、まじ天使』

			『料理より先にマユキちゃんを食べたい』

			『お兄ちゃんが口移しでごちそうを食べさせてあげるよ』

			　最近、エフィルばっかり映していたので、人の姿のマユキに、住民(外なる神々)どもは大はしゃぎだ。

			　今は、異世界の街観光ということで動画を垂れ流しにしている。

			　いつもの、魔物討伐実況と同じようにこういうのも需要があるらしく、再生数が伸びている。

			　俺の実況や掲示板は、もうそこら中で話題になっているようで、まとめサイトやｗｉｋｉが複数できていた。

			　そして、俺がいるのが本物の異世界かっていうのを本気で検証しているらしい。

			　俺としては喜ばしいことだ。話題になればなるほど再生数が増えて、収入が増える。

			　地球の金はどれだけあっても足りない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「いい感じの店だな」

			「ちょっと緊張しますね」

			「ごはん、ごはん♪」

			　俺たちが入ったのは、いわゆるドラ○エの酒場のような店だ。

			　なかなか、趣(おもむき)がある。

			　机や椅子など、何気ないものにも高級感があり、ピアノのような楽器の生演奏もある。これは、なかなか楽しめる。

			　メニューを見るが、何が書いてあるのかはわからない。

			「そういえば、マユキ。前から気になっていたんだが、どうして俺はこの世界で意思疎(そ)通(つう)ができるんだ？　掲示板や動画でも、住人たちにマユキやエフィルの言葉が通じてるし」

			　文字は読めないが、不思議と言葉が伝わるので今まで不便をせずに済んでいる。

			　さすがに、発音がまったく同じで文字だけが居世界基準なんてありえないだろう。

			『そこ、詳しく』

			『めちゃくちゃ気になってた件』

			『さあ、どんなファンタジー設定があるんだ!?』

			　住民たちも興味津々だ。

			「マユキや、この世界の人たちと意(い)思(し)疎(そ)通(つう)できるのは女神様の特典。そして、マユキたちの言葉が向こうの人たちに伝わるのは、すべての情報がユウを経由しているから」

			「俺を経由？」

			「そう、ネットはすべてユウを経由して地球に行く。そのときに情報がユウの頭で翻訳されてから伝わる。もし、ユウを通さなければマユキたちの言葉は画面の向こうに伝わらない」

			　なるほど。

			　つまり俺だけが翻訳チートを持っていて、通信で俺を経由するから動画を見ている連中にはちゃんと日本語を喋っているように見えるのか。

			『なに、その無駄に複雑な設定』

			『ああでも納得した』

			『ユウくんさんの翻訳じゃない生マユキちゃんの声が聞きたいです』

			『激しく同意』

			『ちょっと待て、今まで俺たちってマユキちゃんやエフィルちゃんをおかずにしてたよな。そしてこの新情報。これって>>1をおかずに――』

			『おうえええええ』

			『いったい、俺たちが何をしたって言うんだ』

			『神はいない』

			　一応、住民たちも納得したようだ。

			「お客様、ご注文はお決まりになられましたか？」

			　そんな話をしているとウェイターがやってきた。

			　そう聞かれても、そもそもメニューが読めない。

			　どうしたものか。

			『文字すら読めない>>1が赤恥をかく件について』

			『やだ、文字も読めない低学歴』

			『さすがにこれには、ちょろいんのエフィルちゃんも幻滅確定』

			　うるさいぞ、おまえら！

			　大丈夫、逃げる方法はある。

			「シェフお任せのコースで。ドリンクは俺には軽めのアルコール。連れの二人にはソフトドリンクを料理に合わせて頼む。予算は気にしない」

			「かしこまりました」

			　ウェイターが一礼して去っていった。

			『うまく逃げたな』

			『シェフ、おまかせｗｗ』

			『>>1の機転に痺れるぅぅ』

			　うるさい、海外ではこれが普通なんだよ。

			　一度、フランスに旅行に行ったときは「シェフのお任せコースをお願いします」というフランス語だけでグルメ旅行を乗り切ったこともある。

			　さて、異世界グルメ、めいっぱい楽しませてもらおうか。

			　まず、食前酒を楽しんでいると、やたら豪華なドレスを着た金髪の美女が隣のテーブルについた。

			　周りが彼女に注目する。

			　反応からして、すごい人なんだろう。

			　ドレスもゴージャスだが、体つきもゴージャス。ぼんっきゅっぼんって感じだ。

			　でも、なぜか彼女を見ているとトラブルの匂いがした。

			　関わらないように注意しよう。

			　そう思いながら、ウェイターが持ってきた前菜に手を付けた。

		

	
		
			　

			第13話　このステーキは出来損ないだ。食べられないよ

			　

			「なかなかいけるな」

			「マユキもこのお店、気に入った」

			「はい、お魚もお野菜も鮮度がよくて、満足です」

			　燻(くん)製(せい)にした赤い魚の刺し身、次に芋のポタージュ、自家製パン、貝の切り身をたっぷり乗せたサラダなど、コース式で次々に料理が運ばれてきた。

			　地球に比べると野菜は品種改良が進んでおらず、いまいち旨味に欠けるが、それでもちゃんと美味しい。魚介類はどれもレベルが高く、とくにサラダにたっぷりのった貝の切り身は、鮮度が抜群。まったく臭みもなくぷりぷりで、おかわりをしたくなってしまったぐらいだ。

			　そして、ついにメインディッシュ。

			　この世界にも牛がいるらしく、特製ソースをかけたステーキが出てくるようだ。

			　異世界のステーキ。どんな味がするんだろう？

			「お待たせしました。お客様、これがメインディッシュ。牛ステーキのアレンディソースがけです」

			　アレンディというのはこの店の名前だ。

			　店の名前をつけたメインディッシュということは、間違いなくうまい。心が躍る。

			『なんか、思ったよりつまんないな』

			『メニューに異世界っぽさがないよな』

			『もっと、謎肉とか謎魚とか出せよ』

			『そうだそうだ！　ドラゴンの尻尾(しつぽ)焼きとか！』

			　ネット住民(外なる神々)たちには不評だが、俺的には満足である。

			　食べ物であまり冒険はしたくない。

			「それじゃ、いただこう」

			　ナイフで切る。

			　あれ、なかなか切れない。

			　結構筋ばってるな。

			　ようやく切れた。断面を見ると白っぽい。

			　だめだ、俺の中でこのステーキへの期待感がなくなっていく。

			　口に含む。

			　ああ、やっぱり残念ステーキだ。

			　固くて、筋張った肉。それに熟成が十分じゃない。というか、そもそも、熟成をしているのかも謎だ。

			　牛の肉は温度管理された部屋に吊るし、丹念に世話をして熟成させ、ようやくうまい状態になる。こっちの世界ではそれが十分ではないのかもしれない。

			　焼き方もお粗末だな。塩を塗りこみすぎて辛いし、そもそも肉汁が抜け落ちている。

			「はむはむ、もぐもぐ」

			　マユキは無言で食べている。

			　エフィルも、美味しそうに食べているので、おそらくもっとうまい肉を知っている俺だけが楽しめないのだろう。

			「マユキ、俺の肉を食べるか」

			「食べる!!」

			　自分の分を食べ終えたマユキに俺の肉を差し出す。マユキはキツネ耳をピンっと立てて、美味しそうにステーキにかぶりついた。

			「ユウ様の口には、このお料理が合わなかったんですか？」

			「うん、ちょっとね。牛にはうるさいんだ。ちょっと、この肉はきついかな」

			「こんなに美味しいのに」

			　エフィルの言葉に苦笑する。

			　やはり、この子たちは本当のステーキを知らないのか。

			「このステーキは出来損ないだ。食べられないよ」

			　一度言ってみたかったセリフをつい言ってしまった。某グルメ漫画のセリフ。やばい、気持ちいい。

			「出来損ないですか？」

			「そうだ、焼く前の段階から失敗しているし、焼き方もよくない。これじゃ牛が可哀想だ。今度俺が本当の牛のうまさっていうのを教えてあげるよ」

			　ちょっと奮発していい肉を手に入れてご馳走しよう。Ａｍｏｚｏｎには牛肉も売っている。

			「ここの牛肉よりずっと美味しい牛肉なんてあるんですね、楽しみです！」

			　エフィルが目を輝かせる。

			「マユキも食べる！　絶対食べる。ユウ、絶対作って」

			　美味しそうに俺の分のステーキまで食べたマユキも、すごい乗り気だ。

			　まったくすごい食欲だ。

			　でも、微笑ましい。

			　しかし、そんな俺の喜びに水を差す声が耳元から響いてきた。

			『おい、>>1周りみろよ』

			『>>1が確実に地雷を踏んだ件』

			『リアルに、この料理は出来損ないだ食べられないをする>>1』

			『オイオイオイ、これは確実に死んだわ』

			　住民たちが騒ぎ始めた。いったいなにが起こったというのか。

			「お客様、当店自慢のステーキがお口に合わなかったみたいで」

			「ああ、本当の牛肉料理を知っている俺からするとちょっとね」

			　あっ、やべ。気分が〇まおかさんだったので、つい過激な発言を。

			　答えてからそちらを向くと、どうもウエイターがこちらのテーブルに近寄っていたみたいだ。周りの客もきっと、この店の常連なんだろう。溢れるアウェー感。

			　

			『さらに火に油を注ぐ>>1ｗｗｗｗ』

			『この>>1容赦ねええｗｗｗ』

			　

			「この店は、交易都市マナタナで一番と言われている店で、とくにステーキには自信があるのですが、それに難癖をつけられるのですか」

			「難癖じゃないよ。素直な感想を言っているだけだ。別に金を払わないって言ってるわけじゃない。まずいからまずいと言っている」

			「しかも、お客様は、この店のステーキよりもずっと美味しい、牛肉料理を作る約束を、お連れ様にしましたよね」

			　よく見るとウェイターのコメカミには青筋が浮かんでいた。

			『ウエイターマジギレ寸前ｗｗ』

			『いいぞ>>1もっとやれ』

			『今回から異世界放送はグルメバトルものになりました』

			　あっ、ちょっと楽しい。外野の声に自然と乗せられ、つい饒(じよう)舌(ぜつ)になってしまう。

			「ああ、いずれ彼女たちには、もっと美味しい牛肉料理を振る舞うよ」

			「そうですか、そうなんですか」

			　ウエイターは、ふてぶてしい俺の態度に戸惑い、おそろしく引きつった笑みを浮かべる。まあ、普通、こんなふうにすごまれたら客は委(い)縮(しゆく)する。今はたまたま、俺の中のや〇おかさんがハッスルしているだけだ。すると、厨房から一人の中年が包丁を持って現れた。

			「うちの特製ステーキにケチをつけた奴は誰だ！」

			　どうやら料理長らしい。

			　やれやれ、ろくな料理もできないくせにプライドだけは一人前だ。

			「俺だが」

			　他の客に迷惑をかけるわけにはいかないので素直に名乗りでる。

			「てめえ、ふざけやがって！」

			「何を怒っているのかわからない。そっちのウェイターもそうだが、俺はここのステーキがまずい、俺ならもっとうまい牛肉料理が作れると身内に約束しただけだ。怒鳴られる筋合いはないのだが」

			「いけしゃあしゃあと、なら、この場でうちのステーキよりうまい牛肉料理を作ってもらおうか！　できなきゃ、土下座しやがれ！」

			　料理長は包丁を俺に突きつける。

			　えっ、なにこの展開。

			　こんな展開が現実にあるだと!?　いろんな意味で驚きなんだけど。

			『キタァァ！　料理バトルキタァァァ！』

			『さて俺たちの>>1は当然勝負を受けるよな！』

			『>>1岡さんの勇姿を期待しています』

			　言われるまでもない、当然……。

			「できらぁぁぁぁああ！」

			「いい度胸だな」

			「俺がこの牛肉料理よりうまいものを作れなかったら、土下座でもなんでもしよう。だがな、俺がこれよりうまいものを作ったら、おまえは何をしてくれるんだ？」

			「なっ、にっ」

			「当然だろう。勝てば土下座を要求したんだ。当然、負けたときはそちらも対価を払う覚悟があるんだろうな」

			　料理長は言葉に詰まる。

			　まさか、自分が負けたときのことを考えてなかったのか。

			「お話にならないな。時間の無駄だ。さっさと厨房に戻れ」

			　やれやれだぜ。

			　……まあ、実際勝負をごまかすために今の話をふっかけたんだけどね。

			「……くれてやる」

			「へっ」

			「負けたら、この店をくれてやる!!」

			　料理長はよほど腹に来たのか、すっごいことを口走った。

			　住民たちはもちろん、この場にいた他の客たちも盛り上がる。そして――。

			「それでは、私が審査員をさせていただきますわ」

			　客の中の一人が声をあげた。

			「あなたは、クレファント町長の娘、リガーナ様」

			　ゴージャス美女の正体は、町長の娘か。

			　そりゃ、周りも注目するわな。

			「私が、マーランド料理長と、そこのあなたの料理を食べくらべますわ。そしてどちらが優れた料理だったか判定します」

			「俺も、審査員に立候補する。俺はヨハンナ商会の頭目、ヨハンナ・フォールマン。舌は肥えてるぜ」

			「なら、僕も立候補しようか。審査員が偶数じゃ勝負にならない。僕はマーテリッヒ大学の理事長ドリアナ・ウェストン。舌には自信がある」

			　あっという間に三人の審査員が決まってしまった。

			　ちょっと外堀埋まるの早すぎない!?　これ、どう見ても逃げられない流れだけど!?

			「では私、リガーナ・クレファントの名において、料理勝負の成立を宣言します。今から一時間後、この店で通りすがりの青年と、この街一番のコック、マーランド料理長の料理対決を開催いたしますわ。通りすがりの青年が負ければ、この場で土下座し一生下働き。マーランド料理長が負ければ、お店をこの青年に明け渡すということで！」

			　あっれえ、なんか負けたときのリスクが増えてる。

			　どっから一生下働きの話が出てきたんだよ!?

			「では、ただいまより材料の調達の時間ですわ。双方、悔いのないように！」

			　そうして、まさかの異世界での料理バトルが成立してしまった。

		

	
		
			　

			第14話　助けて、料理人の無職先生！

			　

			　勝負開始まで一時間しかないなか、俺はスマホを開いて掲示板をチェックする。

			　掲示板はいつの間にかpart4まで伸びていた。

			　

			【このステーキは】異世界に召喚されたけど、Ａｍｏｚｏｎとネットしかチートがないんだが【できそこないだ】part4

			　

			　掲示板のタイトルを見ると、もうさきほどの事件がネタにされていた。乾いた笑いが出る。

			　

			111：1◆0UYgwhZXLvwt

			たまにはごちそうを食べようと評判のレストランに言ったら、なぜか料理バトルになった件

			　

			112：名無しの無職

			どう見てもおまえが悪い

			　

			113：名無しの無職

			完璧に喧(けん)嘩(か)を売りにいっていた件

			　

			114：1◆0UYgwhZXLvwt

			ステーキがまずくて気が立ってた

			　

			115：名無しの無職

			現役料理人だけどアドバイスいる？

			　

			116：1◆0UYgwhZXLvwt

			超ほしい

			　

			117：料理人の無職◆/yjFd7fSrw

			わかった。ちょっとトリつける

			　

			118：名無しの無職

			>>117　なんか、名前の時点で矛盾してるぞ

			　

			119：料理人の無職◆/yjFd7fSrw

			>>118気にするな　で>>1よ。

			確認したいことが二つある。

			おまえの食った肉は筋張ってるし熟成もされてないクソ肉だったんだよな

			あとは、おまえどれぐらい料理できんの？

			　

			120：1◆0UYgwhZXLvwt

			>>119

			普通に自炊できるレベル

			　

			121：料理人の無職◆/yjFd7fSrw

			>>120。

			わかった、おまえの調理技術には期待しない

			いいか？　猿でもできる極上の料理を教えてやる

			だから余計な工夫は絶対するなよ？

			日本のメーカーの力を信じろ

			　

			122：料理人の無職◆/yjFd7fSrw

			まずはこれを買え

			まじでこの肉はやばい

			厳選 黒毛和牛 最高Ａ５ランク 雌牛限定 ギフト用 モモ バラ牛 すき焼き肉 １㎏（天然 竹皮 包装）

			Ａ５っていうのは、日本が定める最上級の和牛だけにつけられる等級だ

			あと、雌牛っていうのが重要だ。牛は雌牛のほうがずっと柔らかくてうまい

			で、こいつのいいところはサシが入りすぎてないところだ。でも赤身なのに箸で切れるほど柔らかく、しっかりと肉の味がする。包装が竹皮だから嫌な匂いもつかない

			で、これ売ってる問屋がすげえ名店なんだよ。最上の熟成をさせた肉を最上のタイミングで送ってくれる

			　

			123：1◆0UYgwhZXLvwt

			Ａｍｏｚｏｎすげえな、超高級和牛まであるのかよ!?

			　

			124：名無しの無職

			うまそう、俺もポチった

			　

			125：料理人の無職◆/yjFd7fSrw

			ぶっちゃけ、この肉を使った時点で負けはない

			が、今からこの肉を使った最高の料理を教えてやる。使うのはこいつだけだ

			これを……

			　

			◆　◆　◆

			　

			　掲示板を閉じる。

			　すげえ、料理人の無職。俺でもできる最高の牛肉料理を教えてくれた。

			　もう、負ける気がしない。

			　さっそく、Ａｍｏｚｏｎで和牛をポチる。

			　竹皮に包まれた最上の和牛が現れる。

			　竹皮をほどくと、あまりにも鮮やかで美しい牛肉だった。もう生でむしゃぶりたくなるぐらい。

			　さあ、これで周りの度肝を抜く料理を作ろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「逃げずに来たようだな。そのことは褒(ほ)めてやる」

			　一時間後に店に入ると料理長たちが腕を組んで俺を睨みつける。

			　店の中央に席が設けられており、審査員として立候補した町長の娘、大商会の主、大学の理事長と言った豪華な面(めん)子(つ)が並んでいた。この三人は楽しそうな表情を浮かべている。

			「どうして逃げる必要がある。むしろ、本当にあの条件で良かったのか？　俺は優しい。今なら、店を賭けるなんてバカな条件、取り消させてやる」

			　ぶっちゃけ、こんな店もらっても困るし。

			　そこはかとない罪悪感が。

			『意外に小市民な>>1』

			『正直>>1のことがよくわからない』

			『>>1が下働きになったら、俺がマユキちゃんとエフィルちゃんの面倒見るから安心して逝ってこい』

			　

			　実況を再開する。

			　こんなオモシロそうなイベント、放送しない手はない。

			「わしが負けるわけがない。小僧、一生こき使ってやるから覚悟しろよ！」

			　だめだ、同情する気が失せてきた。

			　もう、力いっぱい蹂(じゆう)躙(りん)しよう。

			「そっちこそ」

			　俺とマーランド料理長が睨み合う。

			「双方、材料の調達は終わったようですね」

			　町長の娘で、いろんなものがゴージャスなリガーナが最後の確認をしてくる。

			「俺は大丈夫だ」

			「わしも問題ない」

			　俺たちがそう言うと、リガーナは満足気に頷き、

			「それでは調理開始！　制限時間は三〇分ですわ！」

			　そうして、料理バトルが始まった。

			　厨房で、マーランド料理長は忙しく動きまわり、ステーキを焼く準備をする。

			　肉を切り、塩コショウになじませ、その間に特製ソースを作る。

			　それを見て、さきほど食べたステーキのことを思い出した。胡(こ)椒(しよう)と塩を塗りこむのが早すぎる。

			　塩は、肉汁を外に追い出す。胡(こ)椒(しよう)は事前に塗りこむべきだが、塩は本当に肉を焼く直前にかけるべきだ。じゃないとパサパサの残念ステーキになってしまう。

			　俺は椅子に座ってゆっくりと見学だ。

			「小僧、調理を開始しなくていいのか？」

			「俺の料理は五分とかからない」

			　そう、素材の味を活かすために最低限の調理工程でできる料理を用意したのだ。

			「そんな手抜き料理で勝負するとは、舐められたものだな」

			「手をかけるだけが料理じゃないさ」

			　ごちゃごちゃした調理など、素材の味をぶち壊すだけだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　調理開始から二〇分経った。

			　そろそろ俺も調理に入るか。

			　カセットコンロを取り出し、平べったい鍋をその上に乗せる。

			　さらに、今回の料理の中核になるものを取り出す。

			　それは、エバタすき焼のたれだ。

			　すき焼きのたれを鍋にそそぐ。

			　そう、俺が用意する料理はすき焼きだ。

			　市販のタレに最上級の肉を使うだけの料理。ぶっちゃけ素人の手作りの割りしたよりもメーカー品のほうがずっと美味しい。余計な手は加えない。

			　カセットコンロの火力を調整し、沸(ふつ)騰(とう)しない程度に抑える。

			　その間に、最高級Ａ５和牛の薄切りを皿に盛り付ける。

			　俺が用意した肉の美しさをみて、マーランド料理長をはじめとした連中が言葉を失う。見た目だけで周りを黙らせるだけの力がこの牛肉にはあった。

			　はっきり言って、素材の時点で勝負にならない。日本の和牛は、ただうまい肉を作る、そのためだけに長い年月をかけて品種改良された芸術。その芸術品である牛を育てる技術もまた超一流だ。

			　それに科学技術に裏打ちされた、旨味を最大限引き出す熟成を加えているのだ。

			　文明の遅れている異世界の牛肉で我に挑むなど片腹痛いわ。

			　肉の質の差が、圧倒的な戦力の差であることを思い知らせてやろう。

		

	
		
			　

			第15話　ＳＵＫＩＹＡＫＩ

			　

			「双方、料理は完成したか」

			「わしのほうは問題ない」

			「俺もできている」

			　調理時間が終わったあと、俺とマーランド料理長は再び、客席に戻っていた。

			　いつの間にか、ギャラリーが増えている。

			　この勝負の結果に誰もが注目している。

			「まずはわしからだ。わしの料理は、この店の看板料理。わしの人生そのもの、牛ステーキのアレンディソース」

			　マーランド料理長の弟子のコックたちによって審査員の前に皿に盛られたステーキが並ぶ。

			「いつもながら、素晴らしい腕前ですわね」

			「俺もいろんな店で食べてきたけど、これ以上の牛肉料理は見たことがないね」

			「この柔らかい肉に、旨味たっぷりのソース、嬉しくなっちゃうね」

			　この肉が柔らかい？

			　俺は頭に疑問が浮かぶ。

			　まあ、きっと彼らが知る中では柔らかい肉なんだろう。可哀想に、本当の牛肉を知らないんだ。審査員は黙々と料理を口に運び、食べ終わるとわいわいと歓談し始めた。

			「ふう、満足ですわ」

			「これはもう勝ちは決まったかな」

			「彼みたいな若造にこの味は出せないよ」

			　そして、口々にマーランド料理長を褒(ほ)める。

			　なら、その考えを正そう。

			「あなたたちほどの名士が本当の牛肉の味を知らないとは情けない。この俺が本当の牛肉というものを食べさせてあげますよ」

			　審査員たちが、半ば怒気を孕(はら)んだ顔で睨(にら)みつけてくる。食通を自称する彼らがプライドを傷つけられたのだから当然の反応だ。俺は指をパチンッとならす。

			『この俺がｗｗｗ』

			『本当の牛肉ｗｗｗ』

			『>>1岡さんが絶好調すぎる』

			　住民たちは今日も元気だ。

			　俺の指パッチンで、厨房からカセットコンロに乗った鍋とすき焼き用の肉が盛りつけられた大皿が、マユキとエフィルによって運ばれる。

			　審査員の前に鍋が置かれた。

			「鍋だけですの!?　あなた、私たちを相手にいい度胸ですわ!!」

			「さては、勝てないと思って逃げたな」

			「我々をバカにして無事で済むと思っているのか！」

			　予想どおりの反応で笑えてくる。

			「俺は至極まじめですよ。この料理はお客様の目の前で仕上げる料理。今、完成させましょう」

			　にっこりと微笑み、鍋の前に立ち、沸(ふつ)騰(とう)させないように温めた鍋に肉をくぐらせる。

			　料理人の無職が言っていた。温度が高すぎると肉のうまみが外に逃げてしまう。沸(ふつ)騰(とう)するかしないかの温度が最適、この温度なら肉汁が外に逃げずに火を通せる。そしてすき焼きでもっとも重要なのは火の通し方だ。

			　和牛なので、完全に火が通ったらだめだ。赤い肉が薄いもも色になるタイミングを狙う。その料理人の無職の言葉を信じ、肉がもっともうまくなる瞬間を狙う！

			　そう、今！

			　俺は肉を一〇数秒で引き上げ小皿に盛る。

			　そして三人の前に一切れずつ肉を出す。

			　卵には絡めない。すきやきのたれの味だけで楽しんでもらう。

			「ご賞味ください。これが俺の牛肉料理、ＳＵＫＩＹＡＫＩです」

			『キタァァァ、>>1さんの必殺料理(スペシヤリテ)キタァァァア』

			『超手抜きすぎてもう』

			『でも、すっげえ肉だよな』

			『わいにはわかるで、これはＡ５や最高級和牛や』

			『こんなん絶対にうまいに決まっている』

			『この時間にメシテロは勘弁』

			『異世界でＳＵＫＩＹＡＫＩとか>>1はよくわかってる』

			　さっきからコメントがうるさい。

			「こんな手抜き料理で私たちをからかって」

			「だが、なんだこの芳(ほう)醇(じゆん)な香りは」

			「この肉の美しい色……一口だけ、一口だけ食べてやる」

			　審査員たちが俺の、Ａ５和牛の特製すき焼きに手を付けた。

			　一口入れた瞬間目を見開く。

			　全員、顔を紅(こう)潮(ちよう)させ、ただもくもくと咀(そ)嚼(しやく)する。

			　食べ終わったあとは夢心地で、ぼうっと放心していた。

			「どうですか？　俺の牛肉料理、ＳＵＫＩＹＡＫＩは」

			　キメ顔で俺はささやいた。

			　すると、ようやく我に返ったのか目に焦点がもどった。

			　町長の娘、リガーナが最初に口を開いた。

			「わっ、わるくないわね」

			　すると、男二人もそれに続く。

			「まあ、若造とバカにしたが、マシな料理がつくれるようだな」

			「そうだね、まあ食べられないこともない味だよ」

			　あれだけだらしない顔をしておいて、白々しい。

			「そうですか、なら、もう肉は下げますね」

			　俺がそう言うと、マユキがやってきて皿に手をかける。

			「残りはマユキのごはん！　美味しいお肉、楽しみなの！」

			　マユキは鼻歌で大変ごきげんなようだ。

			　すると、リガーナがマユキの手を握る。

			　目が血走っていてそれなりに怖い。

			「もっ、もう少し食べてみたいわね。一切れじゃ味がわからなかったわ！」

			「そうだな、あの程度じゃ分からないよな」

			「僕もだ！　厳正な審査のためにもう少し」

			　大人気なく、マユキに詰め寄る。

			　マユキはひっと短く悲鳴をあげて皿から手を離して俺の後ろに隠れた。

			　可哀想に、目が血走った大人たちは子ギツネのマユキにはとても恐ろしいものに感じられたのだろう。尻尾(しつぽ)の毛が逆立っている。

			　マユキを怖がらせるなんてひどい奴らだ。なので、少し意地悪することにした。

			「いえいえ、もう結論が出てるんじゃないですか？　なんとか食べられる味で、若輩が作ったわりにはうまい、食べられないこともない料理ですよね？　そんなの一切れで十分じゃないですか」

			　俺がそう言うと、リガーナたちは顔を赤くして震えだす。

			　そして、何かを言おうとして躊(ちゆう)躇(ちよ)する。

			　

			『>>1岡さんまじドＳ』

			『和牛の力すげええ』

			『ちょっと俺異世界行って料理屋開いてくる』

			　

			「もっとちょうだい」

			「声が小さくて聞こえないな」

			「もっと、そのＳＵＫＩＹＡＫＩをちょうだい！　美味しいの！　こんな素敵な料理食べたことがないのよ！　お願いしますう！」

			「素直でよろしい、リガーナ様にはたっぷりと召し上がっていただこう」

			　リガーナの小皿をとり、さっそく肉に火を通し五枚ほど皿に盛りつけ、彼女に手渡す。

			　すると、上品さをかなぐり捨て、肉を貪(むさぼ)る。

			　まったく、なんてはしたない女だ。

			「リガーナ様、そんな小僧の料理がそこまで!?　嘘ですよね！　わしの料理が、そんな料理に劣るなんて」

			「ごめんなさい、もう、私、嘘をつけないですわ。彼の作る料理は最高よ。彼のＳＵＫＩＹＡＫＩに比べたら、あなたのステーキなんて、ケペロッパのうんこよ！」

			「わしの料理が、ケペロッパのうんこ!?」

			　マーランド料理長がその場でうなだれる。

			「残りのお二方はどうですか？　このままでは残りの肉すべて、リガーナ様が食べてしまう勢いですが」

			　冗談抜きで、全部リガーナが食べてしまいそうだ。

			「俺も、認める！　最上の肉だ。俺が今まで食べてきた牛肉はいったいなんだったんだ!?　もう、これ以上我慢できない。勝ちだ、君の勝ちだ。だから、だから俺にも食わせてくれええ！」

			「僕もだ、こんな肉を食べてしまったら、もう二度と、あんなクソ肉なんて食えないよ!!」

			　卑(いや)しい豚が二匹増えた。俺は苦笑して口を開く。

			「仕方ない、喰わせてやるよ」

			　そして、次々と肉に火を通す。

			　作るはしから、三人の豚どもに食いつくされていく。

			「美味しい、美味しいですわ。ぜんぜん、フォークがとまらない。口のなかでとろけますわ」

			「こんな肉があるなんて、知らずに死んでいたらと思うと、怖いよ」

			「生きていて良かった！　最高だ！」
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			『うわぁ、何この人たち（ドン引き）』

			『この街の実力者（笑）』

			『世界中の美食（笑）を食べ歩き、舌は肥えている（爆笑）』

			『もうやめて、マーランド料理長のライフはとっくにゼロよ！』

			『>>1岡さんの完全勝利じゃねえか』

			　

			　そう、もう誰がどう見ても俺の勝ち。エフィルはほっと胸をひとなでしていた。

			　しかし、もう一人の大事な仲間であるマユキは……。

			「あっ、あっ、マユキの、マユキの食べるぶんがなくなっちゃう」

			　キツネ耳をペタンと倒し、涙目になって恨めしげに肉を食い続ける三人を見ていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　肉がなくなったあと、ようやく審査員たちが正気に戻った。

			「では、結論を聞こうか」

			　審査員たちに俺は問いかける。

			　まあ、もう勝負の結果は明白だろう。

			　すでに、マーランド料理長は完全に灰になっている。

			　ごほんっと咳払いして、リガーナが口を開く。

			「勝敗は明確ですわ。満場一致で、あなたの勝ちです。あなたはこの店の権利を得ました」

			　外野から拍手が響き、この店のコックやウェイターたちが崩れ落ちる。

			　俺は苦笑し、勝負が始まる前から決めていたことを告げる。

			「勝てて嬉しいです。ただ、店の権利ですが、それはいりません」

			　俺がそう言うと、マーランド料理長が詰め寄ってきた。

			「貴様、わしに同情するつもりか!?　わしからすべてを奪っておいて、その上生き恥を晒せと言うのか！」

			　まあ、怒る気持ちもわかる。

			　成り行きだが、彼にはひどいことをした。

			「違います。俺はあなたを尊敬しているのです。糞(くそ)不味(まず)い肉をよくあそこまでうまくしたものです。その技術と努力は尊敬に値する。俺が勝てたのはいい肉を使った。その一点です」

			　肉の焼き方は、ちょっとあれだけど、文句無しにソースはうまかった。

			　それに牛肉料理以外は素晴らしいものが多かった。とくに貝のサラダはまた食べたい。

			「俺は、この店がなくなって、あなたの料理が食べられなくなることが悲しい。だから、権利を取り上げるなんてしたくない。その代わり、今度からただで飯を食わせてください。あなたのファンとしての最大のわがままです」

			　さて、料理長はどう出るか。

			　ここまで言ってだめなら、素直に店の権利をもらって売り飛ばすんだけど。

			　料理長は握りこぶしをつくり、そしてこぶしを解いた。

			「若造、おまえの言葉に甘える……そこまで言われちゃ悪い気はしない。いつでもわしの料理を食べにきてくれ。精いっぱいもてなす。それに、おまえの料理で目からウロコが落ちたよ。手をかけるだけが料理じゃないんだな」

			　そして、マーランド料理長は俺に握手をもとめてきた。

			　その手をにぎる。

			　すると、周りから拍手の音が響き渡った。

			　これで一件落着だ。

			『>>1岡さんがまるで真人間のように』

			『奴に人の心があるだと!?』

			『みんな騙(だま)されるな何か裏があるぞ』

			『マーランド料理長の熟れた身体を……』

			　黙れ、おまえら。

			　まあ、いろいろあったがこれで一件落着だ。

			　料理バトル実況もこれで閉じよう。

			　人が帰っていく。そんななか、リガーナが俺のもとにやって来た。

			「きょうの料理、素敵でしたわ。そんなあなたにお願いがあるの」

			「お願いですか？」

			「ええ、そう。一人の女の子を元気づけてほしいの。ずっと落ちこんだままで、見ていて痛々しいの。もちろん、褒(ほう)美(び)はしっかりだすわよ」

			　ゴージャスな女性に似つかわしくない、沈んだ表情でリガーナが言う。

			「失礼ですが、その女の子のことを聞いていいですか？」

			「ええ、いいわよ。その女の子は三年前この街を救った英雄、剣聖ミツハ」

			　その名前を聞いた瞬間、俺の鼓動が高鳴った。

		

	
		
			　

			第16話　剣聖ミツハ

			　

			　町長の娘であるリガーナに連れられて豪華な屋敷にたどり着いた。

			　さすがに町長の屋敷だけあって豪華だ。

			　レンガ造りの大きな洋館で、広大な庭がある。

			　そこで、一人の少女が木刀を振るっていた。

			　美しい型だ。俺のような素人でも、それが長い年月の鍛(たん)錬(れん)によって得られたものだとわかる。

			「精が出ますわね、ミツハ」

			「おかえりなさい、リガーナ。……今の私にはこれぐらいしかできないから」

			　ミツハと呼ばれたのは、銀髪の美しい一〇代後半の少女だ。スレンダーな身体で、まるで妖精みたいだった。

			　この世界の人間でこれほどの美少女は初めて見た。

			　どこか気品が見え隠れする。かなり育ちがいいのかもしれない。
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			「もう、いいですわ。無理しなくても。だってあなたはもう……」

			「わかっているわ。もう、私に剣はもてない。それでも諦められない。未練かもね。……今まで人生をかけて打ち込んできたものを捨てきれないの」

			　よくよく見ると、彼女のもつ木刀は、剣というよりも棒だった。いわゆるひのきの棒だ。

			　ミツハはひどく悲しげな笑みを浮かべた。

			「リガーナ、そちらの方々は誰かしら？」

			　ミツハはこちらを見て問いかけてくる。

			「あなたを元気づけるために呼んだ、お客様ですわ。とても素敵なお料理を作れる人なの。この人の料理を食べれば、ミツハも元気になれると思って」

			　リガーナの言葉に対してミツハは首を振る。

			「なんの取り柄もなくなった私なのに、仕事を回してもらって、屋敷に住まわせてもらっているだけで十分、その上でのごちそうなんて、とてもいただけないわ」

			「私たちは、あなたに助けられたことを感謝しています！　一生あなたに恩を返す義務が」

			「そんなものないのよ。私の仕事はあの魔族を倒したときに終わった。……これ以上、あなたの好意に甘えるのは辛いの。そろそろ、この屋敷を出るつもり」

			　そのセリフを聞いたリガーナは、はっと息を呑む。

			「あなた、魔族に目を付けられて、しかも剣も使えないのよ、死ぬ気なの!?」

			「なんとかするわ。くさっても私は剣聖で英雄なのよ」

			　はかない笑みを浮かべるミツハ。

			　俺たちは呆然と二人を眺めるしかなかった。

			　だめだ、まったく事情が呑み込めない。

			「あの、お二人で盛り上がっているところ悪いんですが、まったく事情が呑み込めないんだけど……」

			　俺がそう言うと、二人は顔を真っ赤にした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　リガーナに連れられて中庭にある屋根付きのテラスに来た。

			　そこに座ると彼女の使用人が紅茶を淹れてくれた。

			　お茶うけのクッキーも美味しそうだ。

			　さっそく、マユキがキツネ尻尾(しつぽ)を振りながら、ぱくぱくとクッキーを頬張っている。

			　マユキは相変わらず可愛い。見ているだけで癒される。

			「それで、事情を説明してくれ」

			　俺がそう言うと、二人が言葉をつまらせた。

			「言いにくいのだったら、別に構わない。料理も要らないらしいし、俺は帰るよ」

			　これ以上いても時間の無駄だろう。

			　今日はさっさと帰って明日はギルドに行こう。

			「ねえ、ミツハ。この人に話していい？　この人は不思議な力を持っているわ。もしかしたら、あなたのあれをなんとかできるかもしれない」

			「不思議な力？」

			「ええ、よくわからないけど不思議な道具を持っているし、この人の料理は、この世のものとは思えない食材を使っていたの」

			　すごく怪(け)訝(げん)な顔でミツハが俺の顔を見てくる。

			「まあ、いいわ。隠しても仕方ないし、一番知られたくない魔族たちには漏れている話だし。私から話すよ」

			　ミツハは苦笑し、ゆっくりと語り始めた。

			　一応、俺はカメラを操作し実況を開始する。

			　もしかしたらネット民の中に問題を解決できる奴がいるかもしれない。

			「私は剣聖として、三年前、この街を支配していた魔族アーシェバレットと戦った。厳しい戦いだったわ。最終的には勝ったの。でも……」

			　そこで、一度ミツハは会話を切る。

			「アーシェバレットは最後の力で私に呪いをかけた。私が振るった剣は、すべて折れてしまうようになったの。私の職業(クラス)は剣聖(ブレードマスター)。おおよそ、すべての近接職業の中で最強と言える職業(クラス)だけど、剣しか装備できないわ。剣が使えない剣聖は、ただの人と言うわけよ」

			　そう言えば、以前説明を受けたな。

			　この世界では、職業(クラス)を選ばないとレベルがあがらない。さらに適性武器を装備していないと、レベルの恩恵を受けられず、また適性武器を装備していない状態だと経験値を得られない。

			　つまり、ミツハはもう戦えない。

			　こんなの、どうしようもないじゃないか。

			『わりと簡単に解決できそうじゃね？』

			『呪いで剣が折れるなら』

			『呪いに耐えられる剣を』

			『使えばいいじゃない』

			　耳元のイヤホンから、住民たちの声が聴こえる。

			　珍しく神妙な顔で観戦していた住民たちがいいことを言った。

			「一度、呪いで剣がどうなるか見せてもらってもいいですか？」

			　住民たちの意見はもっともだが、その前にどういう折れ方をするか、見ておきたかった。

			「構わないわ。……といいたいところだけど、剣がないわね」

			「私が倉庫からとってきますわ」

			　リガーナが勢い良く立ち上がる。

			「やめておきなさい。剣だってタダじゃないわ。無駄遣いよ」

			「いいえ、少しでもあなたが立ち直る可能性があるなら、私はお金を惜しまないですわ。ミツハは私の英雄ですのよ」

			　そうして、リガーナは息を切らせて走っていった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「とって来ましたわ。これが私の街の兵士の一般装備の剣ですわ。いい剣でしょ？　わが街で作られた自慢の剣ですのよ」

			「どれどれ」

			　俺は目を凝らして、リガーナがもってきた剣を見てみる。

			　

			アイテム名：マラハナの剣（良質）

			武器種別：剣

			重量：２キロ

			攻撃力：＋33

			耐久値：３３２

			　

			　やだ、この剣弱すぎ。

			　重いし攻撃力がないし、耐久値も低い。

			　これで自慢の剣と言っちゃう、異世界の技術水準まじ怖い。

			　それに比べて、我が愛刀。黒の魔剣のいと素晴らしきことよ。

			　

			アイテム名：オルタリア 18 ミリタリーマチェット

			武器種別：剣

			重量：５９０グラム

			攻撃力：＋98

			耐久値：１２５０

			　

			　比べ物にならないぜ！

			「リガーナ、あなたには負けたわ。あなたの剣、使わせてもらう。見ていなさい。これが、私が受けた呪いよ」

			　ミツハはリガーナから剣を受け取り、そして剣を振るった。

			　すると、刀身が軽いもやに包まれて、振り切ったときにはぽっきりと折れていた。

			「ご覧のとおりよ。もう、二度とまともに戦えないわ」

			　俺は思案する。

			　ミツハが剣を振る様を注視していたが、あの黒いもやでダメージを受けて、耐久値がなくなって砕けているようだ。

			　そう、一瞬にして耐久値が消失するのではなく、ダメージを受けて削られているように見えた。

			「ああ、よくわかった。次は俺の剣を振るってくれ」

			　そう言って、俺は愛刀を渡す。

			　その剣をミツハはまじまじと見つめる。

			「なんて軽い剣、それに綺麗、この黒い刀身、魂が吸い込まれそう」

			「そいつで同じことをしてくれ」

			「いいの？　すごい名剣のように見えるのだけれど」

			「いいさ。英雄が再起できるかの瀬戸際だ。……それに多分だけど、俺の剣ならその呪いに耐え切れる」

			　自信をもって言いきる。

			　そんな俺の態度を見て、ミツハは覚悟を決めたようだ。

			　まあ、ぶっちゃけ折られてもそんな痛くないんだけどな。

			　六〇〇〇円ぐらいだし。

			　ミツハは頷き、俺のミリタリーマチェットを振るった。

			　さきほどのように黒いもやがミリタリーマチェットを包み、そしてガンガン耐久値が減っていく。

			　そして、ついにミツハがミリタリーマチェットを振り切った。

			　ミリタリーマチェットは無事だった。

			　

			アイテム名：オルタリア 18 ミリタリーマチェット

			武器種別：剣

			重量：５９０グラム

			攻撃力：＋98

			耐久値：６８０（１２５０）

			　

			　ただ、耐久値ががっつり減っている。

			　そう、呪いとは耐久値を減らすだけだったのだ。

			　おおよそ、五七〇。逆に言えばそれに耐えられる耐久値がある武器なら呪いに耐えられる。

			　剣を振り切った姿のまま、ミツハは目を見開いた。

			「私が、剣を、私が剣を振るえた」

			　彼女はひどく喜んだ声をあげる。

			　そして、その事実を確認するようにもう一振り。

			「ねえ、見てリガーナ。私、剣を振るえているわ」

			「良かった、良かったですわ。ミツハ！」

			　そして、もう一振りしようと……。

			「やめろ、もうやめろ、次は折れる」

			　俺は慌てて彼女を止める。

			　一発で耐久値を五七〇もっていく、ミツハの呪い。

			　それで俺の愛刀はもうボロボロ。次は確実に逝っちゃう。

			　さすがに愛刀の無駄死には嫌だ。

			　後ろから羽交い絞めにしてようやくミツハは動きを止めた。

			「その、ごめんなさい。はしゃいでしまって」

			「ああ、いいよ。折れる前だったし」

			「あと、その、それと、殿方にそんなふうに抱きつかれると照れるのだけど」

			「ごっ、ごめん」

			　俺は慌てて離れて頭を下げる。

			　お互い恥ずかしがって頭を下げて、それがおかしくて二人で笑った。

		

	
		
			　

			第17話　種明かしと勧誘

			　

			「よかったですわ！　ミツハ、これでまた戦えますわ」

			　町長の娘である金髪のゴージャスな女性、リガーナが目に涙を溜めてはしゃいでいる。

			　あれから、お互い冷静になってから屋敷の応接間に移動した。

			　陽が暮れてだいぶ暗くなってきたからだ。

			「ええ、私も嬉しいわ。また剣が振るえるなんて！　でも、どうしてあなたの剣は大丈夫なのかしら？」

			　不思議そうにミツハが問いかけてくる。

			「ずっと、剣を見ていてわかったんだが、ミツハが受けた呪いは剣を振ると武器の耐久値を減らすものみたいだ。俺の剣の耐久値なら二振りまでは耐えられる。三回振ると砕けるけどね」

			　この時代の剣では一振りで耐久値の減りに耐えきれず、敵に当たる前に砕けてしまうのだ。

			　減った耐久値は、鍛(か)冶(じ)職のスキルで直せるらしい。

			　実際に、ミツハが振ったことで減ったマチェットの耐久値は錬金術士(アルケミスト)である、エルフのエフィルによって最大まで回復していた。

			「むしろ剣を見ていれば耐久値の減りに気付いたはずだが、誰も気付かなかったことが気になるんだけど？」

			　俺がそう言うと、ミツハは苦笑する。

			「耐久値の減りが確認できるのは、鑑定スキルをもつ鍛(か)冶(じ)職か商人職ぐらいよ。剣を振っている最中に鍛(か)冶(じ)職の人に見せたことはなかったわ」

			　そういうものか。

			　少し納得した。

			『異世界人無能』

			『普通最初にそこを疑うだろう常識的に考えて』

			『一発で折れてりゃ減るっていう発想が出ないのも無理じゃない』

			『そもそも、どうして>>1は鑑定能力を持ってるの？』

			　耳元のイヤホンから聞こえる住民たちの言うとおりだ。どうして、遊び人(ドリーマー)の俺が、そんなものを見られるのだろう？

			　今まであたりまえすぎて疑問に思っていなかった。

			　今度確認しよう。

			「それにしても、この剣はすごいわね。今までどんな剣を使ってもだめだったのに」

			　剣聖(ブレードマスター)のミツハは不思議そうに俺の腰にぶら下がるミリタリーマチェットを見つめていた。

			「この剣は、特殊な素材と製法で作られているんだ。でも、逆に聞きたいんだが、この世界に魔法がかかった剣とかはないのか？　魔法で守られた剣なら呪いに耐えられたりできると思うんだが」

			「祝福や魔術付与(エンチヤント)がかけられた剣は存在するわ。でも、それはできないの。剣聖(ブレードマスター)特有のアビリティがあるのよ。魔法無敵結界(アンチマジツクフイールド)って言って、私の周囲の魔法はすべて常に無効になるの、だから、魔法攻撃に対して無敵な代わりに、魔法で強化されたものの恩恵も受けられない。……私にかけられた呪いはその守りを貫いてきたけどね。たぶん、かなり弱まっていてこれだけの力がある呪いなの」

			　俺は息を呑む。かなり弱まっても俺のミリタリーマチェットを三振りで壊してしまうのか。

			　本来の力が発揮されていれば、いったいどれほどの……。

			「これからどうする？　また戦うのか」

			「それは難しいわ。あなたの剣がないとだめというのは変わらないもの。でも、また剣が振れて嬉しかった。それだけでも嬉しいわ」

			　ミツハがそう言うと、町長の娘のリガーナが、口を開いた。

			「あなたのその剣、売ってくださらないかしら？　その剣の素晴らしさは理解しましたわ。言い値で買います」

			　と彼女は息を荒らげる。

			　だけど、俺はそこに関しては乗り気じゃない。

			　多分だが、異世界の金はいくらでも稼ごうと思えば稼げるのだ。Ａｍｏｚｏｎの商品の中で、こちらで売れるものはいくらでもある。

			　なら、欲しいのは権利。

			「金はいらない。二つ欲しい物がある」

			　俺はにやりと笑って告げる。

			『ミツハちゃんとリガーナ様の処女ですね分かります』

			『ミツハ「>>1め、この身体を自由にできても私の心まで自由にできるとは」』

			『ぱねえっす>>1さん。もちろん夜の実況もしてくれるんですよね（ゲス顔）』

			　誰がそんなもん要求するか！

			　突っ込みたくなるのを必死にこらえる。

			「いったい何を要求するつもりですの？」

			「一つ、この街で自由に商売をする権利だ」

			　そう、これが重要だ。

			　この規模の街だと商売をするのに許可が要るはずだ。小売店に商品を卸すかたちにすると足元を見られるし不便だ。

			　自由に商売がしたい。

			「この街で、その権利を得るのがどれだけ難しいかわかってるの？　この街で店を開く権利なんて普通なら年単位での申請待ちが必要ですわよ」

			「わかっているからお願いしている。ミツハの復活はその価値があるものだと思うが？」

			　えっ!?　そんなにハードルが高いの!?　っと内心で思いつつも、それを表に出すのはかっこ悪いのでそれっぽく振る舞ってみた。

			　ニートは、自分が勝てると思ったらひたすらつけ上がる性質をもっている。

			　今の俺も例外じゃない。

			「たしかに、ミツハがまた戦えるようになるのは嬉しいですわ……。いいでしょう。その条件を飲みましょう。もう一つの条件を言ってください」

			　俺はにこりと微笑む。

			「剣聖ミツハ、俺の仲間になってくれ。俺は女神にこの世界を救ってくれと言われているんだ。この剣も、この世界にあるものじゃない。はるか古(いにしえ)の時代に俺が作った古代宝具(アーテイフアクト)を召喚したものなんだ。世界を救う旅、あなたが仲間になってくれると心強い」

			『古代宝具(アーテイフアクト)ｗｗｗｗ』

			『はるか古(いにしえ)の宝具を召喚ｗｗｗｗ』

			『ちょっ、俺も古代宝具(アーテイフアクト)を召喚してくる！』

			『知らなかったＡｍｏｚｏｎがそんな凄まじいものだったなんて』

			『>>1さんの中二病が今日も冴え渡る!!』

			　表情筋が引きつる。

			　平常心だ、平常心。これぐらいの煽(あお)り、耐えて見せる。

			「……いきなりすぎて理解できないわ。それは本当なの？」

			「証拠に、俺の連れに女神の眷(けん)属(ぞく)がいる。マユキ、もとの姿に戻ってもらっていいか？」

			「わかった。戻る」

			　マユキは頷くと、キツネの姿に戻って、こーんっと鳴く。

			「この子……」

			「マユキは女神の眷(けん)属(ぞく)だ」

			　ノリでやったが、そもそもキツネに変身できたら、女神の眷(けん)属(ぞく)だと証明できるのだろうか？　むしろ魔物と思われても不思議じゃない気がする。

			　そんなことを考えていると、マユキがキツネ姿のままで語り始める。

			「剣聖(ブレードマスター)、聖に属するあなたなら、マユキの神聖な気が感じ取れるはず。ユウが言っていることは本当、ユウは魔王に立ち向かう運命を背負った英雄。ただ、まだ未熟。あなたが一緒に来てくれると嬉しい」

			　あれ、なんか、この駄ギツネがかっこよく見える。

			　しかも、かなり必死だ。

			『マユキちゃんぱねえ』

			『マユキちゃん優秀。>>1なんとかさんとは大違いだ』

			　住民たちも納得の芝居。

			「たしかに、あなたからは神聖な気が感じ取れるわ。……でも、無理よ。剣が振れるとは言っても、三回目で折れる以上、二回までしか振れない。私の剣は一撃必殺の剛剣。それでも、あまりにも……厳しい条件よ」

			「それさえ、クリアできれば問題ないんだな」

			「ええ」

			「なるほど、それぐらいならなんとかなる。今日はもう遅い。明日、秘策を授けるよ。それが納得できれば仲間になってくれ」

			　自信満々に言い切る。

			「わかったわ。もし、本当に戦えるようになるなら、私はあなたとともに行くわ」

			　ミツハも薄く微笑んでそう言ってくれた。

			　よし！

			　俺は内心でガッツポーズする。

			「ユウ様、そしてユウ様の仲間の方々、今日はこの屋敷に泊まってくださいな。精いっぱい、もてなさせていただきますわ」

			　そして、リガーナがぽんと手を叩き、嬉しい提案をしてくれた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　リガーナとミツハが部屋から去って行き、俺たちだけになる。

			　そして小さくガッツポーズ。強力な仲間が手に入りそうだ。しかも色物じゃない！

			「ありがとう。マユキの言葉で助かったよ」

			「うん、気にすることはない。別にユウのためじゃないの」

			　あれ、セリフがツンデレのテンプレなのに、まったくデレてないような。

			「まともな戦力が増えれば、マユキの生き残る確率が増える。ミツハは超欲しい」

			「ぶれないな、おまえは！」

			『マユキちゃん腹黒可愛い』

			『小悪魔キツネのマユキちゃんぺろぺろ』

			『むしろマユキちゃんを不安にさせるほうが悪い』

			『べつにあんたのためなんかじゃないんだから（本当にあんたのためじゃない）』

			　ほら、ネット民も呆れてるよ。

			「それより、ユウ。二回しか剣が振れない問題解決できるの？」

			「それな、思いつきで言っただけで、なんの手も思い浮かんでないんだ。これが」

			　マユキがゴミを見る目で俺を見てきた。

			　住民たちは爆笑している。

			　まあ、あとで掲示板でいろいろ意見を聞こう。

			　一人ぐらい、まともな意見を言うだろう。

			「というわけで、今日の実況は終わりだ。また、明日。あと掲示板の住人は意見を聞きにいくから、よろしくな」

			　そうして、今日の実況を終え、カメラを切る。

			　その後、リガーナの使用人に呼ばれ、夕食にお呼ばれすることとなった。

		

	
		
			　

			第18話　ミツハの力の使い方

			　

			　いつものように掲示板を開く。

			　いつの間にか、スレがpart9まで伸びているし、スレの一番目には、まとめｗｉｋｉや動画集へのリンクが貼られていた。

			　おもいっきり話題になっているし、関連サイトの増加も当然だろう。

			　ユアチューバーとしての収入も、数十万ぐらい見込めるほどの盛況ぶりだ。

			　タイトルがひどいことになっている。

			【腹黒子ギツネ】異世界に召喚されたけど、Ａｍｏｚｏｎとネットしかチートがないんだが【ロリ巨乳エルフ】part9

			　

			312：1◆0UYgwhZXLvwt

			動画を見ていた連中はわかるがピンチだ

			明日までに、二回しか剣が振れないという問題を解決しないといけない

			　

			313：名無しの無職

			>>1は俺たちに頼りすぎじゃね？

			　

			314：名無しの無職

			マユキちゃんのエッチな画像をくれたら考えてもいい

			　

			315：1◆0UYgwhZXLvwt

			しょうがないにゃー

			マユキが全裸で寝ている写真な

			あいつ、寝るときはいつも全裸なんだ

			http://www.dfoxp.org/upploda/www.dotup.org846334.jpg

			　

			316：名無しの無職

			>>315　イヤッホウゥゥゥ!!

			　

			317：名無しの無職

			>>315　キタァッァアア!!

			　

			318：名無しの無職

			>>315　マジで全裸じゃねえか。マユキちゃん可愛い

			　

			319：名無しの無職

			>>315　まさに天使の寝顔。はぁはぁ、うっ

			　

			320：名無しの無職

			>>315　たしかに全裸さ、全裸でエッチな写真さ。だけどさぁ（血涙）

			　

			321：名無しの無職

			1◆0UYgwhZXLvwtにはがっかりだ

			でも、子ギツネちゃんの寝顔が可愛すぎるので許す

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺がアップしたのは、子ギツネ状態のマユキの寝顔だ。

			　丸くなって、尻尾(しつぽ)をまくらにして眠るマユキは超プリティ。

			　本当に天使だ。キツネ可愛い。

		

	
		
			[image: p194.jpg]
		

	
		
			　

			◆　◆　◆

			　

			322：1◆0UYgwhZXLvwt

			さあ、約束だ。マユキの恥ずかしい写真をアップした。次はおまえらの番だ

			　

			323：名無しの無職

			くやしい。ドヤ顔の>>1にやりこめられるなんて

			　

			324：名無しの無職

			でもキツネ可愛いので従うしかねえ。でも次はロリエルフの恥ずかしい写真な

			　

			325：ミリオタ無職◆Fl1oLLcgPU

			ようやく俺の出番だな

			　

			326：名無しの無職

			>>325　ミリオタさん来たぁぁぁぁ

			　

			327：名無しの無職

			>>325　ミリオタさんが来たからにはもう安心だぞ

			　

			328：ミリオタ無職◆Fl1oLLcgPU

			方法は二つある。ミリタリーマチェットより強い武器を用意することが一つ目だな

			ミリタリーマチェットは、1095カーボン鋼っていう合金を使っているんだがな

			これはコストパフォーマンスがいいという前提で、素晴らしいカーボンだ

			だが、そこを度外視したら、もっと耐久値があるナイフはある

			五万十百錬狩猟剣鉈 240 青

			とかな

			　

			329：1◆0UYgwhZXLvwt

			すごいキレイな刀身だな。まるで日本刀だ

			　

			330：ミリオタ無職◆Fl1oLLcgPU

			こいつには、日達金属が開発した最強の素材、青紙スーパーって素材が使われてる

			はっきり言って他とは一線を画す性能だ

			切れて、ねばりがあり、長切れし、研ぎやすく、錆(さ)びない。そんな、相反した要素を全部もってるバケモノだ。その分、値段が張って五万ほどする

			　

			331：1◆0UYgwhZXLvwt

			たっか!?　俺のミリタリーマチェットが八本買えるじゃないか

			　

			332：ミリオタ無職◆Fl1oLLcgPU

			その価値はある。だけど、おそらく剣を触れる回数が二回から四回ぐらいに増えるってところだろうな。大差はない

			だから二つ目の方法をすすめる

			二回しか振れないなら、一〇本持っときゃ二〇回振れるだろ？　いわゆるサイドアーム（予備の武器）ってやつだ。軍なら常識だぜ

			しかも、ロリエルフは剣の耐久値を回復できるんだろ？　だったら二回振って、ぼろぼろになった剣は次々と投げ捨てて、耐久値を回復させればいいんだよ

			　

			333：1◆0UYgwhZXLvwt

			それだ！　それならローテしながら戦えるな！

			　

			334：名無しの無職

			僭(せん)越(えつ)ながら、ネットゲーマーの俺がアドバイスを

			何も前衛の仕事って敵を倒すだけじゃないよ。壁になってもらえればそれで十分なこともある

			例えば剣聖の女の子が剣を構えたら、まず振るわずに敵を足止めするだろう。そのあいだに後ろから釘打機で狙い撃ちすれば無傷で狩りができるわけ

			　

			335：1◆0UYgwhZXLvwt

			ミリオタ無職さん　>>334さん感謝する

			まずは、ミリタリーマチェットを八本ほど買う

			それで盾運用についても相談するよ

			ありがとう

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ふう、いい案が出て良かった」

			　俺は安(あん)堵(ど)の息を吐いた。

			　やっぱり、人数が多いと建設的な意見が出てくる。

			　文字でのやり取りというのがいい。

			　声だとどうしても埋もれてしまう。

			　さっそく、Ａｍｏｚｏｎで俺のと同タイプのミリタリーマチェットを八本購入する。

			　それが腰にぶら下げられる限界の数だ。

			　合計、五万円。手痛い出費だが、剣聖が仲間になるんだ。これくらいは必要投資だろう。

			　さあ、明日が楽しみだ。

		

	
		
			　

			第19話　いまさらながらスキルというものがあるらしい

			　

			「うっ、身体が痛い」

			　目を覚まして俺は伸びをする。

			　町長の娘でありゴージャスな金髪を持つリガーナの好意に甘えて、昨日は彼女の屋敷に泊めてもらったが、微妙に布団がしっくりこない。

			　こういう些(さ)細(さい)な道具に、異世界と地球との技術格差を感じる。

			　とくに枕は低反発のものに限る。馬車から持ってくればよかった。

			「むにゃ、むにゃ、ユウ、チーズもう一つ」

			　布団の中からマユキの声が聴こえる。

			　布団をめくると、マユキがいた。

			「男の布団に潜り込むなんて、はしたないぞ」

			　そう言いつつ、俺はマユキを撫でる。もふもふの毛は俺の手を優しく包み込み、暖かくてさらさらしていて、とても気持ちいい。

			　マユキは子ギツネ姿でまるくなって寝ている。大変プリティー。普段の小憎たらしい言動もすべて許せそうだ。

			　いつまでも、この寝姿を眺めていたいが、そろそろ朝食の時間だ。起きないと。

			　でも、やっぱり起こすのが可哀想なので、身支度をしてから彼女を抱っこして部屋を出る。

			　子ギツネ抱っこ。超きもちいい。

			「身体が痛いですー」

			　部屋を出ると、エフィルと出くわした。

			　エフィルは金髪ロリ巨乳のエルフ。しかしエルフのくせに科学大好きな錬金術士(アルケミスト)だ。

			「おはよう。エフィル」

			「あっ、おはようございます。ユウ様」

			「やっぱり、エフィルも寝辛かったか」

			「ユウ様の馬車にある寝具が快適すぎて、贅沢を身体が覚えちゃいました」

			　ぺろっと、エフィルが舌を出した。

			　彼女のために、適当に一番人気の布団セットを買ったのだが、気に入ってくれて何よりだ。

			「そろそろリビングに行こうか」

			「はい」

			　二人で頷きあって歩く。

			　すると、抱っこしていたマユキがもぞもぞと動き始めた。

			「ごはんの匂い」

			　どうやら、リビングに近づいたことで、朝食の匂いを感じ取ったらしい。

			　ぴょんっと俺の手の中から飛び降り、ぶるぶると身体を震わせたあと、その場で宙返りして少女の姿になる。

			「ユウ、エフィル、はやく行く。ご飯がマユキたちを待ってる」

			　可愛らしい子ギツネは今日もマイペースだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　リガーナが用意してくれた朝食を食べ終えたあと、俺たちは中庭に来ていた。

			　ここで、剣聖ミツハが再起できることを示せば彼女が仲間になる。

			　ミツハは銀髪でスレンダーな少しきつい印象を与える美少女だ。

			　そんな彼女がまっすぐに俺を見ている。

			「これが、俺が用意した答えだよ」

			　そういって、八本のオルタリア 18 ミリタリーマチェットが鞘(さや)ごとぶら下げられたベルトを渡す。

			「すごいですわ。あの魔剣が八本も。いったいどうやって用意したというの？」

			　リガーナが驚いた声をあげる。

			　そして、ミツハが問いかけてきた。

			「これは、どういう意味かしら？」

			「二回しか振れない剣も八本あれば一六回振るえる。一撃必殺のミツハの剛剣なら、一六回は十分すぎる数じゃないか？」

			　掲示板で教えてもらった運用法をドヤ顔で紹介していく。

			　一〇本にしたかったが、これが動きを阻害せずに持てる限界の数だった。

			「理屈はそうだわ。でも、さすがにこの数を身に着けるのは辛いわ」

			「そうでもないだろ。俺の用意した黒の魔剣は軽い。昨日振るってわかっただろう。六本でようやく、リガーナの用意した剣一本分の重さ。八本ぐらい、どうとでもなるはずだ」

			　ミツハは、はっとした顔で俺のほうを見て、ミリタリーマチェット八本がぶら下がったベルトを受け取る。

			　そして、腰に巻いた。カーボン素材はその軽さも大きな魅力の一つだ。

			「ええ、これぐらいなら全然だいじょうぶだわ」

			　そして、一本を引き抜く。素早く二回振った。振りきってから鞘(さや)に流れるまでの動きがひどく滑らか、そのまま二本目を抜(ばつ)刀(とう)しつつの攻撃。

			　剣の持ち変えのロスがほとんどない。

			「いける、いけるわ。これなら、戦える」

			「耐久値が減った剣は、戦闘が終わるたびに俺の仲間のエフィルが直すし、最悪戦闘の途中に渡せばその場で直すよ」

			「ええ、とてもありがたいわ」

			「あとは、剣聖(ブレードマスター)は防御力が高いし、絶対的な魔法耐性があると聞いている。俺たちの壁になってくれると嬉しい」

			　俺がそう言うとミツハは頷いた。職業特性については予習済みだ。これ以上、残念な仲間を増やさないようにすべて覚えた。

			「さあ、俺は八本の黒の魔剣と、錬金術士(アルケミスト)がいるパーティを差し出す。剣聖ミツハ、君が力を貸すための理由は他に必要か？」

			　そう問いかけると、ミツハは微笑し、手を差し出してきた。

			「私の剣をあなたに託すわ。よろしく、ユウ」

			　それは、彼女の所有物を託すという意味ではなく、彼女の剣の腕を言っているのだろう。

			「こちらこそ、よろしく」

			　そう言って俺たちは握手する。

			「それと一つ、お願いがあるのだけど」

			「なんだ？」

			「今から減った耐久値を直してもらうのだけど、その前に試し斬りをさせてほしいの。これだけの剣があるのだもの。振るだけじゃなくて、何かを斬らないと気が収まらないわ」

			　俺は苦笑する。まあ、その気持はわかる。

			「ああ、構わない」

			「ありがとう」

			　そして、ミツハは精神統一をした。

			　リガーナの使用人が現れ、鎧(よろい)を着せた木の人形が運ばれてきた。

			　さすが剣聖、試し切りの相手が金属鎧かよ!?

			「いくわ。剣聖のスキル。世界最速の抜(ばつ)刀(とう)術をお見せするわ。【斬月】」

			　ミツハが構える。そして抜(ばつ)刀(とう)状態からの横薙(な)ぎ。

			　辛うじて初速は目で追える。剣に黒いモヤがまとわりつく。だが、ミリタリーマチェットはそのモヤに耐えうる。そして、加速した剣は俺の目から消えた。そうとしか思えない速度。

			　ミツハが振りぬいた！

			　その瞬間、轟(ごう)音(おん)がして金属鎧が消し飛んだ。

			　切れたとか、そんな生ぬるいものじゃない。文字どおり消し飛んだ。

			「すごいな、これが剣聖か」

			　呆れるしかない。これならたしかに一六回あれば十分すぎる。

			　しかし、とうの本人も驚いていた。

			「なにかしらこれ？」

			　あれ？　本人すら首をかしげている。

			　そんななか、一人蚊帳の外、子ギツネ姿ですやすやと昼寝していたマユキが起き上がり、口を開いた。

			「呪いの力、呪いをまとった一撃は、ミツハの剣の威力を大きくあげてる。剣を一撃で壊すほどの呪いが、全部攻撃力に上乗せされてるの」

			　なんだそれ!?

			　完全に、魔族のやつ、やっていることが逆効果じゃないか。

			　まあ、剣聖の特殊スキル。全体魔法防御(アンチマジツクフイールド)で減(げん)衰(すい)した上で、さらに、地球の最先端技術で作られた剣でしか耐えられない呪いだ。こうなることを想定しろっていうほうが酷か。

			「そう、そうなの……驚いたわ。本当に驚いた」

			「まあ、良かったな。うん」

			　ミツハが仲間になったら、もう彼女一人でいいんじゃないかな。

			「この攻撃力があるなら……抜(ばつ)刀(とう)状態以外でも使える一撃必殺系のスキルを習得しておくわね」

			　そう言いつつ、彼女は腕を組む。すると、彼女の目の前に透明なウィンドウが現れた。

			「そうね、これにしておくわ」

			　そして、ポチッと画面を押すと彼女の身体が光った。

			「あの、ミツハさん、いったい何をされているんですか？」

			　俺はわなわなと震えながら問いかける。

			「スキルを取得したのよ。単発高威力の技は、抜(ばつ)刀(とう)術の【斬月】しかなくて不便だから、抜いた状態でも使える、単発高位力の技をね」

			　ちょっと、待て、そんなことでスキルを取得できるのか!?

			　俺、今までスキルなんて一つも獲ったことないよ!?

			　マユキの方を見る。

			　すると、マユキが顔を逸らして、毛(け)繕(づくろ)いを始めた。どこか動きがぎこちない。

			「マユキ、どうして教えてくれなかったのかな？」

			　キツネ耳がぴくっと動いた。

			「そっ、それは、ユウのためなの。自分で気付くことに意味がある、みたいな？」

			　疑問符を全開にしながら、マユキは苦しい言い訳をした。

			　完全にこいつ、教えるのを忘れてやがったな。

			　まあ、いい。とりあえずスキルをとろう。遊び人(ドリーマー)とはいえ、まともなスキルの一つや二つはあるだろう。

		

	
		
			　

			第20話　【ものまね】と【剣戟崩壊】

			　

			　エフィルがミツハから今回使った二本のミリタリーマチェットを受け取り、スキルで耐久値を回復している間、俺は遊び人のスキルをぼうっと眺めていた。

			　どうやら、この世界では職業の取得時にスキルポイントを一〇ポイントもらい、そのあとはレベルが上がるごとに一ポイントずつ加算されるらしい。

			　俺は11までレベルがあがっていたので、スキルポイントが二〇ポイントあった。スキルに応じて、取得に必要なポイントはさまざまだが、ポイントを消費してスキルを得るということは変わらない。

			　マユキが言うには、世界から祝福を受ける、特殊な称号を得る、とある木の実を食べる、そういった方法でもポイントは増えるが、まずありえないことなので無視していいという話だった。

			「にしても、見事に糞スキルばっかりだな」

			　遊び人(ドリーマー)のスキル一覧を見ながら、ため息をつく。

			　まともなスキルが見当たらない。

			　強いていうなら、

			　

			　鼻歌：周囲の敵を呼び寄せる　スキルポイント＞５

			　

			　ぐらいだ。これはレベル上げに便利だろう。だが、残りは。

			　

			　宴会芸補正：宴会芸に補正がかかりうけやすくなる　スキルポイント＞３

			　のどじまん：それなりに歌がうまくなる スキルポイント＞３

			　昼寝：どこでもぐっすり眠れる。疲れがとれやすい スキルポイント＞２

			　

			　などといった、おおよそ生きていく上で必要のないものばかりだった。

			　少し昼寝には興味はあるが。

			　だが、根気よく最後までスクロールすると、一つだけまともなスキルがあった。

			　

			　ものまね：目の前で使われた魔法スキル以外のスキルをコピーできる（ただし人間が使用できるアクティブスキルのみ）。ストックは三つまで、ただし消費魔力は一〇倍　スキルポイント＞20

			「これだ！」

			　

			　思わず声に出すほどに興奮してしまった。まさに俺のためだけに作られたスキル。

			「俺はものまねを取得する！」

			　高らかに宣言した。

			　すると、マユキがとことこと歩いてきた。

			「やめたほうがいい、それは地雷スキル。消費スキルポイントがすっごく多いから、それをとると、他のスキルがとれない。それに、コピーしたい強力なスキルは消費魔力が大きい。剣技だって、魔力を消費する。魔力に大きなマイナス補正がかかる遊び人なのに、消費魔力が一〇倍のスキルなんて、宝の持ち腐れ」

			　俺はその言葉を鼻で笑う。

			「何か忘れていないか、マユキ。俺は無限の魔力の持ち主なんだぜ!!」

			　いかに遊び人(ドリーマー)で大きなマイナス補正がかかろうが、無限の百分の一は無限なのだ。

			　そんな俺にとって消費魔力が大きくなろうが、まったく関係ない。

			「無限の魔力!?　たしかにそんな設定があった。マユキ、完全に忘れてたの。びっくり、まさかユウの無限の魔力が活かされる機会があったなんて……」

			　いつもどおり、マユキはナチュラルに失礼なことを言い出す。

			　まあ、俺は寛大だ。許そう。

			　そして、所持するすべてのポイントを消費し念願のスキル。

			　ものまねを取得した。

			「これで、俺は最強に近づいた」

			「……調子に乗らないほうがいい。魔法はコピーできなくて、無限の魔力は意味がないままだし、遊び人の低い攻撃力だと近接技も活かせないの」

			　俺の頬が引きつる。

			　言ってることは正しい。だが、まあ、そのあたりは武器の性能で補えるし、きっと大丈夫だ。

			　そんなふうにはしゃぐ俺にミツハがよってくる。

			「ものまねを取得したのね。なら、私のスキルをものまねしておく？　剣聖(ブレードマスター)はレア職だけあって、攻撃力の補正が多い技が多いわ。無駄にならないと思うけど？」

			「もちろん、お願いします！　手持ちスキルで一番火力が出せる技を！」

			　土下座しかねない勢いで頭を下げる。

			　すると、ミツハは思案顔になる。

			「剣聖(ブレードマスター)のスキルの中に、全近接スキルで最強の攻撃力を誇る技があるわね。私も取得しているわ」

			　なにそれ、すごく欲しい！

			「ください、僕に、そのスキルをください」

			「ものまねは実演が必須よね……そのスキルは代償系のスキルなの。【剣戟崩壊】。武器の攻撃力に応じた圧倒的な火力と引き換えに、一度そのスキルを使えば、剣士の魂である剣が砕けるの。剣士としては、そんなスキル絶対に使いたくないわね」

			「なら、なんでとった!?」

			　思わず突っ込む。すると、ミツハは苦笑した。

			「呪いのせいよ。どうせ一撃で砕けるなら、その一撃を活かそうと思ったの。でも、だめだったわ。呪いで剣が壊れるせいで、スキルが発動しなかったの」

			「そういうことか……でも、そのスキルってさ。俺が渡した黒の魔剣の攻撃力に、呪いの力がかぶさった状態で発動したら、どうなるんだろうな」

			　そう言った瞬間、ミツハがもじもじし始めた。

			　どうやら、この剣バカは、それを試したくて仕方がないらしい。

			「そっ、その、剣を無駄にする、こんなスキル、普段なら、剣士として、絶対に使いたくないのだけど、そ、そのですね。ユウにコピーさせるために、仕方なく、使ってもいいわよ。……壊した分の剣、もう一本くれるなら」

			「意外にちゃっかりしてるし、がめついな!?」

			　まともだと思ってた剣聖ミツハの評価がガタ落ちだよ!?

			　でも、そのスキルが欲しくもある。

			　普通の剣士なら、攻撃力が高い剣は貴重で潰すなんてありえないことだし、そもそもそれを使った瞬間に丸腰になる。

			　だが、俺の場合はいくらでも金が続く限り手に入る。しかもＡｍｏｚｏｎを使えばどんな場所でも一瞬でだ。

			「わかった。減った分の剣はまたあげるから、俺にコピーさせてくれ」

			　そう言うと、ミツハが頷いた。

			　必死に隠そうとしているが、喜びが隠しきれてない。

			　また、リガーナの使用人が鎧(よろい)を持ってくる。

			　ミツハがミリタリーマチェットを引き抜き、上段に構える。

			「【剣戟崩壊】！」

			　そして、振り下ろした。

			　俺はモノマネを起動して、スキルのコピーを始める。

			　呪いの黒いモヤと、赤いモヤが絡みあう。

			　金属鎧に剣が触れた瞬間、爆音がした。

			　一瞬の抵抗も見せずに鎧(よろい)を消滅させ、そのまま剣は地面に激突。

			　土が吹き飛び、巨大なクレーターができる。

			　この場にいる全員が呆然とする。

			　なんだ、この威力!?

			　冷静に考えれば納得はいく、なにせミリタリーマチェットは超攻撃力。そこに呪いと【剣戟崩壊】の性質である武器の攻撃力が高いほど大きな補正がかかるというものが合わさった。

			　もちろん、剣聖ミツハ本人の力もあるだろう。

			「ここまで、私の剣がここまで……」

			　ミツハ本人もあまりの驚きで取り乱しているようだ。

			　彼女の手の中で、ミリタリーマチェットが灰になる。

			「すごすぎて、笑うしかないな。でも、ありがとう。スキルがコピーできた」

			　

			剣戟崩壊：適性装備状態で使用可能。武器の破壊と引き換えにその武器の攻撃力に応じた破壊力を得る

			　

			　頭の中にスキルの説明が浮かぶ。

			　そして、その説明で一つの確信を得た。

			　条件は、剣ではなく〝適性装備〟。

			　剣聖限定スキルであれば、剣を捨てるしかないのだろうが、もし俺なら？　【剣戟崩壊】を剣以外でも使える。

			　Ａｍｏｚｏｎで素早く、適当に安いエアガンをポチる。

			　

			「【剣戟崩壊】」

			　

			　スキルを発動し、トリガーを引く。

			　力が吸われる感覚。そうか、これが魔力を消費するってことか。

			　ＢＢ弾が、赤い光をまとって吐き出され、岩にあたりインパクトの瞬間に破裂した。

			　俺はにやりとする。

			　そうか、やっぱり。

			　壊れるのは弾丸のほうだ。銃本体は無事だ。

			　そのことを確認したかった。いきなり高価な釘打機(ネイルガン)を壊すかもしれない実験はできない。

			　さあ、次は本番だ。

			「みんな、見てくれ。これが新たな俺の力だ」

			　俺が取り出すのは相棒にして、メインウエポン。

			　ＨＩＲＬＹ ヒルリイ ＤＸ１７０ ガス式　ネイルガン だ。

			　俺は釘打機(ネイルガン)を構えトリガーに指をかける。

			「【剣戟崩壊】」

			　適性装備と認識された釘打機(ネイルガン)から吐き出された釘に、赤いエフェクトがかかる。

			　さきほどと同じように大きな岩を目標にして釘が飛ぶ。

			　ぶつかった瞬間、釘が爆発する。岩がえぐれ、風穴が開く。

			　これはすごい。

			　さらに、トリガーを押しっぱなしにして連射。

			　一発一発、ごっそりと魔力が持っていかれるが、無限の魔力を持っている俺にとってはまったく痛くない。

			　どごん、どごん。

			　無数の爆撃痕が大地に刻まれる。

			　遊び人の【ものまね】と剣聖の【剣戟崩壊】のコンボ！　こんなの俺しかできない。

			　俺だけの力だ！

			「よし、想像どおり！　どうだ！　すごいだろう!!」

			　ドヤ顔で俺は、みんなを見る。

			　すると、目を輝かせるエフィル、呆れ顔のマユキ。そして、苦笑いするミツハに、怒りに肩を震わせるリガーナがいた。

			「すごいですわ。たしかに、すごいですけど、ここまで庭をメチャクチャにするなんて、ひどいですわ!!」

			　たしかにそうだ。

			　そのあと、俺はたっぷりリガーナに絞られた。

		

	
		
			　

			第21話　ダンジョン実況

			　

			　その後、昼食を済ませた俺たちはリガーナの馬車に揺られていた。

			　これから、ダンジョンに行くのだ。

			　パーティとしては初めてのダンジョン探索。

			　ミツハはさすがに剣聖(ブレードマスター)であり、英雄ということもありレベルが40もある。

			　だが、それに比べて俺たちは全員レベル11。

			　はっきり言って足手まといだ。

			　それを解消するために、高レベルのダンジョンでパワーレベリングを行うことになった。

			　護衛として、レベル20近い戦士たちも一緒だった。

			「ユウ、エフィル、マユキ。そろそろ着くわ。みんな気を引き締めて」

			　一〇代後半。少しキツメのスレンダーな美少女、剣聖ミツハは俺たちに声をかける。

			「ダンジョンなんて初めてで、緊張します」

			　金髪ロリ巨乳のエルフ。錬金術士(アルケミスト)のエフィルは、言葉のとおり身体を小さくしていた。

			「エフィルは気にしすぎなの。ミツハがいればたいていのことはなんとかなる。もーまんたい」

			　そして、キツネ耳美少女のマユキは珍しく人の姿で俺の膝の上に座っていた。

			　俺は苦笑する。

			　全員フル装備だ。ミツハは八本のミリタリーマチェットを腰にぶら下げ、俺と同じ防刃チョッキを身にまとっている。

			　軽い上に、圧倒的な防御力をもつ防刃チョッキを見て彼女は驚いていた。

			　そして、エフィルは杖とシースナイフ。

			　俺はメインウェポンに釘打機(ネイルガン)、サブにミリタリーマチェット。そして火炎瓶を五本ほど持っていた。

			　火炎瓶は作り方をエフィルに教えて作ってもらった。

			　鑑定でみると、エフィルが作ったほうが威力があがっていた。錬金術士が作った武器は補正がかかるらしい。

			　それを掲示板で相談すると、ミリオタ無職さんがＡｍｏｚｏｎの購入物品で作れる高威力な爆弾や、お手製拳銃の作り方を有志で研究すると息巻いていた。

			「エフィル、火炎瓶、ありがとうな」

			「いえ、楽しかったです！　火が燃え続ける理屈、興味深いです！　古代文字が読めたらもっと勉強できるんですが、悔しいです」

			　古代文字と言っているのは日本語のことだ。

			　最近、中学校の化学の教科書を彼女に渡して読んでもらっている。字を勉強し、絵を見て内容を推測しているようだが、それはそれで楽しいようだ。

			　錬金術士(アルケミスト)の彼女が真価を発揮するのはもっと後だろう。

			　そして、ついにダンジョンにたどり着いた。

			　ちなみに、今はパーティを組んでいる。

			　パーティについてもいろいろ勉強した。パーティを組むとパーティ内で経験値が分配される。ただ、レベルが高いほど分配が大きいらしいし、止めをさしたものにも多めに経験値が入る。

			　さらに、マユキはパーティを組めない。なので、俺とエフィルのレベルが上がるまでは、この二人でパーティを組むことにした。レベルが上がればミツハともパーティを組もう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　みんながダンジョンに入っていくなか、少し距離を取ってカメラを起動する。

			「おまえら、今日の実況を始める。今日はダンジョンでのレベル上げだ」

			　俺がそう言うと、人が集まり、コメントが流れ始めた。

			　耳につけているイヤホンから、とある人が取捨選択したコメントが音声読み上げソフトで流れてくる。

			『うおおおぉぉぉダンジョン来た!!』

			『今日もロリ巨乳エルフの乳が揺れるぜ！』

			『おっぱいおっぱい』

			『所(しよ)詮(せん)素人よ。通はマユキちゃんの揺れる尻尾(しつぽ)を楽しむ』

			『姫騎士さん、クッ殺期待しています』

			　住民たちは今日も元気だ。

			　実況が開始されたことを確認して俺は駆け足でみんなに追いつく。

			「全員、松明(たいまつ)の火は絶対に絶やさないこと。気をつけて」

			　先頭を歩くミツハが声をかけてくる。

			　洞窟は日の光が差し込まない。

			　松明(たいまつ)の火が生命線だ。暗闇の中で魔物に襲われたらひとたまりもない。

			　俺はスマホを開き、Ａｍｏｚｏｎで商品を購入する。

			　松明(たいまつ)を地面に落とし、火を消す。

			「いったい、あなたは何をしているのかしら？　死にたいの！」

			　ミツハが怒声をあげる。

			　そんななか、頭にベルトで固定するタイプの懐中電灯をつけてスイッチをオン。

			　松明(たいまつ)よりも明るく、しかも遠くまで照らす光が出た。

			　うん、使える。

			　あと三つほどポチって、マユキ、ミツハ、エフィルにも渡す。

			　悪いが護衛役の人たちは有事のとき以外には戦わないので購入しない。

			　それなりに高いのだ。

			「こっちのほうが明るいし、両手が使えていいと思うよ」

			　ミツハが顔を赤くして、ぷるぷる顔を震わせる。

			「わかったわ。そっちのほうが便利そうね」

			　だが、素直にライトを受け取り、その利便性に感動する。

			　素直なのはいいことだ。

			『ナチュラルに人を怒らせる>>1』

			『これがニートのコミュ力よ』

			『剣聖「松明(たいまつ)をｒｙ（キリッ）」』

			『地球の科学は世界一！』

			『頭にライトを着ける姫騎士ｗｗｗ』

			　住民たちは、いつもどおり適当なことを言っている。

			「両手を使えるのはたしかに大きいわね」

			「はい、片手で戦うのは怖いです」

			「マユキは、暗くても見えるからどっちでもいい」

			　そして再び探索を始める。

			「敵、来る」

			　マユキが短く言う。

			　キツネのマユキは、耳と嗅覚が鋭い。

			　誰よりも早く敵を見つけることができる。

			　全員が身構える。

			　すると、正面の角から魔物たちが飛び出した。

			「ガウウウウ！」

			「グルァァァ」

			　現れたのは、三匹の魔犬。

			　目を凝らすと、彼らの情報が見える。

			【ハウンド・ドッグ　レベル21】

			　超高レベルモンスターだ。

			　ミツハ以外は一瞬で惨殺されそうな強さ。

			　そんななか、前衛のミツハが真っ先に飛び出す、先頭のハウンド・ドッグを一撃で真っ二つにし、返す刃で二匹目を粉砕。

			　三匹目を、盾で受け取る。

			　その盾は俺がプレゼントしたもの、ミリオタ無職の案を取り入れて冗談のような性能を獲得した盾だ。

			　

			アイテム名：皮の盾・エフィル改

			武器種別：盾

			重量：３・５キロ

			防御力：＋４５０

			耐久値：２３００

			　

			　当然、この盾はただの皮の盾ではない。

			　リガーナに用意してもらった皮の盾をエフィルが改造したものだ。

			　皮の盾の間に、一枚１・５㎏の二枚の防弾プレートを挟み込んでいる。

			　

			防弾プレート ２・５㎜厚＋ピストルランヤード　ミルスペック 人民解放軍 人民武装警察 支給品装備

			　

			　この防弾プレートは拳銃の弾丸を受け止めるほどの性能がある。

			　商品名にあるとおり、某国の軍で大活躍している逸品だ。一枚一万円で買えてコストパフォーマンスも優れている。

			　本来は防弾チョッキに差し込むものだが、それを二枚重ねて、皮で覆って片手盾にした。

			　ミリヲタ無職の話ならライフル弾すら確実に耐えるという、ふざけた強度になるらしい。

			　それが、エフィルの錬金術士(アルケミスト)補正を受けて、さらに強度を増している。

			　たかが犬っころの突進、軽く受け止められる。

			「きゃうん」

			　ハウンド・ドッグが、悲鳴をあげてひっくり返る。

			　ミツハは容赦なく、ひっくり返った犬を盾で押しつぶすようにして押さえつけた。

			『ちょっ、あの特殊部隊がもってそうな盾ｗｗ』

			『姫騎士さん、装備が鉈(なた)に防刃チョッキに暴徒鎮圧用の盾って』

			『ファンタジー感「あのいい加減、私に仕事をください」』

			『いったい>>1とその仲間はどこに向かっているのかｗｗ』

			　そのあんまりな剣聖(ブレードマスター)は、きりっとした顔で口を開いた。

			「ユウ、後は任せたわ」

			「任せろ!!」

			　俺は彼女のもとにいき、身動きがとれないハウンド・ドッグのコメカミに釘打機(ネイルガン)を押し当てる。

			　そして……。

			「【剣戟崩壊】！」

			　出し押しみせずに、必殺のスキルを使う。

			　なにせ、釘を使い捨てにすることに何のためらいもない。さらに魔力は無尽蔵。

			「きゃうんっ」

			　一撃目でハウンド・ドッグのＨＰは七割ほど減り、二発目で青い粒子になって消える。

			　さすがに、このレベル差じゃ一発では無理か。

			　それでも、二発で倒せるということが恐ろしい。

			「まず、一匹目だな。ありがとう、ミツハ」

			「どういたしまして……。この剣も盾も恐ろしい性能ね。古代宝具(アーテイフアクト)。凄まじいわ」

			　ミツハが興奮と、恐怖の入り混じった声で告げる。

			　もちろん、住民(外なる神々)は爆笑コメントを裏で垂れ流している。

			「さあ、じゃんじゃん行こう。この調子で一気にレベルあげだ」

			　そうして、危なげなくレベルあげを進めていった。

			　複数で敵が現れた場合には、ミツハが一匹だけ残して瞬殺して、その一匹を盾で押さえつける。そうして身動きができなくなった敵を、俺かエフィルが一方的に殴るという寸法だ。

			　エフィルは火力が低いので、俺が倒せる寸前まで削っている。

			　そうして、丸一日たったころには、俺とエフィルのレベルは18にまであがっていた。

			　これを繰り返せば、すぐに高レベルになっていくだろう。

			『血湧き肉躍る冒険「私の出番まだですか」』

			『>>1さんの華麗な寄生虫レベリングに俺たちは言葉もありません』

			『ファンタジー感「私のことも忘れないでください」』

			『逆に斬新すぎる>>1さんの旅、私尊敬します！』

			　そうして、住民たちにも大好評のうちに今日の探索は終わった。

			　うるせえ、誰が好き好んで危ない橋なんか渡るか！

			　っと、こころの中ではしっかり叫ぶ俺だった。

		

	
		
			　

			第22話　平穏と休日

			　

			　今日は久しぶりの休日だ。

			　二週間ほどのダンジョン探索で、ついにレベルが30にあがった。

			　実況動画のほうも順調だ。再生数がうなぎのぼり。

			　ただ、問題がないわけではない。

			　いろいろなものを購入し、使った金額はすでに五〇万円ほどになっていた。

			　俺の貯金では足らない。

			　引き落とし前ギリギリに、ユアチューバーの収入がざっと一〇〇万程度振り込まれる予定だから助かったが、予算は大きな問題だった。

			「サブカードのほうは上限が低いからな」

			　今は限度額いっぱい使ったメインカードではなく、サブのクレジットカードを引き落とし先に登録している。

			　そっちの限度額は三〇万。

			　クレジットの清算が終わるまではそっちでしか買い物はできない。

			　なぜ、そこまで追い込まれているかと言うと、二つ理由がある。

			　町外れに出て、実況を開始する。その原因の一つを見に行くためだ。

			　最近、ダンジョン探索ばかりでマンネリになっているので、今日は変わり種の実況だ。

			「エフィル、今日の実験は順調か？」

			　そこにいる俺のパーティメンバーの一人に声をかける。

			「はい、今から一発いきますから、見ていてください」

			　科学大好きエルフ、金髪ロリ巨乳のエフィルが輝かんばかりの笑顔でこっちを見ている。

			　手には、怪しげなポリ袋。

			　彼女が作っているのは爆弾だ。

			　いざというときのために、爆弾づくりをエフィルに頼んでいた。

			　ミリヲタ無職にレシピをもらって、材料を購入しエフィルが作ったのは、アンホ爆薬。別名を硝安油剤爆薬という。

			　現代では材料が手軽に手に入り、生成が楽で安価ということもあり、ダイナマイトの代わりに使われているらしい。

			　実際材料が、硝(しよう)石(せき)が含まれている化学肥料と軽油が主だから、簡単に手に入る。

			「見ていてくださいよ。やっと納得できる起爆装置ができたんです！」

			　とてとてとてとポリ袋をおいてエフィルが駆け寄ってくる。

			　数十秒後、轟(ごう)音(おん)が鳴り響く。

			　火の粉を飛ばしながら、ポリ袋に詰められたアンホ爆薬が爆発する。

			　さすが、ダイナマイトの代わりに使われるだけはある。

			　あんなものを喰らえば、木(こ)っ端(ぱ)微(み)塵(じん)だ。

			　錬金術士(アルケミスト)の補正があるにしても凄まじい。

			「すごいでしょう、ユウ様。これに金属片を大量に混ぜ込めば、もっともっとすごい爆弾になるんですよね。今度作ってみます！　楽しみですね！　ああ、そうだ。今度ユウ様が爆発させてください。適性装備扱いで補正がかかって、もっとすごい爆発になると思うんですよ！」

			「おっ、おおう」

			　若干引く。

			　セリフと表情がやっていることの凶悪さと合ってない。
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			『すげえ爆発』

			『リアルイ○ナズン吹いたｗｗｗ』

			『俺さ、今までのこのロリエルフが一番まともだと思ってたんだ』

			『もとから片(へん)鱗(りん)はあった』

			『かなりのサイコちゃんだな』

			『でも、この笑顔で人を殺せそうな感じ、嫌いじゃない、嫌いじゃないわ』

			『ナイス爆裂！』

			　住民ですらドン引きさせるエフィルさんすげえ。

			「ごほんっ、まあ何はともかく爆弾の開発、成功おめでとう。今から店を覗いてから飯を食いにいくけど、エフィルも一緒にいこうぜ。奢(おご)るよ」

			「素敵ですね。いつもの店ですか」

			「そうだ、あの店だ」

			　例の料理勝負をした店。あれから、よく食事をしていた。

			「わかりました。行きます。ただ、今の結果をすぐにレポートにまとめたいので、直接店で合流しましょう」

			「了解、待ってるよ」

			　そうして、俺はエフィルと別れた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺は、店に行く。

			　そこは街の一角にある俺の店だ。

			　ただ商売をする権利が欲しいと言っただけなのに、リガーナが気を利かせて店まで用意してくれた。ミツハのためなら安いものだと言い切った、リガーナの男らしさは凄まじい。

			　彼女は、街が魔族アーシェバレットに支配されていた間、人質になっていたらしい。

			　単身乗り込んで魔族から救ったミツハのことを崇拝しているようだ。

			　店にたどり着くと人だかりができていた。

			　俺の店には多種多様な香辛料がおいてある。

			　適当に、量り売りで一〇〇グラム一万バルの一律にした。

			　わりと良心的な値段みたいで、いろいろな客がくる。

			　まあ、これのせいで俺のクレジット枠が圧迫されているんだけどな！

			　いくつかの商品には来月入荷ですという看板が建てられていた。

			「ミツハ、マユキ、飯にするぞ」

			　店の奥にいる二人に声をかける。

			　普段は、店を雇い人に任せてある。俺たちが店番をするなんて時間の無駄以外の何ものでもない。

			　二人には帳簿をチェックしてもらい、売上の確認と不正がないかを確認してもらっていた。

			　今の店長は三人目で、一人目は勝手に値段を釣り上げて差額を懐に入れていたのでクビ。

			　二人目も商品を盗んで外で売りさばいていたのでクビ。

			　欲が出た人間はどうしてこう、つまらない悪事を働くのか。

			　マユキは人の嘘を見ぬくし、ミツハは育ちがよく帳簿が読めるので不正のチェックには適任だ。今日の様子だと三人目は頑張ってくれているらしい。

			　店の繁盛している様子を見た実況民がまた、なんくせをつけ始めた。

			『>>1さんの積極的に人任せにするスタイル』

			『>>1さんには仕入れという重大なお仕事が』

			『そうだぞ、Ａｍｏｚｏｎでポチるという重労働があるんだ！』

			『みんな落ち着け、>>1はニートだった男だ、なにもしないのが最大の貢献だ』

			『『『納得した』』』

			　こいつらは……。

			　俺をいったいなんだと。

			「終わった。今回の店長さんはいい人。誠実」

			「帳簿も問題ないわ。不正はないみたいね。売上も好調よ」

			「そっか安心した」

			　こっちのお金もなんだかんだ言って必要だ。

			　最近、異世界グルメにハマっている。たしかにＡｍｏｚｏｎで買えるものは美味しい。

			　だけど、ここでしか食えないものもまた魅力的なのだ。

			「じゃあ、行こうか」

			「うん、マユキお腹すいた」

			　マユキが俺の腕に飛びついてきて、袖をひっぱる。

			　そんなマユキを見て、俺とミツハは苦笑する。

			　そして、三人でレストランに向かった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　レストランの前でエフィルと合流し店に入る。

			「やっぱ、この店はうまいよな」

			　料理勝負では、圧倒的な肉の旨さで勝ったものの、料理の腕はここの親父がピカ一だ。

			　とくに魚介類の扱いがいい。まあ、肉は微妙だが。

			　出されたものを順番に楽しんでいると、今日のメインディッシュが運ばれてきた。

			「もぐもぐ、マユキ、このエビっぽいの大好き」

			　マユキはロブスターのような赤いエビを真っ二つに割り、一緒についてきた赤いソースをたっぷりと付けてかぶりつく。

			　俺も彼女にならって、ロブスターもどきにかぶりついた。

			　身がぷりっぷりでとても甘い。

			　かかっている赤いソースもエスニックでいい感じだ。

			「たしかに、美味しいわ。リガーナに連れてこられたときよりも、美味しい」

			　舌の肥えたミツハが喜ぶのだから本物だな。

			「はい、本当に美味しいです。こんなのエルフの村じゃ食べられませんでした」

			　金髪ロリエルフのエフィルもご満悦だ。

			「前から思ってたんだけど、エルフって肉とか魚とか食べていいのか？」

			　なんとなく、菜食主義なイメージがあった。

			　だが、エフィルは肉も魚もすごく美味しそうに食べる。

			「ふつうに食べますよ？　ただ、人と比べて生臭いのが苦手って子は多いです。でも、私は大好きです」

			　その食べっぷりは、何よりも説得力があった。

			「マユキ、まだこのエビ食べたい。おかわり！」

			「あっ、マユキちゃん、ずるい。私もおかわりです！」

			「こいつら、俺のおごりだからって調子に乗りやがって」

			　俺はそう言いつつも苦笑する。店主との賭けで買って得た権利である永久無料は俺の分だけだ。俺がそうするようにお願いした。さすがに、大人数でおしかけてただにしてもらうのは気が重くて料理がまずくなる。素敵な店だ。料理は気持ちよく食べたい。

			　

			　美味しそうに食べている人がいると、より食事は美味しくなる。

			　その点、食いしん坊なマユキとエフィルがいる俺のパーティは最高だ。

			　現世の金も、地球の金もしっかりあって、レベルもどんどんあがっている。

			　怖いぐらいに順調だ。

			　なんか、こういうのが幸せだなって最近思える。

			　ずっとこんな日々が続けばいい。そんなことを願っていた。

		

	
		
			　

			第23話　男の意地と剣聖の涙

			　

			　最後のデザートが運ばれてくる。ココナッツミルクのゼリーで最後のしめにはもってこいだ。

			　料理を運んできたのは、マーランド料理長本人だった。

			「おう、ユウ。どうだった、今日の料理は？」

			「最高にうまかった。また腕をあげましたな」

			「そうだろ、そうだろ。エビは新鮮なうちに食べるのが一番うまいんだ。今日の朝あがったやつでな、さっきまで生きていたんだぜ。上物のファイラッタエビだ。あんただから出したんだからな」

			　ドヤ顔で料理長は胸を張る。

			「ソースもよかったよ。初めて食べる味だ」

			「おいおい、あんたの店で買ったスパイスで作ったんだぜ。店主のあんたがそれを言ってどうすんだよ」

			「それはすまない」

			　俺と店主は笑い合う。

			「最近は、あんたの店で買ったスパイスをいろいろと研究してるんだ。おかげで客も増えた。ありがたいよ」

			「そうか、なら今度、個人的に新しいスパイスを贈るよ。仕入れられる量が増えそうなんだ」

			　今はクレジット枠がいっぱいいっぱいで、店へ仕入れられる量が心もとないが、来月になったらクレジット枠が復活する。

			　そうすれば簡単に仕入れられるだろう。

			「そいつは嬉しいな」

			「その分、うまいものを喰わせてくれよ」

			「もちろんだとも」

			　また、楽しみが増えた、そのときだった。

			「きゃあああああ」

			　外から悲鳴が聞こえた。

			　何事かと思い外に出る。

			「街中に魔物だと!?」

			　翼の生えた人型の魔物が街の上空を飛んでいた。

			　それも数匹じゃない、何十匹も。

			　空を見上げると、その数がどんどん増えている。

			　それだけじゃない。

			「愚(おろ)かなる人間どもよ。私はかつてこの街を支配していた、アーシェバレットの弟。アルトバレットだ」

			　空に映像が映し出される。

			　そこには虎を思わせる人型の魔物がいた。身長は二メートルほど。

			　鋭い牙と爪をもっていた。その身を似合わない貴族のような黒い服で包んでいる。

			「私はこの街を一万の軍勢で取り囲んだ」

			　その言葉のあと、彼の周囲にいる数多(あまた)の魔物が映しだされた。

			「その気になればいつでも、この街を滅ぼすことができるだろう。だが、あえてそれはしない。私は紳士だ。虐殺はこのまない。目的があってここに来た」

			　にやりと、そうとしか表現できない笑みを浮かべた。

			「かつて、兄であるアーシェバレットを倒した剣聖ミツハとの決闘を望む」

			　思わず隣にいるミツハを見ると、彼女は拳を握りしめていた。

			「兄の呪いで戦えないと思い、捨ておいたが、どうやら力を取り戻したらしいな。私が望むのは一対一の決闘だ。剣聖ミツハが我が前に現れることを望む。もし、剣聖ミツハが逃げる。もしくは貴様らが街に匿うようなことがあれば、容赦なくこの街を蹂(じゆう)躙(りん)しよう」

			　俺は舌打ちする。それはつまり……。

			「信じられないなら、この場でゲッシュをすることにしよう」

			　そう言うとアルトバレットは禍(まが)々(まが)しさを感じる羊皮紙を取り出し、血で文字を書き始めた。

			　その姿を見て、マユキが口を開く。

			「ゲッシュは魔族にとって、絶対の誓い。あれを破ることは最大の恥。だから絶対に魔族はゲッシュを破らない」

			　アルトバレットは血文字が書かれた紙を広げて口を開く。

			「我が誓うのは二つ。剣聖ミツハが我が前にたどり着けば決闘を開始すること。もう一つはその決闘で部下に一切の手を出させないことだ。剣聖ミツハにも、この街にもだ。正々堂々、競い合おうじゃないか。制限時間は明日の日が暮れるまで。それまでは手を出さないでおいてやろう」

			　ミツハとの正々堂々とした決闘をするための誓いに聞こえる。だが、今の誓いには大きな穴がある。

			　まるでわざと開けたんじゃないかと疑うほどの、大きな穴が。

			「ただ、恥ずかしながら私の部下たちは気性が荒くてな。私のもとに向かうミツハ殿に手を出さない約束はできないが」

			　最後にそう高笑いしながら、アルトバレットは消えていった。

			「ミツハ」

			　俺は、ミツハに声をかける。

			「大丈夫、わかっているわ。あなたが言いたいこと。これは罠(わな)よ」

			　そう、罠(わな)だ。

			　奴は、ミツハが自分の前にたどり着けばこの街に手を出さないと言った。

			　逆に言えば、たどり着けなければ、その限りではない。

			　さらに、わざと部下は気性が荒く、抑えが利かないと言ったのだ。

			　つまり、それはミツハが奴のもとに向かったところでたどり着く前に数多(あまた)もの襲撃を受けるということだ。一万の軍勢をくぐり抜け、アルトバレットのところまで行くなんて、どう考えても無理だ。

			「それでも行くわ」

			「なぜ!?　死にに行くようなものだ」

			「私は英雄だから。剣聖ミツハは、けっして逃げないわ」

			　それはあまりにも儚(はかな)い笑み。

			　気がつけば、周囲に人だかりができていた。

			　その目にあるのは、申し訳なさと、敵意。

			　逃げるなんて許さない。おまえが厄(やつ)介(かい)者(もの)を連れてきた。

			　言葉にしないでも伝わるものがあった。

			　人だかりが割れる。全身鎧を着た兵士たちが現れた。

			　ミツハを取り囲み、プレッシャーをかける。

			「剣聖ミツハ様、私たちについてきてもらえますね」

			「ええ、当然よ」

			「ミツハ！」

			　俺は彼女の手を握る。

			　この街はかつて彼女に救ってもらったはずだ。

			　それなのに、この態度。こんな奴ら救う価値なんてない。

			　しかし、俺の手を彼女は振りほどく。

			「ユウ、あなたの気持ちは嬉しいわ。でも、私はこの街が好きなの。だから、戦うわ。それだけよ」

			　その言葉を最後に、ミツハは兵士たちについていく。

			　俺は拳を握りしめる。

			　この街が好き。その気持ちはわかる。

			　なんだかんだ言って、この街で過ごした時間は楽しかった。

			　愛着もある。

			　きっと、街の人たちが悪いわけじゃない。弱いんだ、彼らは。

			　そんな彼らを追い詰めた奴が悪い。

			　ミツハを無理やり連れて逃げて、この街が蹂(じゆう)躙(りん)されるのを黙認する？　ありえない。

			　なら、このままミツハを見殺しにする？　もっとありえない。

			　だから、俺は……。

			「そこの兵士、俺のパーティメンバーを勝手につれていくな」

			「なんだ、貴様。我らに逆らうつもりか」

			　一人の兵士が一歩前に出る。

			　だが、俺は一歩も引かない。まっすぐにその目を睨みつける。

			　その兵士はいらっと来たのか、拳を振りかぶる。

			「おい、やめろ。その人は、あの」

			「ああ、あの」

			　どうやら、俺のことを知っている人がいたらしい。

			　兵士は深呼吸して気持ちを落ち着かせたあと口を開いた。

			「あなたが何を言おうと、ミツハ様は連れて行きます」

			「それを止めようとは思わない。だが、俺も一緒に行く」

			　彼女は必ず行く。それは兵士についていくという意味ではない。

			　一人でもあの魔族に挑むということだ。それを止めることはできない。

			　だけど、彼女に勝算を与えることはできるはずだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　兵士たちに連れていかれたのは、町長の屋敷だった。

			　そこの一角に、いかめしい顔をした男たち……そして、リガーナがいた。

			「お父様、ミツハ一人に行かせるなんて、冗談じゃないですわ！」

			　リガーナが壮年の男に食ってかかる。

			「だが、仕方ない。この街、マナタマを守るためにはそれしかない」

			　おそらく、目の前の男が町長なのだろう。ここではこの街を守るための話がなされている。

			「だから、言っているじゃないですか！　兵士たちを集めて魔物の群れに突撃。血路を開いて魔族のもとに、ミツハを送り届ける。一対一の戦いになれば、ミツハは負けませんわ！」

			　俺と考えていることは一緒だった。

			　だが、町長は首を横にふる。

			「魔物に囲まれている今、防衛にまわしている兵力を分散することはできんよ。ミツハ殿には一人で行ってもらう」

			「それでは、ただの見殺しですわ。あの魔族の約束だって、ミツハがたどり着けなければ、好きに蹂(じゆう)躙(りん)できるというものですわよ」

			「わかっている。だからこそ、防衛するための準備をしなければならないのだ。はっきり言おう、私もミツハ殿がたどり着けるとは思っていない。だが、彼女が単身で挑むことで、時間を稼ぐことはできる」

			　リガーナが声を失う。

			　この男は、ただ時間稼ぎのためにミツハに死ねと言っているのだ。

			「お父様、それがかつてこの街を救った英雄に対する言葉ですか!?　そんな街なら、いっそ滅びたほうがいい」

			　パチン、と甲(かん)高(だか)い音がなる。

			　町長がリガーナの頬をぶったのだ。

			「甘えるな。この街全員を守るためには、仕方のないことだ。私だってこんな決断をしたくない」

			　町長の言うことは間違っていない。

			　理にはかなっている。

			　だが、それでも俺は認めたくない。

			『もうこんなくそ街、見捨てようぜ』

			『ミツハちゃんを連れて逃げよう（提案）』

			『無理することはない。おまえはニートだ』

			　住民たちの言葉も諦めろ一択。

			　だけど、俺はそれを認めたくない。

			　俺は強くなった。それでも一万の軍勢に突っ込んで無事に済むとは思わない。

			　でも、だけど、それでも――嫌なんだ。

			　この幸せな場所を失うのが、大切な仲間をなくすことが。

			「リガーナ、ありがとう。その気持ちだけで十分よ。町長の言うことは間違ってないわ。街を守る戦力を減らすわけにはいかないもの。……そんな顔をしないで、私は一人でだって、魔物の軍勢を突き破ってあの魔族のもとにたどり着いてみせるわ」

			　剣聖は英雄だった。

			　一欠片の絶望も感じさせない声音で、そう言い切った。

			　そんな彼女を見て覚悟を決める。

			　俺も、英雄になるんだ。

			「みなさん、この街の兵力は貸してもらわなくて結構です」

			　全員の注目が俺に集まる。

			「ただ、ミツハの仲間である俺が彼女とともに行くことは止めないで欲しい。俺は彼女とともに戦う」

			　勝てる作戦があるわけじゃない。

			　やけくそになったわけじゃない。

			　ただ、何かしたかった。

			　そんな俺を見て、驚きではなく笑顔を見せたものがいた。それも二人。

			「私も行きますよ。……やっぱりユウ様はそうですよね。私のときも命がけで助けようとしてくれました。だから、私も命がけで友達を助けたい」

			　エルフのエフィルが、俺の左隣に並んだ。

			「どっちみち、マユキはユウから離れられない。だから行く。別に、ミツハのためじゃないんだから」

			　初めて、正しいツンデレの使い方をしたマユキが右隣に並んだ。

			　そんな俺達を見て、ミツハが目に涙を浮かべる。
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			「みんな死ぬ気なの……？　どうして――」

			「死ぬためじゃない、全員で生き残るためだ！　安心しろ、俺がなんとかする」

			　強く、強く、言い切る。

			　ミツハは涙を流し、そして拭い、微笑んだ。

			「そうね。私たちで勝ちましょう」

			　ミツハの言葉に、俺、エフィル、マユキの三人が頷いた。もう、これで戻れない。いや、戻る必要はない。

			　そうして、一万の軍勢への特攻が決まった。

			『うおおおおおおお、>>1。俺たち、おまえのことを勘違いしていたぜ』

			『やばい目に汗が、これは涙』

			『専門知識がある奴は全員掲示板に移動だ。これから作戦会議だ』

			『了解です大佐、このような気持ちいい男を殺すわけにはいきません』

			『オマエラ、ふっ、>>1はどうでいいが、美少女たちを死なせるわけいはいかんな』

			『ここはツンデレが多いインターネッツですね』

			　住民たちも協力的だ。

			　俺だけで浮かばない方法も、きっとこの場にいる全員で考えれば答えがでる。

			　俺はそんな確信をしていた。

		

	
		
			　

			第24話　英雄の資質

			　

			　町長の前で大見得を切ったあと、掲示板上で作戦会議が開かれた。

			　明日の夕方までにミツハが敵の魔族のもとに到達できなければ、魔物たちは一斉に街に襲いかかってくる。

			　それまでに現実的な手を考えないといけない。

			　かつてないほどの盛り上がりだ。

			　あまりにも意見が多すぎたので、一部の古参が意見を抽出し篩(ふるい)分けをして、俺にわかりやすく解説してくれた。

			　そうして作戦の方向性が決まったのは、日が変わったころ。

			　そのあと、必要なモノを購入し、さらにエフィルが中心になって加工していく。

			　その作業が終わったのが、昼を回ったころだ。一睡もしていない。

			　だが、その甲斐あって勝算が見えた。

			　ミツハを奴のもとに無傷で届けられる可能性が生まれたのだ。

			「みんな、準備はいいな」

			　仲間たちに問いかける。

			「うん、マユキは問題ない」

			「私も大丈夫です！」

			「ええ、行けるわ」

			　力強い言葉だ。

			　キツネ耳美少女で、ちょっと生意気でマイペースなマユキ。

			　金髪ロリ巨乳エルフで、少し科学と機械に夢中になりすぎる錬金術士のエフィル。

			　そして、剣聖にして一途なスレンダー美少女のミツハ。

			　全員が俺の大事な仲間だ。

			「じゃあ、行こう。あいつらに目にもの見せてやろうぜ」

			「「「おう」」」

			　そうして、俺たちの大勝負が始まった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ユウ、車の免許なんて持ってたんだ」

			「まあね。元社畜だし」

			　俺たちは車に乗っていた。車の後ろには馬車が繋がれている。

			　ゆっくりと町中から外に向かって走る。周りにいるのは俺たちを監視する兵士だ。

			　住民たちは初めて見る車に目を丸くしていた。

			　実はＡｍｏｚｏｎでは車も買える。

			【中古車】【頭金10,000/支払総額1,765,200円】Ｈ22年式スキップワゴン・Ｇ　Ｆパッケージ

			　頭金は一万円程度、あとは月額二万三〇〇〇円ずつ引き落とされていくのだ。

			　その車を、女神からもらった馬車に繋ぐ。

			「ったく、改造できないなんて」

			　女神からもらった馬車は、不思議な力に守られて無敵だ。

			　この馬車に動力をつけて、自走しながら突っ込めば余裕だと思ったが、そもそも加工自体が不可能だったし、下手をすれば女神の力が失われるらしい。

			　なので、スキップワゴンで馬車を引く。

			　なぜ、馬車を引くかというと、このスキップワゴンがわりと洒落(しやれ)にならない武器だからだ。

			　

			アイテム名：スキップワゴン改　車爆弾仕様（エフィル製）

			武器種別：その他

			重量：１６５０キロ

			攻撃力：＋２９４０

			耐久値：４５１３

			　

			　こいつの荷台には、最近エフィルが試作を続けていた、軽油と硝(しよう)石(せき)で作ったアンホ爆弾が限界まで積みこまれており、さらに可能な限り装甲板を取り付けて耐久値をあげた。

			　あとは、リミッター類をかたっぱしから外し、耐久力を犠(ぎ)牲(せい)にして最大出力を高めた。動画を見ながら、錬金術士の恩恵を受けたエフィルが改造したのだ。

			　これは乗り物ではなく、車爆弾という名の武器である。俺の装備品だ。

			　遊び人(ドリーマー)である俺だからこそ、車爆弾なんてふざけたものを適性装備し、ステータスで水増しできるのだ。

			　俺たちの作戦は簡単。

			　このスキップワゴンで敵の群れの中にツッコミ、限界まで進む。

			　そして敵の中央で爆破し、可能な限り敵を吹き飛ばす。

			　俺たちは、無敵の馬車の中で爆発をやり過ごして、手薄になった本陣を突破するというひどくシンプルなもの。

			　もう、異世界ファンタジーもくそもない。ただのテロリストだ。

			　だが、笑ってしまうほど俺たちらしい。

			　ゆっくりと車を走らせる。

			　そして城門を出た。

			　車から剣聖ミツハが降りる。

			　そして、腹の底から大きな声を出した。

			「約束どおり、今からあなたのところに行くわ。首を洗って待ってなさい」

			　俺はにやりと笑う。

			　もう、実況中継は始まっていた。

			　コメント読み上げソフトが自動的にネット民たちの声を読みあげる。

			『姫騎士様りりしぃです』

			『勝って欲しい。でもくっ殺も見たい』

			『俺たちの>>1。頼んだぞ！　俺は陵(りよう)辱(じよく)ものよりラブエッチ派だ』

			『オマエラ、こういうときでもぶれないな』

			　命がかかった決戦だというのに、住民たちはいつもどおり。

			　それがかえっていい。妙に落ち着く。

			　空に映像が浮かぶ。

			　魔族のアルトバレットだ。

			　相変わらず、トラ獣人の巨体をぱっつんぱっつんの黒の貴族服で包んでいた。

			「逃げずによく来たな、剣聖ミツハ。そのことは褒(ほ)めてやる」

			　奴は人の悪そうな笑みを浮かべる。

			「だが、おまえに問う。人間というのは命をかけて守るべき価値のあるものか？」

			　その問いは俺の胸に突き刺さった。

			　俺も同じことを考えていたからだ。

			「かつて街を救った恩人を死地に向かわせる。送り出すのにも声援すらよこさない。逃げないように敵意の視線と槍の穂先で背中をつつくだけ。我が身可愛さに、おまえを見殺しにしようとしているのだ。なんと弱く、なんと愚(おろ)かな生き物だろうか」

			　心底楽しそうに、魔族アルトバレットは続けた。

			「剣聖ミツハ、提案だ。兄を倒したおまえの力は素晴らしい。我とともに来い。人間など見捨ててしまおうではないか。気にすることはない。おまえが人間を裏切ったわけじゃない。人間がおまえを裏切った。この状況がそれを証明しているだろう」

			　まさか、こいつ。そのためにこんな茶番を!?

			　人間に対して絶望させるためにミツハを追い込んで見せたのだ。

			　ミツハを見る。

			　彼女は不敵な笑みを浮かべていた。

			「あなたの言うとおり、人間は弱い。心の奥底に醜(みにく)さを持っている」

			「そうだろう。そうだろう。だから、私とともに」

			「でも、それだけじゃない。優しさだって、温かさって、強さだって、勇気だって持ってるわ。それを私は知っている。役立たずになった私をずっと見守って、力になってくれた人がいた。いつもの街の、笑いに溢れる風景が好きだった。そして、この状況でも私に手を差し伸べる、大事な仲間たちがいた。……私は人間を憎まない、見捨てない。そして……、人間の弱さに付け込んで、こんな悲しい決断をさせたあなたを憎む、アルトバレット！」

			　堂々と、まっすぐな眼光でミツハはアルトバレットを睨みつける。

			　その姿はまさに英雄。

			『おい、>>1見習えよ。あれが英雄だ』

			『ミツハたん。まじかっこいい。それに比べて>>1ときたら（嘆息）』

			『もうミツハが主人公でいいんじゃないかな』

			『【悲報】俺たちの>>1が主人公の座を奪われる【主役交代】』

			　住民たちは好き勝手いい放題だ。

			　だが、悔しいが言い返せない。

			　俺も同感だと思ってしまった。

			「ならば我が軍勢に蹂(じゆう)躙(りん)されて死ぬがいい。剣聖ミツハ。おまえが私のもとにたどり着けなければ次はこの街だ。私の提案を断ったこと、あの世で悔いるがいい」

			　その言葉を最後に、空に浮かんだ映像が消えた。

			　一万の魔物の軍勢が、ぎろりとこちらを睨む。

			　俺はミツハに向かって声をかける。

			「行くぞ、ミツハ。俺が必ずおまえをあいつのところまで無傷で送り届ける。だから……」

			「魔族との決闘は必ず勝ってみせるわ」

			　二人で目を合わせて、笑い合う。

			　そして、ミツハが車に乗り込み、俺はアクセルを踏み込み、全力で突っ込んだ。

		

	
		
			　

			第25話　さよなら、僕の相棒

			　

			　アクセルを踏み込む。

			　眼前に広がるのは果てしない草原。

			　車で駆け抜けるにはちょうどいい。

			　車が通常ではありえない加速をする。

			　なにせ、この車は車爆弾という武器であり、なおかつ俺の適性装備。

			　俺のステータスの恩恵を受け、スピードも防御力も跳ね上がっている。

			「マユキ、耳は大丈夫か」

			「うん、大丈夫！」

			　いそいそとマユキはキツネ耳を濡れた布で塞ぐ。

			　それを確認してから、車に取り付けた、大音量スピーカーの電源を入れ、とある音を流す。

			「グガアアアア――」

			「キャゥン、キャン、キャン」

			「ガァア、ガア」

			　魔物たちが悲鳴をあげて、俺たちの車から逃げようとする。

			　大音量スピーカーに繋いでいるのは、害獣駆除用の高周波発生器。

			　それを限界までかき鳴らす。

			　だめ元で搭載したが、想像以上に効果があるみたいだ。

			　魔物の壁がバラけた。

			　そんななかをスキップワゴンが突っ込む。

			「エフィル、頼む」

			「わかってます。【風の鎧】」

			　エフィルが、風の魔術を使った。

			　柔らかな風がスキップワゴンを包み、守りを強化する。

			「しっかり捕まってろ!!」

			　そして、始めの一匹目、俺のスキップワゴンはまったく減速せずに突っ込む！

			　勢い良く、小型の魔犬サイズの魔物が宙を舞った。

			　日本の技術力の粋、スキップワゴンが、俺のステータス補正で強化されているんだ。

			　負けるわけがない。

			　装甲板の増設、ステータス補正、それにエフィルの風の守りでスキップワゴンは冗談のような固さになっていた。

			　一応、相手のもとにたどり着くのが目的なので、避けられるものは避けるが。躱(かわ)せないものは突っ込む。止まるわけにはいかない。次々と、魔物たちを吹き飛ばしていく。

			　さっきから、ガンガンレベルが上がる。轢かれた魔物が即死しているのだろう。さすがのスキップワゴン。圧倒的な攻撃力だ。

			『これはいい世紀末動画』

			『>>1さんの運転が荒いってレベルじゃない』

			『動物愛護団体、顔真っ赤』

			『これ、三百キロ出てんじゃね』

			　うるさい、こっちだって命がけなんだ。

			　遠くに赤い光がちらちらと見え始めた。

			　もしかして、魔法か？

			　そう思っていると、濡れたタオルをキツネ耳に詰めたマユキが声をあげる。

			「来る、儀式魔法。火炎の術式。この車、物理防御は高いけど魔術防御は低い。貫かれる」

			　事前に魔法攻撃が来ることは予測していた。

			　しかし、よりにもよって、火炎か。

			　ヘタしたら、この場で爆発して全員お陀仏。

			　だが、そうはならない。

			「ミツハ！」

			「私に任せて！」

			　ミツハが剣を構えて目を閉じる。

			　そして、清(せい)冽(れつ)な気が、あたりに噴き出る。

			「【絶対魔法結界】」

			　剣聖だけの、特殊スキル。

			　魔法に対する絶対防御が発動する。

			　次の瞬間、特大の火炎球がいくつも降り注ぐが、スキップワゴンにぶつかった途端にたち消えた。

			　ミツハが呼吸を荒くする。さすがに、このサイズの車を守るのは体力の消費が激しいらしい。事前に聞いていた話では、そうそう何度もできないが、数回ぐらいならできると豪語していた。

			【絶対魔法結界】のタイミングはマユキに任せている。彼女の感覚は非常に鋭い。

			　そして、ミツハの【絶対魔法結界】が解除されたのを確認してから、エフィルが再び風のまもりを展開した。

			　これには住民たちも大盛り上がりだ。

			『うおおおお、ついに魔法が』

			『そして結界』

			『>>1の動画がまっとうなファンタジーになっているだと』

			『クマに火炎瓶を投げつけてチェーンソーで襲いかかった>>1がこんなに成長するなんて』

			　たしかに、そのとおりだけどさ！

			　害獣対策用の音波攻撃で敵を間引きし、残りはひきとばしながら進み続ける。

			　素早さ補正で、時速三〇〇キロに到達したスキップワゴンはまたたく間に敵の中央に突貫していく。

			　だが、さすがに敵も学習し始めたのか。

			　投石や矢などの遠距離物理攻撃が開始された。

			「さすがに、耐久値がやばいな」

			　度重なる魔物の攻撃や衝突で、スキップワゴンの耐久値が減っていく。

			　もし、装甲の増設をしていなければ、とっくに壊れていただろう。

			　魔族アルトバレットまで、目視であと一キロほど。

			「あいつら!?」

			　さすがに、混乱から落ち着いたのか、大型の魔物で正面に円陣を組み始めた。

			　あれをぶっ飛ばすことができるかは微妙だ。

			「エフィル、操縦は任せた。あれをやる」

			「はい」

			　エフィルにアクセルを踏んでもらう。そして、窓から手を出し火炎瓶を放り投げた。

			「【剣戟崩壊】！」

			　もちろん、一回で武器が壊れる代わりに圧倒的な攻撃力を誇る【剣戟崩壊】を忘れない。

			　スクラムを組んだ魔物を火炎瓶が吹き飛ばす。

			　魔物の悲鳴が幾重にも重なる。

			　エフィルは巨大な火柱を華麗に回避してみせた。

			　エフィルなら、できると信じていた。

			　あの火柱に突っ込んでいたら、荷台にたっぷり積んだアンホ爆弾に誘爆して悲惨なことになっていただろう。

			「一難去って、また一難か」

			　再び魔物のスクラム。

			　今度は魔物の数が多い。

			　今みたいに火炎瓶を使っても一度では倒せないだろう。

			　魔族までの距離、残り二〇〇メートル。頃合いだ。

			「全員、降りる準備をしろ！」

			　俺の叫びに仲間たちが頷く。

			　限界までアクセルを踏み込み、魔物の群れに突進。

			　魔物たちは、その巨体で足を引きずりながらも、スキップワゴンを受け止めた。

			　車が完全に止まる。

			　止まった瞬間、俺たちは車から降りて、馬車に駆け込んだ。

			　そのときに、大量のアンホ爆弾に仕掛けた起爆装置を起動させる。

			　あと一分後に爆発だ。

			「短い時間だったけど、ありがとうな、相棒……【剣戟崩壊】！」

			　最後にスキルを発動する。

			　それは、最後の一撃(ばくはつ)を彩るためのスキル。

			　馬車に飛び込んだ俺は窓から、相棒の行く末を見守る。

			　巨大な魔物たちに囲まれ、叩き潰され、ひしゃげ。そして……。

			　轟(ごう)音(おん)。世界が赤に塗りつぶされる。

			　さよなら、僕のスキップワゴン……。

			「はは、これはすごい」

			　車体に限界まで積んだアンホ爆弾は、俺のステータス補正と【剣戟崩壊】の両方の力を受けて、信じられない超広範囲に地獄をもたらした。

			　馬車の窓から外の状況を確認する。

			　半径三〇〇メートルが吹き飛んだようだ。

			　恐ろしい勢いで、俺のレベルが上がっていった。

			　いったい、今の一撃で、何十匹、何百匹の魔物を倒したのだろうか……。

			『すげえええええ』

			『きのこ雲が見えるよママン』

			『あの、魔族さん生きてますかｗ』

			『これで魔族さんが死んでたらｗｗｗもう大爆笑なんですけどｗｗｗ』

			『車爆弾で突貫して爆破とか、もう>>1がアレすぎる』

			『いったいどこに向かっているんだ>>1は』

			『まじかる☆車爆弾に敬礼』

			『『敬礼』』

			　なんとなく、俺も敬礼する。

			「あとは任せたぞ。英雄」

			「ええ、任されたわ。でも、英雄の称号はあなたに譲るわ。あなたが本当の英雄よ」

			　そう言い残して、ミツハが馬車から降りていく。

			　そして、焼け野原になり、遮るものがなくなった道をミツハはまっすぐにかけて行った。

		

	
		
			　

			第26話　決闘

			　

			『どうみても敵の魔族さんが息してない件』

			『魔族って名前は、アル、なんだっけ？　アルなんとかさん追憶記念』

			『>>1「ボスは雑魚(ざこ)とまとめてマップ攻撃で吹き飛ばした」』

			『えっ、嘘、あれだけ大物ぶって、あれで死んじゃったｗ』

			『やったか!?』

			　住民たちのコメントがイヤホンから流れ込んでくる。

			　やめろ、そうやって無駄に生存フラグを立てるのは。

			　だいたい、こうやってやったか感を出すと。

			「クソ、いったい何だったんだ今のは!?」

			　ほら、こうやって出てくる。

			　黒焦げの大型の魔物を何体も盾にして、しかも地面に伏せるという極めて現実的な防御方法で、魔族のアルトバレットさんは生き残ったらしい。

			　ただ、無傷とはいかなかったらしく、全身が黒焦げでＨＰも七割ほど減っている。

			　そんな彼を見つめ、ミツハはまっすぐ突き進む。

			「たどり着いたわ、魔族アルトバレット。さあ、あなたがゲッシュに誓ったとおり決闘をしましょう。もう、あなたは魔物たちを街には差し向けられないはずよ」

			　そう、奴はゲッシュで誓った。

			　ミツハがたどり着き、一対一の決闘が成立した場合、魔物を使った街の襲撃は取りやめると。

			　アルトバレットが下唇を噛む。

			　どうやら、ミツハがたどり着くとは思っていなかったようだ。

			　怒りにわなわなと震えている。

			　そして、一瞬目をつむり、全身の筋肉が盛り上がった。

			　上着がはじけ飛ぶ。

			『ちょｗｗおまｗｗ』

			『まさかリアルで上着破りが見られるとは』

			『あの似合っていない上着はもしかして』

			『しっ、やめてさしあげろ。あれをするためにわざとぱっつんぱっつんの上着を着ているのですよ』

			『アルなんとかさん、まじ健気』

			　やめてやれ、本当にやめてやれ。

			　住民たちの容赦のなさは異常だ。

			「ふふふ、いいだろう。私が言い出したことだ。決闘に応じよう。この街を滅ぼせないのは残念だが、せめて邪魔なおまえだけでも排除してやろう」

			「そうはならない、私はあなたに勝つもの」

			　ミツハが八本のうち、一本のミリタリーマチェットを引き抜いた。

			　ミツハが振るえるミリタリーマチェットの回数はたった十六回。長期戦はできない。だが、奴の体力の減り具合であれば……。

			「なっ!?」

			　俺は思わず、驚きの声をあげる。

			　奴は口笛を吹いた。

			　すると、鳥のような魔物が空からやってきた。

			　それを奴は食ったのだ。

			　すると、どんどん傷が癒えていく。これは……。

			『ちょっと待て、これあかんやつやない？』

			『生きるポーションや』

			『ミツハさんってたしか、短期決戦しか』

			　住民たちも心配し始める。

			　これはまずい。

			「エフィル！」

			　俺はエフィルを見た。

			　最悪、彼女のスキルでミリタリーマチェットを直せるのではないかと。

			「ごめん、ユウ様。ちょっと無理です。風のまもりで魔力を使い果たしました」

			　悪い情報が重なる。

			　彼女はミリタリーマチェットの修復に魔力を使う。その魔力がない。

			　震える手で、スマホを握る。

			「やっぱりだめか」

			　予備のミリタリーマチェットを買おうとして、買えなかった。

			　ここまで来るのに必要な装備のために、残りのクレジット枠はすべて使い切っていた。少しでも車爆弾の防御力をあげるために限度額のあまりをすべて使ったのだ。

			　もう、俺にＡｍｏｚｏｎの力は使えない。

			　あとは、ミツハを信じるしかない。

			　加勢をしたい気持ちを抑える。

			　もし、こちらから決闘を反故にすれば、魔物を使って襲撃しないという約束も破られるだろう。

			　そして、ついにミツハと魔族アルトバレットの戦いが始まった。

			　アルトバレットを注視する。

			　

			【アルトバレット　レベル：51】

			　

			　魔族だけあって、高レベルだ。

			　だが、ミツハも連日のパワーレベリング、そして今日の車爆弾を使った大量虐殺でレベル48まで上がっている。

			　二人が、走る。

			　アルトバレットの爪を躱(かわ)し、ミツハのミリタリーマチェットが奴の脇腹に吸い込まれる。

			「がはっ!?」

			　かつて、ミツハが受けた呪いによる火力上昇は、魔族であるアルトバレットにも有効なようだ。

			　一撃で五％ほどのＨＰを削る。

			　よろめいたやつに対し、ミツハはすかさず追撃をかける。

			　納刀してからの、ミツハお得意の抜(ばつ)刀(とう)術。

			「【斬月】！」

			　月光のように静かで美しく、それでいて鋭い一撃がアルトバレットを襲った。

			　今度は一割。

			　さすがに必殺スキルだけあって威力が高い。

			　だが、もう一本目のミリタリーマチェットは限界。

			　ミツハは納刀し、二本目のミリタリーマチェットを抜(ばつ)刀(とう)し斬りかかった。

			　しかし、その一撃は爪で受け止められる。

			　アルトバレットの動きが速くなった。

			「強い、強いな！　さすがは兄者を倒した女だけのことはある」

			　奴の身体が一回り大きくなってる!?

			　だが、ミツハは動じず、弾かれた勢いを利用してコマのように回転する。

			　そして、その勢いのままに。

			「【竜巻】」

			　回転斬りスキルに繋げる。

			　その一撃は、アルトバレットを再び切り裂いた。きっちり一割弱のＨＰを削る。

			　良かった。あがったのはスピードと火力だけで、固さまでは増していない。

			　安心したのも、つかの間。

			　斬られた奴は笑っていた。笑ったまま、両手の爪を振り下ろす。

			　奴の硬直を前提に大技を放ったミツハは、その攻撃を躱(かわ)しきれずに攻撃を受ける。

			　俺の渡した、最新素材の防刃チョッキのおかげでＨＰの減りは二割程度だが、斬撃に強いはずの防刃チョッキの耐久値が三割持って行かれている。

			　なんて、火力。

			　奴の傷口が癒え、さらに筋力が盛り上がる。

			　今の【竜巻】でミツハの二本目のミリタリーマチェットが使用不可能になった。

			「楽しい、楽しいぞ、女！」

			　筋肉が盛り上がるたび、傷を受けるたび、アルトバレットの貴族のような振る舞いは影を潜め、獣のような野性が前面に出る。

			　これこそが奴の本性。

			「さあ、次はどんな技を見せてくれる！　どう俺を喜ばせる」

			　ミツハは攻撃以外にミリタリーマチェットの使用を避けようと努力するが、どんどんアルトバレットは加速し、ミリタリーマチェットで受けざるをえない状況となる。

			　今もそうだ。奴の爪を受け止め、三本目のミリタリーマチェットが使用不可になった。

			　ミツハが衝撃を受け止めきれずに、たたらを踏んで後ろに下がる。

			　それを好機とばかりに、アルトバレットは全力で突進しながら右手を突き出す。

			「【風巻閃】」

			　だが、それはミツハの誘いだったようだ。

			　奴の右手を巻き込むようにしながら痛烈なカウンターを急所である首筋に見舞った。

			　ミツハの全力、それにアルトバレットの力をも乗せた一撃は、急所ということもあり、奴のＨＰを二割ほど削る。

			　さらに、すれ違ったあともミツハは力を抜かない。素早く反転し袈裟斬り。

			　さらに一割。

			　これで、アルトバレットの体力は残り五割。

			　ミリタリーマチェットの残数は残り四本。ぎりぎり行ける。

			「ひゃは、ひゃはははは、これが人間の剣技。力を持たぬものが生み出した、技術と言うものか。やはり、この身に刻むと、よく理解できる」

			　その言葉のとおり、アルトバレットの動きはどんどん鋭くなっていた。

			　攻撃を受けるたびの強化だけじゃない。

			　奴はミツハの動きを闘いながら学んでいるのか!?

			　はたしてこんな状態で、残り四本で倒せるのか？

			　それだけじゃない。

			　また鳥の魔物が飛んできた。

			　そう、奴はあれを食い、ＨＰを回復することができるのだ。

			　貴重な四本のミリタリーマチェットを犠(ぎ)牲(せい)にして、やっと削ったＨＰを。

			「汚いぞ！　何が決闘だ。他の魔物を利用して」

			「人間、何が汚い？　たまたま飛んできた魔物を食らっただけだ」

			　この絶望的な状況を変える方法はないか……。

			「ミツハ、二撃目は【剣戟崩壊】を使え！　威力で押し切るしかない」

			「でも、ユウにもらった剣が」

			「大丈夫だ！　ミツハのほうが大事だ！　それに剣はまた手に入る！」

			　少しでも足しになるように俺のミリタリーマチェットを投げる。

			　それをミツハは受け取った。

			　勝負が再開される。

			【剣戟崩壊】を解禁したことで、与えるダメージは増える。

			　だが、奴の回復はやまない。体力を減らすたびに餌となる鳥の魔物が現れる。

			　それだけじゃない。ミツハの動きを学び、どんどん技量を身に付ける。

			　また一本、ミツハのミリタリーマチェットが砕けた。

			　ミリタリーマチェットはあと二本。

			　何か、ないか、何かないか。

			　金が無くなった俺は、本当に何もできないのか!?

			　そして、また一本砕けた。

			　残り一本。

			　答えは、まだ出ない。

			　いや、あった。一つだけ方法が。

			　いそいで俺はスマホを操作する。

			　金がない俺がたった一つ、ミツハの剣を手に入れる、その方法を！

		

	
		
			　

			第27話　無窮の剣製

			　

			　俺は素早くスマホを操作した。

			　そして、実況中の動画に声を吹き込む。

			「今、戦いを見ているみんな。助けてくれ。剣がもう尽きる。だが、俺は金が尽きた。剣を買ってやれない。頼む、ミツハを助けてやってくれ。Ａｍｏｚｏｎの欲しいものリストに追加した！　アドレスはこれだ！」

			　そう、今の俺にできる唯一の方法。

			　それは欲しいものリスト。

			　Ａｍｏｚｏｎのサービスの一つで、自分の欲しいものを一覧にして公開することで、相手にプレゼントさせることができるのだ。そうして購入した物品は、指定の住所に送られてくる。

			『ミツハちゃんをやらせはせん、やらせはせんぞ』

			『この借り、高くつくからな』

			『>>1のためじゃないからな。ミツハちゃんのためだからな。勘違いするなよ』

			『届け、俺の想い！』

			　剣が次々と俺のところに送られる。

			　その数、五本。

			　それを残らずミツハに投げる。

			　だが、これだと足りない。

			　もし、奴を倒せるとすれば、一撃目からすべて【剣戟崩壊】を使った、全力の飽和攻撃。

			　そのためには、もっと剣がいる。

			　そのことを必死に訴えるが、数が増えない。

			　唇を噛みしめる。

			　だめだ、この数だとまた、回復されてジリ貧だ。

			「頼む、お願いだ。お願いだから」

			　もう、俺は頼み込むしかない。

			『なあ、>>1勘違いしてないか』

			『俺たちはおまえの動画を楽しみに来てるんだよ』

			『ただお金を要求されてもね』

			『それに値する対価を』

			　その一言で目が覚めた。

			　そうだ。俺と彼らは対等な関係だ。一方的に利益を受け取ってはいけない。

			　なんだ、何をすればいい。

			　視聴者を楽しませる？

			　この状況にあったシチュエーション、一つの案が浮かんだ。

			「ミツハ。今から俺の最大の魔法を見せる。この戦況を変えるためのとっておきだ」

			　シチュエーションと、その場のノリを生かす。

			　視聴者に購入を踏み出させるきっかけを与える。

			　一世一代のエンターテイメント。

			　俺は大きく、大きく息を吸った。画面越しなのに俺に視線が集まるのを感じる。

			　さあ、住民(外なる神々)ども、よく見てろ。これがおまえらに捧げる神楽だ。

			「我が存在は剣(つるぎ)」

			　これは、某大人気エロゲーの主人公の詠唱。

			　その主人公は無数の剣を生み出す能力を持っていた。

			　俺を含めた中二病患者が大好きな詠唱だ。

			『ちょっ>>1まさか。あれを』

			『おまｗｗここで無(む)窮(きゆう)の剣製ｗ』

			『異世界で、無(む)窮(きゆう)の剣製ｗｗ』

			『ちょっ、アルトバレットさんまで>>1に注目してるｗｗ』

			『詠唱だけで戦闘を中断させる>>1ぱねえ』

			「流るる血潮は燃えたぎる鉄」

			『>>1さんの声かっけええｗｗ』

			『てか、完璧に暗唱してるしｗ』

			『贅沢を言うなら、英語verが欲しかった』

			『やめろ、あのクソ文法のなんちゃって英語はだめだろｗ』

			「この心は銀水晶」

			　ここで一息間を置き、目を見開く。

			　ここから先は高らかに歌うようにだ。

			「数多(あまた)の地獄を経て、肉は鉄となり」

			　それは一人の男の人生。

			「数多(あまた)の勝利を得て、鍛え上げられた」

			　夢を追い続けた成れの果て。

			「故にこの身は人ではなく」

			　最後の一言で詠唱が完成する。

			「我が存在は剣(つるぎ)だった」

			　詠唱が終わった。あとは魔術名を告げるだけ。

			　俺に魔法は使えない、これは詠唱しているだけで、魔法でもなんでもないただのオタ芸。

			　ただ、完璧に詠唱を再現してみせた。

			　あとは、住民たちの悪ノリにかけるしかない。

			「【無(む)窮(きゆう)の剣製】！」

			　厳かに、それでいて良く通る声で、贋作(フエイク)なれど魂を込めて魔術名を告げた。

			　さあ、どうだ。

			　その結果が、今示された！

			　俺はにやりと笑った。

			　空から無数のミリタリーマチェットが降り注ぐ、一本、二本、じゃない。何十本も。

			　数十本の剣の雨。

			　この場にいる全員があまりの光景に絶句する。

			『ふぁて好きのワイはこの詠唱を不発にはできんな！』

			『うおおおおお、これが俺たちの無(む)窮(きゆう)の剣製だぁぁぁあ』

			『>>1の詠唱惚れたぜ』

			『濡れた！　>>1の詠唱に濡れた！』

			『さすが、無(む)窮(きゆう)の剣製！　異世界人の度肝を抜くぜ！』

			『いっけええええ、地球の魔法を見せてやれ！！』

			　ありがとう。

			　そう短く、住民たちに告げる。

			　ただ、願うだけじゃなかった。住民たちと一緒に楽しまないといけなかった。

			　俺は最高に楽しんだ。

			　これは奇跡でもなんでもない。ただのオタの悪ノリだ。

			　だが、それこそが今必要なものだった！

			　無数の剣は目の前にある。

			　だから！

			「いけるな、ミツハ。好きに使え！　そして、勝て！」

			　あとは、あいつの出番だ。

			　ミツハが微笑む。

			　ミリタリーマチェットを握ると同時に周辺の剣を片っ端から空に放り投げた。

			　そして二本の両手でミリタリーマチェットを手に取り、口を開く。

			「心得たわ！」

			　ミツハは突進する。

			「剣が手に入ったぐらいで図に乗るな！」

			「いいえ、悪いけど図に乗らせてもらう！　剣聖の誇りにかけて」

			　彼女は繰り出すのは、【剣戟崩壊】の二連撃。

			　さすがにたまらず、アルトバレットはたたらを踏む。

			　そこに剣を持たずに追撃するミツハ。

			　空手を振りかぶった。

			　そこに、ミリタリーマチェットが落ちてくる。

			　キャッチと同時に【剣戟崩壊】！

			「もう、回復の間なんて与えないわ。ここから一気に押し切る！」

			　無様にアルトバレットが吹き飛ぶ。彼女は再び無手の突進。

			　奴が倒れた周囲にミリタリーマチェットが突き刺さっていた。それを引き抜きながらの【剣戟崩壊】。

		

	
		
			[image: p285.jpg]
		

	
		
			　これが剣聖の実力!?　無数に放り投げた剣、そのタイミング、位置、すべて計算済みだと!?

			　容赦ない苛(か)烈(れつ)な責め。

			　剣の崩壊という枷を解き放たれた。正真正銘、ミツハの全力。

			　宣言どおり。もはや、回復するどころか身動きすらとらせない。

			　そして、二〇本目の剣が砕けると同時に……。

			「強いな、私の負けだ。まさか、人間に負けるとはな」

			　魔族アルトバレットが粒子になって消えた。

			　彼の配下の魔物がちりぢりになって逃げていく。

			「ユウ、私の……いいえ、私たちの勝ちよ」

			　そう、ついに長い戦いが終わった。

			　彼女に駆け寄ると、ふらっとよろめき俺の胸に倒れてきた。

			「ちょっと、疲れたわね」

			「もういい、休め」

			「ええ、そうさせてもらうわ」

			　そうしてミツハが眠りについた。

			『うおおおおおおお、すごい、すごいよ』

			『なんて美麗な技！　どっかの>>1とは大違いだぜ』

			『ミツハちゃんに砕かれたのは俺が買ったマチェットだな！』

			『いや、俺だろ！』

			『とにかく、>>1おめでとう』

			『魔王幹部を撃破したせいで目を付けられるな！』

			『魔王軍幹部「アルトバレット」は我らの中で最弱』

			『うわ、ありそう』

			『それよりミツハちゃんの睡姦実況楽しみにしています』

			『ゲスすぎだろ。でもパンツぐらいなら』

			　相変わらず住民(外なる神々)はゲスだ。

			　だが、彼らのおかげで勝てた。

			　これからも奴らとの付き合いは続いていくだろう。

			　そんなことを考えながら、ミツハを抱えて俺たちの馬車に戻った。

		

	
		
			　

			エピローグ　東へ！

			　

			　それからは大変だった。

			　子ギツネ姿に戻ったマユキに馬車を引いてもらい街に戻った。

			　街に戻れば、もう全力の歓待モード。

			　皆が皆、俺たちを英雄とあがめた。

			　そんな様子を馬車の中から見つめる。

			　出るときとのギャップで、嬉しいという気持ちよりも、気持ち悪さが勝ったが、ミツハが言っていた人の弱さと強さの話を思い出しぐっとこらえた。

			　馬車の中には大量のミリタリーマチェットを乗せている。

			　ちょっと、住民たちが買いすぎた。

			　これはちゃんと有効活用しよう。

			「ミツハ、本当にいいのか？　これをもらって」

			「いいわ。あなたがいないとそもそも決闘にすらならなかったし、勝てなかったから」

			　あの魔族、アルトバレットは漆黒の魔石とドロップアイテムを落としていった。

			　そのドロップアイテムは奴の牙で、とてつもない魔力を帯びており特殊効果があるそうだ。

			　今は使い道がわからないが、やがて何かの役に立つだろう。

			「帰ったら、リガーナに真っ先に会わないとな」

			「ええ、とても心配していると思うわ」

			　兵士たちから報告は受けているだろうが、友人として直接会って話がしたいのだろう。

			「ねえ、これからユウはどうするつもり？　あなたはもう英雄だわ。何不自由なくこの街で暮らしていけると思うけど？」

			　その問は自分でも考えていた。

			「それはないな。たぶん、魔族を倒しちゃったし、もっと強い魔族に目を付けられたかもしれない。俺たちはもっと強くならないと。この周辺の魔物じゃ、レベルあげも限界だしね」

			　そう、強い魔物でないとレベルはあがりにくいのだ。

			　すでにこの街から通える範囲のダンジョンでは物足りなくなっていた。

			「あっ、私も賛成です！　ユウ様の道具、不思議な素材と、いろいろと組み合わせてみたい魔法素材があるんです！　いろんな所を旅して手に入れたいです」

			　機械と科学大好きのエフィルが目を輝かせてそう言った。

			　大事なもう一人の仲間であるマユキにも確認しないと。

			　窓から顔を出し、子ギツネ姿で馬車を引くマユキに声をかける。

			「マユキはどう思う？」

			「マユキも賛成。強い魔物がいる東を目指すべき」

			「なら、行こうか東」

			「うん」

			　ということで俺たちのパーティは東へと旅することになった。

			　ただ、実はもう一つ彼女たちに言ってない問題がある。

			　……クレジットの引き落としの金が口座にない。

			　今のアクセス数の推移だとぎりぎり足りないのだ。

			　マンネリな放送だと限界に来ているので、新しい刺激が必要だ。

			「みんな、これからもよろしく」

			　俺がそう言うと、パーティのみんなが笑顔で応えた。

			　やっぱり、俺は今の生活が好きだ。

		

	
		
			　

			あとがき

			　

			『俺の部屋ごと異世界へ！　ネットとＡｍｏｚｏｎの力で無双する １』を読んでいただき、ありがとうございました

			　著者の月夜 涙です。

			　

			　この物語は、ネット通販で買えるものを使って無双しようという物語です。さらに異世界の様子を放送してお金を稼ぐという、変わったストーリーになっております。ネット住民の声を聞きながらの異世界冒険譚は、風変りで今までと違った楽しみ方ができます。

			　とはいえ、物語的にはちゃんと王道の面白しさを備えつつ、笑える作品に仕上げております。ぜひ、手に取って読んでもらい楽しい気分になってもらえると幸いです。

			　

			宣伝
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